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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







１　右と左

２　死の劇場

３　バラ色の道化

４　奈落へ

５　楽園への階段

６　あまりに長い回り道

終章　演者を呼ぶ声

あとがき

















わたしは昔見たことがあるのですが

楽園には色々と『ない』ものが多いのです

そこには痛みがない

闇がない、苦みがない、絶望がない、闘争がない

夢がない、揺ゆらぎがない、畏おそれがない、心がない

差異がない、距離がない、変化がない、神秘がない

そうして何より、あなたがいない










１　右と左









　廃はい園えんの空は晴れていた。

　おそらく、一度も曇くもったことなどないのである。

　北国を思わせる灰青の空は、はるか地平線までのっぺりと続いている。対する大地はどこまでも平へい坦たんで、くすんだ緑の草の間にぽつぽつと華か麗れいな石造建築の名残なごりを生やす。

　かつての栄えい華がを忍しのばせるこの場所に、少年はひとりでたたずんでいた。

「昔々──とはいえ、一〇〇万の夜を数えるほどには遠くない、ちょっぴりご近所の昔々。しごく唐とう突とつに、世界は終わってしまいました」

　少年は柔やわい声で囁ささやき、少し首を傾かたむけて風の音を聞く。

　この廃園で動くものといえば、風に吹ふかれた草花と、太陽のめぐりにあわせて居場所を変える建築物の影かげくらい。少年がいくら聞きよい声で囁こうと、彼の容姿が品よくしなやかなものであろうと、注意を払はらうものなどいない。

　それでもなお、少年は語る。

「途と切ぎれた世界の端はしっこで、多くのものが死にました。ひとも獣けものも植物も、言葉も記き憶おくも大気の力も、多くのものが死にました。生き残ったのはひと握にぎり。ほんのわずかな、善よくも悪くもないものたちが生き残って……その中に、ひとりの少年がいたのです」

　少年の立つ広場は丸く、黒ずんだ石を貼はってある。広場の周りはへし折れた円柱が囲み、八本の小道が広場から廃園の中へと放射状に延びている。

　広場からの小道は、やがて他ほかの小道と交わり、また分かれ、円えん蓋がいをなくした瀟しよう洒しやな東あずま屋やの傍かたわらを抜ぬけ、なだらかな丘おかの起き伏ふくに沿ってたわみ、首や腕うでの欠けた石像に囲まれた池を越こえ、どこまでも続いていく。あまりに広く豪ごう奢しやなこの園そのは、しかしうち捨てられてより長いのだろう。

　すべての建造物は崩くずれ、物もの憂うげにかしぎ、まんべんなくひび割れていた。

　とても静かな、死の気配のする園で、少年はもう一度唇くちびるを開く。

「生き残った少年は瀕ひん死しのけが人でした。彼は意識を手放してしまう寸前に、不思議な光を見たのです。小さくて、温かい光。少年はそれを、小鳥だと思いました。なぜそう思ったのかはわからない、でも、確かに鳥だと思ったのです。そして光に、手を伸のべた」

　少年は、歳としでいうなら一二、三歳。ほっそりした体に真っ黒な衣ころもをまとい、白い髪かみの下で静かに澄すみ渡わたる瞳ひとみは薄うす茶ちや色いろだ。落ち着いたしゃべり方は、ともすれば老人めいてさえ響ひびく。

　彼はそっと言葉を切って、手に持っていた硝子ガラス玉をひとつ、目の前に掲かかげた。

　硝子玉は親指の先ほどの大きさで無色透とう明めい、中にいくらかの針状結けつ晶しようを含ふくむ。少年は鈍にぶい太陽の光を受けた硝子玉をのぞきこむと、不意にはっきりと笑った。

「でも鳥って、あまり強く握ると、簡単に窒ちつ息そくして死んでしまうのだよね。少年は──いいや、僕は、そのころそんなことは知らなかったから、力の限り握りこんでしまったけれど」

　鮮あざやかな笑えみで言い切り、少年はあまりに透明な視線をこちらへ向ける。

「聞こえているかな、僕の声。そう、君だよ、君。さっきからずっと、のぞいているね？」

　相変わらず柔い声だ。だが、あまりに恐おそろしい。声の裏で力が躍おどっている。震ふるえに似た力が、少年の身体からだの中に、瞳の裏に、廃園の空に、宿っているのがわかる。いつしか廃園は──いや、その場の大気自体が耳に痛い一定の調子でびりびりと震えている。少年は笑顔で言う。

「──帰れ!!」


◆



「ッ……あ！」

　苦鳴を漏もらすと同時に目を見開き、少女は細い身体をよじった。

（怖こわい、怖い、怖い！）

　足あし下もとがなくなって、果てのない奈な落らくへ落ちる──その瞬しゆん間かんの冷水を浴びたような感覚が延々と続く。少女は座っている椅い子すの高い背にしがみつき、痙けい攣れんするように震えた。少女の体の芯しんには先ほどまで『のぞいて』いた場所の震えが残り、『帰れ』と叫さけんだ少年の声がすさまじい勢いで脳天を揺ゆさぶっている。

　少女の震えは木製の椅子を伝ってうるさく床ゆかを鳴らしたが、それを憂うれえて駆かけ寄る者はいなかった。少女の居る白い執しつ務む室は、あの廃園と同じようにひどく静かだ。

（まさか……誰だれも、いないの？）

　おびえながらも異状を感じ、少女の目がせわしなく室内を探さぐる。

　少女の執務室は円形で、広さはさほどではないが天てん井じようが恐ろしく高い。がらんとした塔とうの内部のような室内は、壁かべも床も白大理石でできているために、天窓からの陽光が幾いく重えにも反射して暖かな光に満ちていた。

　少女が『仕事』をするときには、この部屋にある唯ゆい一いつの家具、手のこんだすかし彫ぼりの椅子に座り、その周りに他の魔ま導どう師したちが居並ぶのが常であった。

　しかし、今この部屋に居るのは少女ひとりだ。

（私が神の都をのぞいているときに、他の魔導師が席を外すなんて……考えられない）

　不安にさいなまれていたたまれなくなり、少女は椅子から降りようとした。実際にはまともに立つことができず、椅子からずり落ちて石の床へと膝ひざをつく。それだけの動きで、少女はぜえぜえと喉のどを鳴らすほどに疲ひ弊へいした。

　彼女は廃園を『のぞき見』して疲つかれ果てているだけでなく、もとよりひどく脆ぜい弱じやくなのだ。

　薄うすい肩かたに骨張った少年のような手足、病的なまでに生気と色つやのない白い肌はだには、赤あか紫むらさき色の瞳がよく映はえる。人形じみた顔に右目を隠かくす装そう飾しよく的な眼帯をつけ、瘦やせた体をこった織りの白布を幾重にも重ねて執しつ拗ように刺し繡しゆうをほどこした衣にくるんだ少女は、今年で一六歳になる。

　その歳であればもっと健全な色いろ香かがあるのが普ふ通つうだろうに、この少女に宿るのは一種不ふ吉きつな、病やみ崩れる一歩手前の美しさだ。

　少女は懸けん命めいに呼吸しながら、ゆるく結ゆわれた薄黄色の髪をゆらし、枷かせにも見える大ぶりな鈍い金色の装飾品を鳴らして床へと爪つめを立てた。

（『のぞき見』をしたら、こうなるのはわかりきっていたのに。どうして誰もいないの）

　おびえに目を瞠みはっただけの無表情の裏で、少女はもうろうと考える。

　少女の行っていた『のぞき見』と呼ばれる魔法は、この世の外を見る術である。

　この世の外──もしくは、この世の『隙すき間ま』。

　そもそも世界は、数種の違ちがう属性を持った細かな粒つぶの集まりだ。世界の構成要素である微び粒りゆう子しを結びつけ、ほどき、かき回す力を、魔導師たちは『大気の力』と呼ぶ。この世界の最高位魔導師である『覚かく醒せい位い』の魔導師たちは、世界の構成要素を見ることによって世界の法則を知り、ときに大気の力に働きかけて世界を組み替かえる。

　少女はこの覚醒位魔導師のひとりであり、世界の構成要素を見つめる瞳で、世界にだまし絵のように紛まぎれこんでいる異界をも『のぞく』力を持っていた。

　異界を造ったのが誰かは知らない。どんな歴史的な魔導師ですら、おそらくは神が造ったものであるとしか言えない。希け有うな覚醒位魔導師が強きよう靭じんな意志で修練を積み続けた場合のみ、異界はひとの前に姿を現す。普通に見ていては何もない場所、空間の隙間としか言いようのない場所に折りたたまれるようにして、確かに異界は存在していた。

　異界をのぞく『のぞき見』の魔法は修得が難しいうえ、魔導師自身にかかる負担も大きい。法の間とその直後には、どんな強力な魔導師でも完全な無防備状態に陥おちいってしまうのが普通であった。少女も周りもそのことは充じゆう分ぶん知っていたから、この室内にはあらかじめ何人もの補助役の魔導師がつめていた。

　なのに今は、その姿がひとりも見えない。

（何か、あったんだ）

　少女が床の上で確信したとき、部屋にひとつだけある重い木製の扉とびらが、軋きしみを立てて開いた。

「ご機き嫌げんうるわしゅう。光ひかり魔ま法ほう教会の総教主、デクストラ様」

　同時に響いた声は張りと錆さびを含んだ老女のものだ。

　靴くつ音おとも高らかに室内へ踏ふみこんできた女は、淡あわい光の落ちてくる部屋の中央へと歩み出て、皺しわのよった顔に知的で厳しい笑みを浮うかべた。

「お久しぶりですね、デクストラ。ヴェルティア公モルガン・シャイエです。あなたの大おお叔母おばですよ。覚えていらっしゃる？　それとも、もう忘れてしまわれた？　ずいぶんと長いこと、面会を拒きよ否ひされておられましたものね？」

　高圧的に言ってみせるモルガンの出いで立ちは、その歳の老女としては少しばかり変わっている。何せ、真っ白な髪は短く刈かりこみ、瘦せた身体にまとっているのは帝てい国こく神聖騎き士し団の華か美びな軍装なのだ。光魔法教会の奥深くにこもって暮らす少女としても、こうも目立つ親しん戚せきを覚えていないわけがなかった。

　ヴェルティア公モルガン・シャイエ──神聖帝国ルースでも屈くつ指しの大貴族である公こう爵しやく家の当主であり、帝国神聖騎士団の親衛隊長をも務める皇帝の側近のひとりである。

　世間に出回っているものだけでも、彼女の経歴はすさまじい。優ゆう秀しゆうな男を伴はん侶りよに迎むかえては少しでも高い地位と金を手に入れ、さらに優秀な男を見み出いだしては乗り換かえる。ひとの能力を吞のみこむたびに大きくなっていく彼女の壮そう絶ぜつな上じよう昇しよう志向は、ついに北部大陸の大部分を支配する神聖帝国ルースの皇帝のもとまで届き、やっとのことで落ち着いた。今現在は独り身で、ただひたすらに皇帝に忠誠を誓ちかっているという、色々な意味で面めん倒どうな女だ。

　剣けん帯たいと剣まで吊つるした大叔母の登場に、少女は床から無表情に相手を見上げた。

「大叔母様……私、左目スイニストラです。右目デクストラは、今は、眠ねむっていたいって言うから」

　奇き妙みようなことを言う少女を、モルガンは彫りの深い顔で酷こく薄はくに笑って見つめる。

「ああ、なるほど？　あなたは相変わらず、『ひとつの体に二つの心を併あわせ持つ病』にかかっているというわけですか？　面倒なこと」

「面倒では、ないです。デクストラが──そう、言っています。デクストラと私は、双ふた子ご、ですもの。元々同じものだから……片方の身体が滅ほろびたら、もう片方を使うのが、普通なの」

　ぼそぼそと言う少女の傍らに歩み寄り、モルガンは長い上着の裾すそをさばいて片かた膝ひざをついた。

「戯ざれ言ごとですね、デクストラ──もとい、スィニストラ様。まあ、どちらでも構いませんが。確かにあなたには双子の妹がいましたね。あなたたちは強大なる魔法の素質を光魔法教会に見出され、三歳のときに『前世界』の遺い跡せきに入った。遺跡の神秘によりあなたは覚醒し、妹は死んだ。それだけのことでしょう？　誰もがいずれは死ぬのです。妹が死んだくらいで、心が割れただか妹の魂たましいが入ってきただか、そんなおふざけを何年も続けるものではありません」

　優やさしいふりで囁ささやくモルガンの声に、本物の情など欠片かけらもなかった。

（なんてうるさくて、下品な女）

　スィニストラはぼんやりと考える。スィニストラは神聖帝国ルースと深く結びついた、大陸最大の魔導師組織、『光魔法教会』の最高権力者だ。光魔法教会は神聖帝国ルースと共に生まれ、共に歩み、世界に秩ちつ序じよをもたらすという共通の目的のもと、北部大陸ほとんどの利権を帝国と分け合ってきた。ゆえに光魔法教会の総教主であるスィニストラは、覚醒位魔導師であると同時にこの大陸では神聖皇帝に次ぐ強大な権力者、のはずである。

　けれどスィニストラはあまりに異界を見過ぎた。魔法力の使いすぎは身体を傷いため、心を傷め、スィニストラはもはや、この世の何を見ても大きく心を動かされることがない。魔法について以外の記き憶おくは常にあいまいで、どんな他人とも心を通わせることがない。

　彼女にとってのただひとりの例外は、妹だ。

　双子の妹。その昔、同じ鼓こ動どうを聞いて生まれた半身。未いまだに彼女のことだけは考える。彼女のことだけは想おもう。彼女のことだけは求める。

　スィニストラは知っている。自分の妹──本物の左目スイニストラはまだ、死んでなどいない。

　幼いときに引き離はなされて今は行方ゆくえも知らないが、自分と妹は魔法石の中で淡く繫つながっている。

　スィニストラが二つの人格を抱かかえるようになったのは妹の死のせいではなく、魔法力の使いすぎと帝都に渦うず巻まく陰いん謀ぼう策謀の渦から自分の心を守るため。このことはスィニストラが一生抱えていく秘密だ。

　愛する妹を、スィニストラは自分と同じ目に遭あわせたくないのだ。二度と会うことはない妹、それでも忘れることなどなかった。スィニストラが妹に向ける想いは祈いのりに似ている。

（……こんな女が、あの子のこと、言うなんて）

　モルガンが妹のことを口にするだけで、スィニストラの胸の奥は熱くうずく。

　魔法力があるときなら、弾はじきとばすくらいはしていたかもしれない。もっとも、モルガンのほうもスィニストラの魔法力を知っているからこそ、スィニストラが無力なこのときを狙ねらって現れたのだろう。やがてスィニストラは、目の前の大叔母から奇妙な臭においをかぎとった。

「──血の臭いが、します、大叔母様」

「あら、やっと気がつきました？　全部あなたのせいですよ」

　色のない唇くちびるを歪ゆがめて微笑ほほえむと、モルガンは何かを招き入れるよう、扉のほうを振ふり向く。

　開け放たれた扉からは、確かに甘く重い臭いが漂ただよってくる。──血けつ臭しゆう。間違いようもないそれを引きつれて、巨きよ大だいな人ひと影かげが扉をくぐった。

　金属音を立てて入ってきたのは、重装備の鎧よろい姿の男たちが三人ばかりだ。

　魔法から派生した武器を使っての戦いくさが増えたとはいえ、この大陸の戦の主役は未いまだ剣と盾たてである。鎧姿はけして珍めずらしいものではないが、入ってきた男たちの鎧はどこか異様だった。

　彼らの鎧は明らかに大きすぎるのだ。防具としては不自然なふくらみがあちこちに見受けられ、それをまとった者たちを人外のものめいて見せている。淡い光を跳はね返す鎧の表面はよく磨みがかれ、鏡面のように辺りの風景を歪めて映しこんでいた。

　モルガンは勢いよく立ち上がり、陶とう然ぜんと騎士たちの姿を眺ながめて両手を広げる。

「ごらんください、神聖帝国ルースの誇ほこる騎士団に新たに加わった者たちです。見た目は不格好ですが、魔法力のないものが魔導師に対たい抗こうするにはこれくらいの装備がいります」

　彼女の声に応こたえるように、羽音に似た振しん動どうが辺りを震ふるわせた。スィニストラには、その正体がすぐにわかる。魔法が世界を震わせるのと、ごく近い震え。でもこれは魔法ではない。

　魔法力のない者たちのために作られた、魔法機械の一種が作動する音だった。

　この騎士たちの鎧の中には、魔法に対抗するための機械の類たぐいが押しこめられているのだ。

「……魔導師殺しの騎士ね。そんなもの作ってどうするのか、って、デクストラが怒おこってる」

「どうも何も、私はただ話がしたいだけなのですよ？　皇帝陛下の使者として、光魔法教会の教主たるあなたと、話がしたい。ただそれだけの要求を、あなたたちは一体どれだけ拒否してきたのでしょうね？」

　モルガンはスィニストラの言葉に笑い、騎士のひとりを一度だけ手招いた。

　重装備を鳴らして歩み寄った騎士は、手に持っていたものを床ゆかへと投げ出す。

　重い音に引き続き、水音が辺りに響ひびいた。

　スィニストラは白い顔で投げ出されたものを見つめる。眼下にあるのは、ひとの身体からだだった。

　長衣を着た、壮そう年ねんの魔導師──顔には見覚えがある。スィニストラの配下である光魔法教会の幹部のひとりだ。彼の胸むな元もとにはぽっかりと赤黒い穴が空き、もはや固まりかけた血が胸の悪くなるような臭いを発している。

　先ほど水音と共に床にぶちまけられたのは、彼の傷から零こぼれた血だったのだ。転がった魔導師は、どう見ても死んでいた。モルガンはほがらかに続ける。

「ただの人間に護衛の魔導師どもを殺され、本部の最さい奥おうまで踏みこまれただなんて。大陸一の知と力を誇る光魔法教会にとっては、とんでもない醜しゆう聞ぶんですね」

「あなた、呪のろわれます」

　スィニストラはつぶやく。この世に現実感を覚えないスィニストラに恐きよう怖ふなどないが、血の強きよう烈れつな臭いと色は不ふ愉ゆ快かいだった。モルガンは笑いを納めて目を細める。

「呪いたければ呪いなさい。そんなことは負け犬の所行だ。……大叔母として忠告しますが、下手な意地ははらぬことです。皇帝陛下とて、光魔法教会とことを構えたいわけではありません。何しろ、あの方はあなたの異母兄であらせられる。ただ、陛下は知りたいのです。どこに──神がおわすのか」

　投げられた問いに、スィニストラは顔をあげた。大叔母が発したのは禁きん忌きの問いだ。モルガンが求めているのは、魔導師たちが秘ひ匿とくするいくつかの真実のひとつ。帝国建国のその日以来、定められた時がくるまで、皇帝といえどもそれを問うてはならないと定められている。

　スィニストラは囁いた。

「異母兄あに上は、魔法力のないただの人間。そんなひとが神の都の場所を知って、どうするつもりなのか、って、デクストラは笑っている」

「殺すのです、神を」

　冷たく言い切ったモルガンは軽く拳こぶしを握にぎり、反り返るようにして高い天窓を眺める。芝しば居いがかった所作ではあったが、続く彼女の声は真しん剣けんなものだった。

「『世界の王』と『鳥の神』。神話に謳うたわれる彼らは救世主だが、実際のところはそうではなかった。そのことを、我々はとうに知っているではないですか。なのにあなたたち魔導師は、世界が滅びゆくのを手をこまねいて眺めている。これは緩かん慢まんな自殺です。我々はこの生ぬるい夕ゆう闇やみから灼しやく熱ねつの場所に踏ふみ出し、神と呼ばれたものと闘たたかうべきだ。そうでしょう？　我々には力がある。魔法力も、そこから生まれた様々な力も、すべてこの手の中にある」

　老女は腹から声を出して言い、重いまぶたを閉じた。もう一度目を開けたとき、彼女の瞳ひとみは熱情と底知れぬ暗さに充みち満ちている。

　モルガンは投げだされた魔導師の死体を蹴けりやって、もう一度スィニストラに手を伸のべた。

「共に闘いましょう、スィニストラ。私たちは手に手を取って、神殺しとなりましょう」

　大おお叔母おばの手を見つめ、スィニストラは考えていた。

　なぜ、今なのか。魔法力を持たない異母兄、つまり現皇こう帝ていが魔導師を嫌きらっているのは昔からだ。帝国政府と光魔法教会の不和がじんわりと深まる中で、スィニストラが教主となったのは数年前。『世界の王』と『鳥の神』の正体を、魔導師たちが知ったのは──もっと、はるか昔。

　なのに大叔母は、今このときにやってきた。

　各地で不死者が消え、人間の敵である者、ウゴルの復活が高位魔導師たちの間で囁かれ始めたこのときに。闇やみ魔ま法ほう教会の教主が謎なぞの急きゆう逝せいをとげた、その直後に。

（神を殺せるわけなどないのに。滅びは伝でん染せんするのね。異母兄上も、滅びに冒おかされたのだわ）

　心中で囁き、スィニストラは少しだけ笑った。滅びるのなら、みんな滅びてしまえばいいのだ。世界が滅びて、同じ瞬しゆん間かんにすべての人間が死ぬのなら、きっとそのときに妹の魂にも出会えるだろう。死の一瞬、輝かがやけるそのときに、自分はもう一度完全なものに戻もどるだろう。

　その瞬間までは、自分は自分の役を演じるだけだ。

　自分は妹の死を嘆なげき続けるふりで、妹だけを守り続けるのだ。

　スィニストラは未だ魔法力の戻らない体を緩慢に起こし、ごく静かに囁ささやく。

「あなた、神殺しではなくて、ただの人殺しです……大叔母様」


◆



　北部辺境の片かた隅すみに、普ふ通つうの地図には記されることのない渓けい谷こくがある。

　一定の周期で奇き妙みような風の吹ふき荒あれるその場所は、古式ゆかしい闇魔導師たちの住み処かであった。岩山に刻まれた聖せい獣じゆう宮きゆうに闇魔導師たちの同業者組合とも言える闇魔法教会の本部がおかれ、谷底の街には魔導師の技わざを求めて人々が集まる。

　古い魔法の気配漂う渓谷を、今は常ならぬ雰ふん囲い気きが支配していた。

「死んじまったね、あいつ。まだ充じゆう分ぶんに年寄りじゃあなかったのにね」

「魔法力の使いすぎだって？　下流の民たみのために、『灼やける水』を残らず真水に変えたのだと」

「愚おろかだね、若造だね」

　谷底の街、通つう称しよう『混こん沌とんの溜たまり』の路地で、薄うす汚ぎたない老人たちが囁きあう。

　彼らの周りではひっきりなしに人々が行き来していた。あらゆる人種、あらゆる身分、あらゆる身なりの男女が行き交かいながら声をひそめて、老人たちと同じようなことを話し合っているのが聞こえる。

　人々の口にのぼる『あいつ』とは、闇魔法教会の総教主のことだ。七日前に魔法力の使いすぎで死亡したとされる教主の葬そう儀ぎと、次代教主を選ぶための『籤くじ』を引く儀式に向けて、闇魔法教会本部は暗い祝祭の空気に包まれている。

　絶えない弔ちよう鐘しようの響きが尾おを引く街を、カナギは足早に進む。

（魔法力の使いすぎ？　本当にあの爺じじいがそんなもんで死ぬか？　最後に会ったときも確かに弱っちゃいたが、今すぐ死ぬって風ふ情ぜいじゃなかったぞ）

　鋭するどい灰色の瞳を疑念と警けい戒かいでぎらつかせ、カナギは死んだ教主のことを考えた。

　闇魔法教会の教主は横暴かつ高こう慢まんな人物ではあったが、愚かではなかった。闇魔法教会本部内に巣くっていた秘密結社、『黒いゆりかご』の一件で、どうにか教主との信しん頼らい関係が築けたと思った矢先に、カナギたちのもとへ彼の訃ふ報ほうが転がりこんできたのだ。

（もう駄だ目めだな。誰だれひとり、ここじゃ信頼できない）

　妙にカナギに懐なついてくる魔導師──死んだ教主の末すえ息子むすこのクオーリアという男もいるにはいたが、カナギはどうも彼のことが信用できなかった。

　理由は特にない。あえて言うなら、勘かんだ。クオーリアには何か裏がある気がする。

　カナギは仲間の待つ部屋を目指して、聖獣宮の正面扉とびらをくぐった。聖獣たちが身をよじって炎ほのおを吐はき出す浅浮き彫ぼりの下を抜ぬけると、甘く重い香こうとひんやりとした大気に包まれる。初夏とはいえ、岩山の中に造られた聖獣宮の内部は常に涼すずしい。

　正面扉を入ったところは高い丸まる天てん井じようを持つ広間で、ここでも儀式の用意で魔導師たちが忙いそがしく歩き回っていた。カナギは腰こしの剣けんの上へ手を置いたまま広間を抜けて階段室へ至り、手彫りの階段をいくつも上って、仲間のいる部屋までたどりつく。

　今ここで信頼できるのは、自分の仲間──詩人とミリアンしかいない。仲間を代表して混沌の溜まりの様子を探さぐってきたカナギは、警戒を解かずに小部屋の扉を開けた。

「詩人、外の様子だけど、やっぱり街の出口は全部閉へい鎖さされてる。儀式のためだって話だが、一体どういうことなの……か……」

　言いかけて、カナギは固まる。一瞬後、カナギは激しく咳せきこんだ。

　彼が開いた扉の向こうは岩を掘ほり抜いた粗そ末まつな小部屋だ。聖獣宮を訪おとずれる客人のためにしつらえられた客用寝しん室しつのひとつで、左右に二つの吊つり寝台と、壁かべに直接掘られた棚たながある。

　そしてカナギの視線の先では、小さな窓の下で白はく髪はつの詩人が微笑ほほえんでいた。

「やあ、カナギ。いらっしゃい。今日も死相が鮮あざやかですね」

　男声とも女声ともつかない声で言う詩人は、琥こ珀はくの瞳を持つ美び貌ぼうの男だ。肩かたにつかない程度の髪かみも、古びた衣ころももなめらかな肌はだも、詩人に属するものは残らずあまりに白いので、窓から零れる淡あわい午前の光に照らされた彼の輪りん郭かくはほとんど霞かすんで見える。

　神秘すら感じさせる詩人の容貌を眺ながめ、カナギは肩で息をしながら言う。

「……詩人。言っとくが、ここは俺とお前にあてがわれた部屋だ。俺はさっき、お前と相談して下界の街の様子を探りに行ったんだ。それがどうして『いらっしゃい』とか言って迎むかえ入れられなきゃならない！」

「おや、そう言われれば、確かにそうであったような気もします。君は頭がいいですね」

　ほんのり微笑んで返されて、カナギは激しい頭痛を感じ始めた。この白い詩人の感覚が世間の常識からずれているのは最初からだが、最近はズレを通り越こしてボケている。

　脱だつ力りよくのあまり倒たおれないように己おのれのこめかみを押さえ、カナギは声を抑おさえて問う。

「なあ詩人。お前……実はその顔で、実じつ年ねん齢れいは六〇代だったりしないよな？」

「違ちがいますよ」

　詩人は即そく答とうして緩慢に瞬またたくが、カナギはまだ安心できない。ひきつった顔で問いを重ねる。

「じゃあ、今朝食ったものはなんだ？」

「噓うそのつまった鳥のつぼ焼き」

「埋うまれ！　墓に！」

「今のはただの小じゃれた冗じよう談だんです。君は何をむきになっているんですか、カナギ」

　珍めずらしいものを見る目になった詩人を、カナギは勢いよく怒ど鳴なりつけた。

「お前の冗談は全っ然わからん！　この状じよう況きようもさっぱりわからん！　いいか詩人、お前が正気なら、ごく簡潔に説明しろ！　どうしてそこにミリアンがいるんだ！」

　カナギの悲ひ壮そうな叫さけびに、詩人はきょとんとして自分の膝ひざの上を見下ろした。

　金糸銀糸で神話やいにしえの詩を刺し繡しゆうした衣の上には、詩人とカナギの旅の道連れである少女、ミリアンの頭が預けられている。薄うす黄色い髪の少女は軽く身体からだを折り曲げ、半ば詩人に抱だかれるようにして眠ねむっていた。詩人はしばし思案した後、穏おだやかな顔をあげる。

「おそらくは、彼女が自発的に場所を移動したのではないでしょうか。自室から、ここへ」

「ほー、そうか。そりゃまあ、それ以外の理由なんてないだろうな」

　カナギはせいぜい皮肉げに言い、不ふ機き嫌げんそのものの顔で詩人たちから視線をそらす。

　ミリアンはこの騒さわがしいやりとりにもかかわらず静かな寝ね息いきを立てており、詩人はカナギの心中を探ろうとでもいうように、じっとカナギの顔を眺めていた。やがて、詩人は薄く微笑む。

「カナギ、君もわたしに膝ひざ枕まくらをしてほしいのなら、正直にそう言ってさえくれれば──」

「死ね！　世のためひとのため俺の心の健康のため、今すぐここで死んでくれ！」

「……あいにくわたしは自分で死ぬことはできないのですが、君が殺してくれますか？」

「よーし、動くな！」

　声ばかりは軽く請うけ合い、カナギは腰の剣を抜く。

　半分以上本気の抜き打ちは、しかし硬こう質しつな音と共に弾はじかれた。

　カナギの剣の軌き道どうを見事にそらしたのは、ミリアンの片かた刃ば剣だ。少女はカナギが剣を抜くときに発したわずかな殺気に反応し、自らも高速の抜き打ちでカナギの剣をそらしたのである。

　まだ上半身を起こしただけであったミリアンは、ゆっくりと剣を下ろしてカナギを見やる。

「……ええと……その、冗談だからな？」

　思わず言い訳をするカナギを、ミリアンは冷えた瞳で見つめた。けれど相手がカナギだと気づくと、ミリアンの表情は見る間にほどける。

「カナギ。おかえり」
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　眠たい瞳ひとみを取り戻し、ミリアンはぼんやりと笑ってカナギの名を呼んだ。

　一気に柔やわらかくなった少女の態度に、カナギは安あん堵どといたたまれなさを感じて瞬く。所在なげに剣を鞘さやに戻して、カナギは決まり悪く言った。

「……ただいま。ミリアン、そうやって他人の膝を枕まくらにして寝ると、相手の膝が痺しびれるぞ」

「あ……ごめん、ソラ。ソラの傍そばだと、綺き麗れいな夢しかみない、から……つい。ごめん」

　表情の出にくい顔に困こん惑わくの色を漂ただよわせて謝るミリアンに、詩人は柔らかく微笑みかける。

「かまいません。君のしばしの眠りのためなら、わたしの手足を捧ささげるくらいがなんでしょう。君はわたしを練り直し、解放してくれたではないですか。言葉でも四し肢しでも瞳でも、なんでも持って行くといい。君が受け取れるすべてを、わたしは君に渡わたしましょう」

　恥はずかしいほどの台詞せりふだったが、ミリアンは瞳に不安の影かげをよぎらせた。カナギもまた、詩人の声に不思議に虚うつろな気配を感じ取って眉まゆを寄せる。

（元々自分のことに関しちゃ投げやりな奴やつだけど、なんだか最近ひどくなってるような気がするな。最近……そう、ミリアンに『練り直された』後から、特に）

　カナギが思い出すのはつい先日、自分が怪あやしげな魔ま導どう師しどもの団体にさらわれたときのことだ。あのとき詩人は素人しろうととは思えない立ち回りをしてみせた。あげく敵のひとりにとどめを刺さそうとしたところで、奇き妙みような失調に見み舞まわれたのだ。

　カナギが後からそのことについて問うてみても、詩人はただ『ひとに殺意を抱いだいたために下った神しん罰ばつ』だと口にするだけで、未いまだに正確なところはわからない。わかるのは、詩人が一度失明しかけ、それをミリアンの魔法──『練り直し』が治ち療りようしたということだけだ。

　以来詩人はやけに茫ぼう洋ようとしてしまい、無口に考えこむ時間が増えた。

　元が歌にばか話にと無む駄だに饒じよう舌ぜつだった詩人のことだから、かなりの異常事態である。物もの憂うく黙だまりこんだ詩人は気配すら薄くなるようで不気味だし、その後の騒そう動どうで魔法石なしで魔法をふるったミリアンは、魔法力回復のためにか日々眠りこけているし、カナギも負傷した左手が軽く膿うんでしまって使えない。

（駄だ目めだ、こりゃ。全員見事に失調中だ）

　カナギはひとつため息を吐はいて、詩人とミリアンに向き直る。

「膝枕ひとつでそんな大おお仰ぎような話にする必要ないんだ、詩人。ミリアンも……多分こいつはなんとなく雰ふん囲い気きが枯かれてるから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、見ず知らずの人間に膝枕なんか要求するなよ。あと、要求されるなよ」

「カナギ、親ばかという言葉を知っていますか？」

「ただの『ばか』って言葉なら知ってる。お前のことだ」

「それは全大陸のばかなひとに失礼だと思います」

　詩人は穏やかなままの声で言い、カナギは実にあいまいな表情で凍こおりついた。

（わからん……こいつの言ってることが、本気でわからん！　ついにボケの末期症しよう状じようか？）

　内心冷や汗をかくカナギをよそに、ミリアンはわずかに首をかしげて詩人に問う。

「ソラ、それって……ソラは、大陸中の『ばかなひと』よりばかだってこと？」

「いいえ、ミリアン。ひとの『賢かしこさ』にはあまり種類はないのですが、『ばか』にはたくさんの種類があるのです。賢さを求めるひとは大体似通った道を行きますが、ばかは無限の可能性を持っている。なので、『ばか』の種類を一種類に決めつけるのは乱暴だ、ということですよ」

　詩人はミリアンの手を取って言い、ミリアンはわかったようなわからないような顔でうなずく。カナギは詩人の答えにどうにか納なつ得とくし、ひとまず安堵した。とりあえず、言葉が通じなくなるのは勘かん弁べんしてもらいたい。カナギは気を取り直して続ける。

「詩人はばかの一種ってことでいいけど、問題はこれから俺たちがどうするかだ。前教主の葬そう式しきを兼かねた次代教主の選定儀ぎ式しき、あれが終わるまでここからは出られないみたいだぞ」

　カナギと詩人、そしてミリアン。奇妙な旅の道連れとなった三人が、この闇魔法教会本部に来ることになった理由は三人それぞれだ。

　カナギは自分と故郷にかかった呪のろいを解く手がかりを見つけ、また魔物をひとにつける研究についての証言をするため、ミリアンは師し匠しようを見つけて正規の魔導師となるため、詩人は彼を追ってくる宿敵、ギスラン・バシュラールから逃のがれるため。

　それぞれの理由でやってきたこの場所で、三人は妙な団体とかかわることになってしまった。魔物に憑つかれたカナギの身体を欲しがる、闇魔法教会本部内の秘密結社、『黒いゆりかご』。

　魔物をこの世の正統な主あるじとあがめ、はるか昔に死んだとされる伝説の魔導師、ウゴルの魂たましいが宿った仮面を団長とする物騒な団体だ。自分たちは魔物との融ゆう合ごうを目指し、他ほかの人間たちは端はしから殺そうという実にはた迷めい惑わくな思想を持っている。

　カナギたち三人は、協力してこの団体を率いるウゴルの仮面を倒たおし、それぞれの目的を果たすはずだった。しかし前代教主の急死で、すべては宙に浮ういてしまったのだ。

　教主の選定儀式についてをカナギが口にすると、ミリアンがはっとして顔をあげた。

「カナギ、私──三日後の、次の教主様を決める会に出る。それを言いに、来たの」

「本当か？　危なくないのか、それ」

　カナギの問いには、詩人が答える。

「闇魔法教会では、昔ながらの籤くじで次代の教主を選びます。この儀式の間はひとやものの本部への出入りを制限し、魔法的にも物質的にも外界からの影えい響きようを限りなく少なくするとか。儀式の出席者は、前教主の死に際して本部に滞たい在ざいしていた闇魔導師のみですよ。ミリアンはまだ師匠もいない身ですが、ここでは闇魔導師と見なされているようですね」

「うん。私は半人前だから、あの……フェイギン家のひとたちと一いつ緒しよに、出るんだって」

　フェイギン家。ミリアンの血族であるという血筋のことだ。ミリアンが今預けられている家でもある。ミリアンを引き取ると申し出た初老の夫ふう婦ふを思い出し、カナギは顔をしかめた。

「……今ひとつ頼たよりないな。……しょうがない。その儀式、俺も出る」

「カナギ、君はわたしの話を聞いていましたか？　儀式には魔導師以外出席できません」

　首をかしげた詩人の襟えり首くびをつかんで乱暴に引きずり立たせ、カナギは愛あい想そ良く笑う。

「知るか、そんなもん。ついでだからお前も出ろ、詩人。お前だって、こいつひとり魔導師の群れに放ほうりこむ気じゃないだろ？」

「──魔導師の中には、まだ『黒いゆりかご』の一味がいるやもしれず、次代教主を選ぶ場となれば、様々な思惑が渦うず巻まくやもしれず──君が心配しているのはそういうことですか？」

　襟首をつかまれたまま、詩人は少しだけ声を低める。カナギは鈍にび色いろの瞳で彼をにらんだ。

「当たり。自分たち以外は誰だれひとり信用しないほうがいい。とはいえ街の出口は閉へい鎖さされてるし、今ここから逃にげ出すのはきつそうだ。そこでもうひと思案しろ。どうにかして俺たちがその儀式に入りこむ方法は？」

「さて。……このように古い魔法教会の、大きな儀式に入りこむのは至難の業わざ。しかし……『籤』というからには、これを引く人間がいなければなりません。神聖帝てい国こくルース建国以前の古王国時代には多くの領主や町長が籤で選ばれましたが、これを引くのは必ず旅人か幼おさな児ごの役目でした。彼らは、その地の利害にはかかわっていませんからね。『籤を引く者』、すなわち神の代弁者としてはふさわしかったのです。──と、いうことで、我々の『旅人』であり『部外者』である立場を生かしてもぐりこむなら、この役目を狙ねらうのがよいのでは？」

　流りゆう麗れいに言ってのけた詩人の言葉は古い知識から生まれたものだ。久しぶりに彼のまともな言葉を聞いて、カナギは少しだけ機き嫌げんを直す。

「へえ、よさそうじゃないか。じゃ、その路線で魔導師どもを丸めこもう」

「それはいいですが、わたしの話術や暗示は古い魔導師たちにはあまり通じませんよ。彼らは心身共に頑がん強きようだ。どうやって丸めこみます」

「そんなもんなのか。となると脅おどしつけるのも面めん倒どうだし……あ、じゃあお前、あれやれよ。いつもやってる、詐さ欺ぎと暗示以外の交こう渉しよう術」

　何か思いついた風ふ情ぜいのカナギに、詩人はゆるやかに瞬またたいて聞き返した。

「詐欺などはたらいた覚えはありませんが、それ以外となると一体なんです？」

　本気で心当たりがない様子の詩人に、カナギは決まり悪く咳せき払ばらいをしてから言う。

「そりゃあ、つまり、あれだ。……色じかけ」
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「──籤引き役の立候補者？」

　部下に怪訝けげんそうに聞き返したのは、先代闇魔法教会教主の側近のひとりだ。

　闇魔法教会本部の議場では、次代教主を選ぶ籤を引く儀式のため、元側近たちやその部下たちが忙いそがしく立ち働いている。

　本部全体の見取り図、および断面図が刻まれた巨きよ大だいな石の円えん卓たくの上で、側近は本部を封ふう鎖さする魔法に必要な計算を行っていたところだった。

　側近に報告をした下っ端ぱ魔導師は、はあ、と生返事をして言う。

「先さき頃ごろここを訪おとずれ、『黒いゆりかご』の連中にかどわかされた薬くす師しがおりましたでしょう。あの男の連れの詩人がですね、今回の儀式において籤を引く役に、自分と例の薬師をあてよと言ってきたそうなのです」

「ばかな。籤を引く人間は我々が厳正なる手続きを踏ふんで選出する」

　素っ気なく言い、側近は白はく墨ぼくを握にぎって計算の続きへ戻ろうとした。しかし部下は続ける。

「はい、わたしももちろんそう答えました。しかし、詩人から直接この話をされた魔ま導どう師しの様子が変でして。どうも常じよう軌きを逸いつした様子で、ともすると壁かべと話したり、中空をにらんだり、不気味に頰ほおを染めたり、その直後に頭を抱かかえたり、と奇き行こうに走っているのです。尋じん常じようではありません。……わたしは、あの詩人と薬師、何やら怪あやしい技わざを使うのではないか、と思いまして」

　不安げに言われ、側近もふと心配になった。あの詩人と薬師は『黒いゆりかご』の手から逃げ出したあげく、禁きん忌きの第七書庫で封印されていたウゴルの身体からだを打ち倒して生せい還かんした。

　魔導師が一〇〇人かかってもできないことを、しごくあっさりやってのけたのだ。

（奴やつらは運がよかった、それはもちろんだ。しかし異常な強運とは、しばしば排はい除じよされるべき異能のこと。……大事な儀式のときだ、いっそ拘こう束そくしておくべきか）

　悩なやむ側近の両りよう肩かたを、後ろから伸のびた腕うでが軽く押さえた。

「何か、悩みごとかな？」

「……ッ……クオーリア様！」

　ぎょっとした側近が振ふり向くと、よく見知った優やさしげな青年が至近距きよ離りで微笑ほほえんでいる。短い白はく金きん髪ぱつに灰はい紫むらさきの瞳を持つこの青年は、先代教主の末すえ息子むすこであり、側近の筆頭に名を連ねる若き魔導師、クオーリアだ。

　外見そのままに穏おだやかな男だが無能ではなく、何より魔法力の強さによって前代教主に気に入られ、前代の存命時から皆みなに次代教主の最有力候補と目されていた。

　実際すでに次代教主に内定しているクオーリアの登場に、側近は少しばかりほっとする。そう、面倒ごとならこの男に押しつけてしまえばいいのだ。側近はさっそく打ち明ける。

「今さっきこの者から報告されたのですが、第七書庫の事件のおりにウゴルを倒した詩人と薬師が、妙なことを言ってきたらしいのです。この度たびの儀式で、自分たちが籤を引きたい、と」

「それはいい。やらせよう」

「な……っ、本気ですか、クオーリア様！」

　クオーリアのあまりの即そく断だんには、言い出したほうの側近が目を瞠みはった。クオーリアは灰紫の瞳を和なごませてうなずく。

「もちろん本気だ。この籤を引く儀式、元々は旅の者や盲もう目もくの詩人、幼児や獣けものにやらせるのが正式な形なのだよ。ちょうどいいじゃないか」

「起源をたどれば確かにそうですが……クオーリア様はそれでよろしいのですか。近年の慣習としては、籤を引く人間は我々が相談の上決定することになっておりまして……」

　それ以上はっきりとは側近も言わなかったが、基本的に教主を決定するのは政治的な駆かけ引きのはずなのだ。籤を引くのは形式の上でだけ。側近たちの間で次代教主と決まった者を必ず引き当てるよう、身内の者が色々と言い含ふくめられて籤を引くのがここしばらくの習ならわしである。

　しかしクオーリアは胸に手をあてて、どこか敬けい虔けんな調子で言い放つ。

「わたしはすべてを運に任せるので構わない。闇やみは限りない広さを持ち、すべてを内包するのだ。きっと彼らは、闇の中から神の意志をつかみ出すだろう。我々の相談などより的確にね」

　予想外の答えに側近は束つかの間呆ぼう然ぜんとしたが、急に我に返って立ち上がった。

「わ、わかりました。では、これより手続きをしてまいります」

　慌あわただしく議場を出て行く側近は、これから他の側近たちと額ひたいをつき合わせて相談にふけるのだろう。皆が納なつ得とくして次代教主に内定したクオーリアが、今さらになって教主の座を投げてしまったも同然なのだ。

「……色々と調整が必要、ということだろうね」

　クオーリアは側近を見送って小さくひとりごち、さっきまで側近が座っていた円卓の前に腰こしかけた。円卓に刻まれた本部の構造図と、その上に置かれた計算用の石せき版ばんを眺ながめて彼は囁ささやく。

「儀ぎ式しきの間、機密保持のために本部は完全閉鎖。魔法的にも、その他の面でも外からの何をも受け入れず、何をも漏もらさない。……あつらえたみたいに完かん璧ぺきな舞ぶ台たいだ」

　クオーリアがかすかに笑って白墨を取り、石版に書かれた封鎖のための魔法式を書き足してやっているうちに、いくつかの鋭するどい視線が彼の横顔に向けられた。

　クオーリアが視線のほうをちらと見やると、議場の隅すみで顔を背そむけた魔導師がいる。

（どうせ、父上の死を不ふ審しんがってる誰か、か。別に構わないが）

　声に出さずに考え、クオーリアは足を組んで今度は白墨で石の円卓の上へ落書きを始めた。

「さて、舞台はできた。役者はそろった。観客だって山ほどいる。いないのは脚きやく本ほん家かだけだ。なぜなら、この舞台の脚本家は、とうの昔に滅ほろびて、ただの仮面になってしまったから」

　かつかつと音を立てて、闇魔法教会本部の見取り図の下に描えがかれていくのは、簡単な舟ふねか……ゆりかごに似た絵だ。
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　かくして闇魔法教会総教主の死から一〇日後、次代教主を選ぶ儀式は開かれた。

　本部中央、巨大な円えん蓋がいで覆おおわれた議場に、ざっと三〇〇人あまりの魔導師たちが居並ぶ。

　円形の議場にはすり鉢ばち状に座席がもうけられており、魔導師たちは残らず正装の長衣をまとって座していた。議場正面には石の大階段が彫ほられ、階段と同じく石から掘ほり出された背の高い玉座へと続いている。これが闇魔法教会総教主のつくべき席であり、今は当然空席だ。

　議場内の魔導師たちは何を話し合うでもなく、ただこれから行われる儀式を待って、議場の底を見下ろしていた。天てん井じようから下がるいくつもの明かりで照らされる議場の底は円形で、床ゆかは幾き何か学がく模様のモザイクタイルで覆われている。

　タイルの床の真ん中に鎮ちん座ざするのは前代教主の木もつ棺かんだ。棺ひつぎは鎮しずめの魔法陣を銀糸で縫ぬい取った黒い布に包まれて置かれ、棺の前には次代教主を選ぶための石の水すい盤ばんがある。

　儀式の主役となる棺と水盤を取り囲むのは、漆しつ黒こくの衣ころもを引きずった次代教主候補の高位魔導師たちで、まるきり動かない彼らはともすれば、聖せい獣じゆう宮きゆうのあちこちにある不気味な彫ちよう像ぞうにも似て見えた。

　儀式を待つ沈ちん黙もくの中、カナギは小声で囁く。

「……それにしても、意外とうまくいったな」

「『色じかけ』の件ですか？　あまりにうまくいくと、後々つじつまあわせの災難があるやもしれませんよ。わたしが話した魔導師、何やら錯さく乱らん気味でしたし」

　フードの下からカナギを見やって詩人が答えた。いつもの調子で話し合うカナギと詩人は、議場中央へ繫つながる通路の端はしに居る。

　駄だ目めで元々で申しこんだ籤くじ引びき役を、見事任されてしまった結果だ。二人は普ふ段だんの格好の上に儀式用のゆるやかな黒い袖そでなし外がい套とうをひっかけて、ぼそぼそと言葉を交かわしあっている。

「あー……確かにあの魔導師は──これから後の人生、薄うす暗ぐらいかもな」

「なんなのでしょうね。わたしは相手に見えたものを言い、愛について普ふ遍へん的な話をしただけなのですが。あれを『色じかけ』だという君の感覚は、いささか変わっていますよ」

「いや。どう考えても、無心であの口説き文句を並べ立ててるっていうほうがおかしいだろ」

　詩人に愛について語られて呆然となってしまった魔導師、ちなみに成人男性──のことを思い出してカナギが遠いところを眺めていると、やがて上方からかすかな鐘かねの音が聞こえてきた。

　天井から降る鐘の音は段々と大きさと種類を増し、不思議な不協和音となって議場内に響ひびき渡わたる。議場に鐘の姿は見えないことから、おそらくは大きな円蓋の裏あたりに、何十という数の鐘が設置されているのだろうと思われた。音色の違ちがういくつもの鐘の音が、高く、低く、議場の大気をくまなく震ふるわせる。

　儀式の始まりを告げる鐘に従い、ひとりの魔導師がカナギたちへと歩み寄った。

「……では、先日言ったよう、まっすぐに中央に進んで。次代教主候補の方々に二礼、周りの魔導師方に一礼、玉座に一礼してから、教主候補の方々が囲んでいる水盤より、硝子ガラス玉をつかみ出すのです。大だい丈じよう夫ぶですね？」

　段取りを告げられたカナギと詩人はうなずき、魔導師は彼らに道を空ける。

　二人はゆっくりと、棺のある議場中央へと歩き出した。肌はだに淡あわい刺し激げきを生む鐘の音の中、カナギはちらとミリアンがいるであろう方向へ視線を向ける。

　赤と黒の布で覆われた座席には山ほどの魔導師が座っていて、誰だれもが同じように見えた。

（誰もが同じ──魔導師、か）

　そう思うと妙みように気が急せいて、カナギはむきになって議場にミリアンの姿を捜さがしてしまう。同じような長衣姿ばかりとはいえ、ミリアンの小こ柄がらな姿はしばらく捜せば目についた。

　カナギはそれでまた少しほっとする。

（何考えてるんだろうな、俺は）

　カナギは暗い色の瞳を伏ふせて、もう一度前を向いた。しばらく前に、カナギはこの同じ議場で、魔導師たちに己おのれの呪のろわれた姿をさらしものにされた。あのときカナギのことをひととも思わず辱はずかしめた魔導師たちと同じ席に、今はミリアンが居る。

　彼女は魔導師だ。そんなことが、今さらながら心に重い。いや、別にミリアンの生業なりわいが魔導師だろうが人殺しだろうが、それはいいのだ。何をやろうがやるまいがミリアンはミリアンだし、彼女の性しよう根ねや命の正しさを、カナギは知っている。

　ただ、距離を感じるだけだ。魔導師と一いつ般ぱん人との距離。見るものの違い。行く道の違い。

（これだけ違う相手を、守れるのか？）

　苦く自問した途と端たん、閃せん光こうのように過去の記き憶おくがはじけた。

　故郷で自分の恋こい人びとだった少女。かつて守ると誓ちかった相手。長い黒くろ髪かみと儚はかなげな横顔と、カナギを見上げては笑う暗みを秘ひめた危あやうい明るさを、カナギは本当に守りたかった。心の底から彼女の幸福を願い、彼女を奪うばい去ろうとする死そのものに、やり場のない怒いかりを感じていた。

　彼女を失ったら自分は気が狂くるうか死んでしまうかどちらかだろうと──あのころは揺ゆらぎなく信じていた。

「カナギ」

　詩人に小さく名を呼ばれ、カナギは我に返って立ち止まった。いつの間にやら、カナギと詩人は議場の中央へとたどりついている。

　カナギたちが到とう着ちやくすると、中央で輪を作っていた次代教主候補の魔ま導どう師したちは、音もなく縦二列に並び直した。彼らが囲んでいた棺と石の水盤が、カナギたちの目の前に現れる。

　黒い縞しまの入ったなめらかな灰色の石でできた水盤は、二匹ひきの聖獣が支える半球形の世界儀を模していた。ひたひたに満たされた水の底には、いくつもの硝子玉が沈しずんでいる。

　並んだ魔導師たちは、皆みな一いつ斉せいに口を開いた。

「ここに在るは無限の広さ、深さ、すなわち闇。果てはなく、強弱はなく、ただ絶対的に在り、連綿と続く。汝なんじ、籤を引く者よ。神意となりて闇に問え、次代の闇の語り部べを」

　高低入り交じった声は非人間的に響き、カナギと詩人は決められたとおり、魔導師たちに礼をする。派は閥ばつ争いのまきぞえを食って、特定人物の籤を引き当てるよう言い含められるのではという懸け念ねんもあったのだが、実際はそんなこともなかった。魔導師たちは結局本当に教主の選出を運に任せることにしたらしく、カナギと詩人の仕事は正しく籤を引くことだけだ。二人は魔導師たちの間を進み、水盤の前へ出た。

　まずは詩人が衣の袖を片手で押さえ、形よい指を水面へひたす。

　鐘の音でわずかに震える水面に波は紋もんが広がり、詩人は親指の先ほどの大きさの硝子玉をひとつ、水みな底そこから拾い出してカナギに渡した。受け取ったカナギが硝子玉を乗せたてのひらを上方へ掲かかげると、天井から下がった明かりを反射し、硝子玉は黄みがかった緑の色をひらめかせる。

「黄色の七、青の一六──清き地中の流れを継つぐ者、インディムの息子むすこ、ヴィータ」

　光の色を読んだ老魔導師が、次代教主の名を呼ばわる。

　朗ろう々ろうと響き渡った魔導師の名に、辺りには淡い緊きん張ちようの波が走った。

　呼ばれたのが、次代教主と思われていたクオーリアではなかったからだ。

　様子をうかがうように魔導師たちは議場中央を凝ぎよう視しし、教主候補の側近たちは黙だまりこくる。

　次代教主候補たちの横で雑務をこなしていた老魔導師が、なおも声をはりあげた。

「異議のある者は？」

　この問いは形式的なものだ。議場に集まった魔導師たちには異議を申し立てる権利があるが、滅めつ多たなことではその異議は通らない。今回も、誰も声はあげないと思われた。

　ところが、意外なところで手が挙がる。

「異議あり」

　澄すんだ柔やわらかな声は、クオーリアそのひとのものだ。

　ぎょっとして見つめてくる人々の視線を受けて、クオーリアは口元で笑う。

「異議あり。なぜなら、彼はもう死んでいる」

　穏おだやかに不ふ吉きつなことを言われ、壮そう年ねんの魔導師であるヴィータは反論しようと口を開けた。そして、声が出ないことに気づく。

　いつしか、ヴィータの喉のどには、長い針が刺ささっていた。

「ぇ……ぁ……！」

　言葉にならないうめきをあげ、ヴィータは信じられないような、途と方ほうに暮れた顔で床へと崩くずれ落ちる。魔導師たちの席から、いくつかの悲鳴が響いた。

　魔導師たちの何人かは見たはずだ。クオーリアがヴィータを刺したのを。そしてさらに何人かは知っていたはずだ。ヴィータの喉を貫つらぬいた長い針は、元々クオーリア愛用の武器なのだと。

「クオーリア……様……！」

　蒼そう白はくになって、老魔導師がクオーリアの名を呼ぶ。クオーリアは気にせず、かぶっていた長衣のフードをはねのけて、爽さわやかな笑え顔がおでカナギたちに向き直る。

「さあ、どうした、君たち。死んだ男に教主の任は任せられない。もう一度籤を引いてくれないか。ほら、今度は君が引くといい。カナギ──印持ちの、カナギ」

　楽しげに言ったクオーリアは、後ろ手に前代教主の棺にかかった布をつかみ、一気に引きはいだ。あらわになった木棺の蓋ふたもまた、クオーリアの手で床へと落とされる。

「クオーリア様、一体何……を……！」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとした側近たちは、棺ひつぎの中を見て凍こおりついた。

　木もつ棺かんの中には一いつ杯ぱいの白い花がつめられ、長身の前代教主が硬かたい死相を浮うかべて横たわっている。そしてその、腹あたりに納められていたのは、教主愛用の仮面だった。

　ただし、魔導師たちが見慣れていたものとは形が違う。生前の教主がつけていた仮面は半欠けのものだったが、今そこにある仮面には失われていた半分がはめこまれていたのだ。

「まさか……教主様の仮面と、ウゴル……の仮面を……？　その二つをあわせたら……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく魔導師の前で、クオーリアは平然と棺から仮面を取り出して言う。

「二つをあわせたら、ウゴルの魂たましいが蘇よみがえる。そういう言い伝えだったね。実に正確な伝承だ」

　仮面を抱だいて静かにカナギのほうへと向いたクオーリアの目は、いつの間にやら真っ赤な色に染まっている。その赤はまるで、仮面の目の位置にはまった魔法石と同じ色だ。

　カナギは背筋を走る恐きよう怖ふと、喜びに似た快感を感じ、押し殺した声で問う。

「貴様──ウゴルか」

「大当たり。劇的だろう？」

　クオーリアは、いや、ウゴルに乗っ取られた男は顔に仮面をあて、今度こそ歪ゆがんだ笑みで答えた。








２　死の劇場









「驚おどろいたか、カナギ？　まさかおぬし、わしがあれしきのことで滅ほろんだと思っていたのか？」

　育ちのよさそうな口元を惜おしげもなく歪めてクオーリアが言い、カナギは暗く煮にえたぎった瞳ひとみで相手を見やる。

　クオーリア──いや、目の前にいるのはウゴルだ。

　クオーリアの顔を覆おおう仮面は口元の他ほかのすべてを隠かくす形の古びたもので、向かって左半面はつるりとした乳白色だが、右半面は木の根がはびこったかのような凹おう凸とつの装そう飾しよくに満ちた暗あん灰かい色である。

　そしてその両りよう眼めにはめこまれている真しん紅くの魔法石に宿る魂こそ、カナギが禁きん忌きの第七書庫で遭あった化け物、魔物との同化を最終目的にして世界をかき回す『黒いゆりかご』団の団長にして、古き魔導師であり、カナギに自らの手で故郷に魔物を広めさせた男、ウゴルなのだ。

「……また会えて、心の底から嬉うれしいな。前代の教主も、お前が殺したのか？」

　ウゴルに答えたカナギの声は、怒りでかすれていた。カナギの手元に剣けんはない。剣と薬箱は封ふう印いんをほどこして、議場でミリアンのつく席に置いてきた。それでも怒りは萎なえない。

　──殺してやる。

　純じゆん粋すいな殺意だけがカナギの中で渦うず巻まく。

　どこかで誰かが『目』と呼ばれる警備隊を呼んでいるのが聞こえる。しかし、そんなものが来る前に自分が殺す。ウゴルをねめつけるカナギの横で、詩人が静かに言う。

「クオーリア師には危うさがあった。しかし、それはやみくもな絶望ではなかったはず。……クオーリア師がそう簡単にウゴルの仮面に取り憑つかれるとは思えませんでしたが」

「もちろん、そうだ！　クオーリアとかいう若造がわしに体を明け渡わたしたのは、わしの語る真実を受け入れ、心より共鳴したがゆえ。すべては納なつ得とくずくなのだ。わしは誰だれにも無む理り強じいなどはせん。闇やみはすべてを内包するが──駆く逐ちくしないのだから」

　ウゴルは穏やかに言い、まっすぐに頭上を指さした。

「音楽！」

　高らかな叫さけびに、鳴り響ひびく鐘かねの音が変わる。まるでひとの声のように不規則に、不安な律動に。途端に今まで清せい冽れつに張りつめていた辺りの大気がゆるみ、多くの魔導師がその変化に気づいて顔色を変える。詩人もまた、小さくつぶやいた。

「……いけませんね。ウゴルはあらかじめ、仲間と手はずを整えていたらしい。彼はあの鐘の音で、この場の大気を魔法的に不安定にする気です」

「結果、どうなる」

　カナギの低い問いに、詩人は目を細める。

「この場で魔法を使えば、魔法が暴走する可能性が高くなるでしょう」

「そうとも、そのとおり！　よく知っているな、歌うたい。では次に、歌を始めよう」

　かつてクオーリアであったウゴルは、微笑ほほえんで言う。

　そのとき、カナギが動いた。無造作にウゴルとの距きよ離りをつめたかと思うと、ウゴルの仮面めがけて容よう赦しやなく殴なぐりかかる。

「なっ……!?　ッ、……痛……！　何をする、貴様！」

　一歩引いたものの、とっさに避よけきれず、ウゴルは仮面に一いち撃げきをくらってわめいた。ウゴルはよろめきながら仮面を押さえているが、陶とう製せいに見える仮面にはヒビひとつ入っていない。

（やっぱり魔ま法ほう的な防ぼう御ぎよでも効いてるんだろうな）

　考えながら、カナギは軽く利きき手の節を鳴らしてみせた。

「何って、殴っただけだ。──とりあえず、もう一度死ね」

　言い捨ててさらに殴りかかってくるカナギに、ウゴルはひきつって身をかわす。

　ウゴルが乗っ取っているクオーリアの身体からだは二〇代前半のもの、『目』の隊長をしていただけあってそれなりに鍛きたえられている。どうにかこうにかカナギの攻こう撃げきを避け、ウゴルは水すい盤ばんの後ろへ回りこんだ。

「おぬしはどうしてそう短気で単純なのだ！　次は歌の時間なのだ！　歌え、ゴドヴィン！」

　そう言ってウゴルが指し示したのは、次代教主候補のひとりだ。

　指さされた壮年の魔導師、ゴドヴィンは、どこか白茶けた顔になり、低くつぶやき始めた。

「──は、高みより流れ来る──その高さは善よき死者の輝かがやく星の高さ、流れゆく低さは混こん沌とんの海の底。風よ吹ふけ、疾とく来よ、滅びゆくものをさらい行き過ぎよ、正しく滅びの輪を回せ！」

「貴様──！」

　傍かたわらの側近が目を剝むく前で、ゴドヴィンは呪じゆ文もんを唱え終わり、さらなる韻いん律りつの魔法言語をつむぐ。わずかに遅おくれて議場の底から恐おそろしい風が吹きあがり、誰もが思わず身を低くした。

「よせ！　大気が不安定なうえ、ここは儀ぎ式しきのために魔法的に完全閉へい鎖さされておるのだ！　魔法を使えば、乱反射するぞ!?」

　叫んだ側近の声をもかき消し、風はすさまじい音で鳴った。文字通り吹き飛ばされそうになった魔導師たちが、必死で議場の装飾や座席にしがみつく。

　魔導師たちの声に悲鳴が混じり、議場を飾かざっていた赤や黒の布が舞まい上がった。同じく宙へ散った埃ほこりが光を反射して、辺り中できらめく。

「カナギ、伏ふせてください、間に合いません」

　カナギはウゴルに向かって踏ふみ出そうとしたところを、すかさず詩人に腕うでをつかまれる。

「何──」

　反論する前に、詩人の意外な腕わん力りよくで床ゆかへ押しつけられた。

　直後、風はさらに強まり、天てん井じようから下がった金属製の明かりが躍おどり狂くるう。明かりは互たがいにぶつかって鐘の音に騒さわがしい音を加えたかと思うと、次々に芯しんを吹き飛ばされて消える。

　深まった闇が混乱に油を注ごうとしたとき、議場に響く風のうめきが、突とつ然ぜんと可か聴ちよう領域ぎりぎりの高さまで跳はね上がった。

　頭痛を覚えるような高音を立てて、風は凶きよう悪あくなつむじを巻く。

　一瞬後、議場に満ちたのは血けつ臭しゆうであった。

「あ、あ、あ……あ……？」

　魔導師のせっぱ詰つまったうめきが響く。カナギが伏せたまま顔をあげて見ると、モザイクタイルの床には黒々と血の染しみが広がっていた。

　血の染みの真ん中にいる魔導師の腕には、肘ひじから先がない。先ほどの、刃は物もののような風で切断されたのだ。その傍らでは、胸から腰こしにかけてざっくりと鋭えい利りな傷を刻まれた魔導師が、すでに事切れて倒たおれている。

　議場のあちこちで改めて悲鳴があがり、まだ風の吹き止やまない議場は騒そう然ぜんとなった。

　議場中央にはそれでも伏せて生き残っている者が多かったが、すり鉢ばち状の座席上では息絶えてうなだれた肉体があちこちに転がっている。

（──ミリアン！）

　カナギの心は少女の名を呼んで恐怖に凍こごえたが、不ふ吉きつに吹き荒あれる風が彼を床に這はわせ続ける。

　不ふ穏おんな音で鐘の鳴る中、議場中央では側近のひとりが己おのれの魔法石を握にぎりしめ、水盤にすがって必死に身を起こす。

「ゴドヴィン！」

　立ち上がった側近は、風の魔法を使った魔導師の名を呼び、すかさず懐ふところの短剣を抜ぬいた。ゴドヴィンが振ふり向く前に、側近は自らのてのひらに短剣で一筋の傷を刻む。

　すると、側近のてのひらにはうっすらと魔法陣が浮かび上がった。古式ゆかしい魔導師たちが修しゆ行ぎようの間に身体に刻む、魔法力の出力口とでもいうべき魔法陣だ。対象物に直接の魔法力で働きかけたいときに使うものだが、気を抜けば魔法力の逆流で魔法陣を刻んだ身体の部位が吹き飛ぶこともある。

　側近はゴドヴィンが避ける間を与あたえず、己のてのひらをゴドヴィンのバングルの魔法石へと押しつけた。

「うぅ……！」

　何かが割れるような鋭するどい音が鳴り、ゴドヴィンは低くうめく。

　同時に、風の勢いもまたゆるまった。ゴドヴィンを押さえた側近は、荒あらい息で苦く問う。

「ゴドヴィン、貴様……まさか、貴様も……」

「違ちがう、わたしは元からの『黒いゆりかご』ではなかった。ただ……真実を知ったのだ。クオーリア様が、いや、ウゴル師が教えてくれた」

　ゴドヴィンは苦く悶もんの表情で訴うつたえ、涙なみだをにじませて頭上を見上げる。祈いのるような所作だ。

「真実？……!!」

　ゴドヴィンの言葉に眉まゆを寄せた側近は、頭上で不吉な軋きしみを聞いてはっとした。見上げれば、頭上には大きな金属製の明かりがあって──明かりを吊つるしていた鎖くさりは、先ほどの風で半ば断たち切られていた。

（落ちる──！）

　側近が目を瞠みはった次の瞬間、彼の真上に、ものすさまじい勢いで明かりが落下した。

　金属製の重い明かりは大だい音おん響きようと共に床に落ち、ひしゃげて転がる。モザイク模様の床には勢いよく、ゴドヴィンと側近の赤黒い血の文様が広がった。

「なんと、なんということ……おお、『目』よ……!?」

　錯さく乱らん気味の老魔導師が叫び、駆かけ寄ってきた『目』、闇魔法教会本部の警備隊によろめきすがろうとする。ところが、『目』の男は、自らの大剣をあろうことか老魔導師に向けた。

　大剣が音を立てて風を切り、老魔導師の瘦やせ首が斬きり落とされる、──かと思ったとき。逆に『目』の男が床へと崩くずれ落ちた。カナギが背後から当て身をくらわせたのだ。

　床へはいつくばってぽかんとしている老魔導師や、転がった大剣には目もくれず、カナギは倒れた『目』の男の革帯についた短い剣を抜き取る。

　それを見ていた他ほかの『目』の男が、今度はカナギに斬りかかった。

　風を切って振り回される大剣にあおられるようにカナギは動き、男の脇わきを通り抜けざまに斬り捨てる。『目』の男が倒れ伏したのを視界の端はしで確かく認にんし、カナギは周囲を見み渡わたした。議場の入り口には、他にも何人もの『目』の男がいて、黙もく々もくと魔導師たちに剣を向けている。

「こいつらも全員やられてるのか！　何人いるんだ、『黒いゆりかご』ってのは！」

「少なくとも、前代教主が思っていたよりは多いようですね。……そういえば、クオーリア師は『目』の隊長でしたか」

　静かに言い、詩人がカナギの傍らへ添そう。詩人の言葉にカナギがウゴルの姿を捜さがすと、彼は何事もなかったかのように、ゆったりとした歩調で階段を上っているところだった。

「待て、クオーリ……ウゴル！」

　生き残りの側近が必死に恐きよう怖ふを抑おさえてウゴルに駆け寄ろうとするが、途と中ちゆうでまるで不可視の壁かべにぶつかったかのように立ち止まってうめきをあげる。

　魔法に対する感受性の強い者にとって、体を得たウゴルの仮面の傍そばへ近づくことは拷ごう問もんに等しいのだ。カナギのような魔法に対して鈍どん感かんな人間は、この場にはそれこそカナギしかいない。

　ウゴルは誰だれからも決定的な妨ぼう害がいを受けずに石の玉座のもとまでたどりつくと、長衣を翻ひるがえして振り返る。

　高所から見下ろす議場は混沌としていた。辺りは暗い。暗あん澹たんとした議場を照らすのは、ところどころで燃えている火だ。床に落ちた明かりから零こぼれた油についた火が、負傷者や死体や、床にしみた血けつ痕こんを黒々と照らしているのが見える。

　陰いん影えいに沈しずんだ世界で、負傷者のうめきと嘆なげき、悲鳴と怒ど号ごうが絶え間なくわき上がっては不意に静かになりもする。漂ただよう血臭は甘重く、不安定な大気はねっとりと熱を含ふくんだ。

「こっちだ、出口だ！」

　誰かが叫さけび、どうにか動ける者たちを誘ゆう導どうしようとするのが聞こえた。

　さざ波のようなざわめきが走り、人々は混乱して出口へと殺さつ到とうしたが、そこを『目』の男たちが封ふう鎖さしているのを知って怒いかりとも嘆きともつかないうめきをあげる。

　議場のすべてを視界に収め、ウゴルは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「逃にげるな、ここで互いに闘たたかいたまえ、魔法に取り憑つかれた者たちよ。敵は隣りん人じん、そう、誰が『黒いゆりかご』であるかはわからないのだ。生き残るには、自分の他はすべて殺してしまうしかない！　さあ闘え、魔ま導どう師し同士は争ってはいけないなどと誰が決めた？」

（阿あ呆ほか……！　ウゴル、貴様一体何がしたい！）

　うっとりとしたウゴルの台詞せりふを聞いたカナギは内心歯ぎしりをして、さらにもうひとりの『目』の男を斬り捨てる。

　今すぐウゴルを斬ってしまいたいのは山々だが、まずはミリアンだ。彼女の安否を確認しようとカナギが必死で目をこらすと、議場の端、ミリアンがいた辺りの場所で、きらりと何かが光る。

　それは、『目』の男が振り上げた大剣に反射した光であった。


◆



　カナギの視線の先、議場の隅すみで、ミリアンは茫ぼう然ぜんと床に座りこんでいた。

　何があったのか、わからなかった。──いや、それは、噓うそだ。

　何があったのか、わかりたくなかった。こっちが正しい。

「ミリ……」

　ミリアンの目の前には、養母となるはずだったフェイギン家の老婦人の顔がある。

　ミリアンを抱だきしめている老婦人は淡あわく笑っていて、ミリアンの名を呼ぼうとするが果たせない。老婦人の声はかすれ、代わりに唇くちびるから鮮せん血けつがあふれる。むせるように喉のどが鳴り、笑顔は紫むらさき色いろを帯びてくる。

　老婦人の後ろには、『目』の男が立っていて、男の剣は老婦人の身体からだを突つき通していた。

（どうして、こんなことになったんだろう）

　ミリアンは死にゆく老婦人に抱かれて、目を見開いたまま考える。

　風の魔法が使われたとき、老婦人はミリアンを抱きかかえて伏ふせた。

（あのとき、おばさんの腕うでをすり抜けてたら。私、動けたのに。おばさんを、守れたのに）

　でも実際は動けなかった。ミリアンの神経は魔法的に閉鎖された議場に乱反射する魔法の気配で痛み、彼女はひどいめまいを覚えて老婦人の腕に抱かれていた。ミリアンがそのめまいからどうにか立ち直ったときには、老婦人の背後に『目』の男がいたのだ。

『目』の男は迷いなく、ミリアンをかばうように抱いている老婦人の背を、大剣で貫つらぬいた。

（おばさん、死んじゃった）

　至近距きよ離りにある老婦人の顔には苦痛の色すらなく、妙みように白けた表情になりつつある。『目』の男は老婦人の肩かたに足をかけると、背の真ん中に刺ささった大剣を乱暴に抜き去った。

　ひと呼吸おいて、傷から鮮血が零れ出す。老婦人の傷からも、ミリアンの傷からも。

　老婦人が命を賭として守ったのに、『目』の男の剣はミリアンの腹まで届いていた。

（痛い）

　どくどくと心臓の音が耳元で聞こえ、そのたびに腹の傷から血が零れていくようだ。着慣れないミリアンの長衣に血がしみていく。焼けつく熱さと痛みがミリアンを満たしていく。

　衝しよう撃げきとけがでぼやけたミリアンの視界の端で、フェイギン家の老ろう紳しん士しが倒たおれているのが見える。彼は最初の風の魔法のときに、すっぱりと首筋を切断されていた。

（痛い）

　ミリアンは痛みを感じて、少しあえいだ。優やさしいひとが死んでしまった。優しくて、善良で、無力なひとたちが死んでしまった。

　ミリアンの感じている痛みは、焼けつく熱さを訴え始めた腹の傷からくるのだろうか。

　痛みの芯しんは、もっと奥のような気がした。心だろうか。いや、きっともっと奥だと思う。

　痛んでいるのは、魂たましいだ。

　魂がどんなものだかは知らなかったけれど、ミリアンは直感した。

（──私の、魂が傷ついた）

　老婦人の下になったミリアンに向かって、『目』の男が大剣を振ふり上げる。

　薄うす暗ぐらい議場に振りかざされる剣のきらめきを見た瞬間、ミリアンの頭の中は真っ白くなった。

「──……ぃ！」

　悲鳴になる前の呼吸を残し、老婦人を殺した『目』の男が塵ちりとなる。

　音もなく、幾いく億おくの塵の粒つぶとなって四散したのだ。

　ミリアンの仕し業わざであった。『練り直し』と同じ要領で、『目』の男を分解したのだ。

　主あるじを失った『目』の衣ころもは虚むなしく血染めの床ゆかへ落ちた。その衣の傍かたわらから、ゆっくりとミリアンが──いや、炎が立ち上がる。

　ゆらめく火の柱は橙だいだい色いろで、ときにきらきらと金属的な輝かがやきを見せる。

　玉座のウゴルは、炎と化したミリアンの姿に気づき、目をきらめかせて身を乗り出した。

「ほう──あれは、あの覚かく醒せい位いの子か。魔法力のあまりの高まりゆえ、視覚的にはあの子の魔法力の形である『炎ほのお』しか見えん！　すばらしい魔法力の発現だな、綺き麗れいだ！」

　ウゴルはおおはしゃぎだが、炎が発するすさまじい魔法力の気配に、議場の魔導師たちは残らず戦せん慄りつしてミリアンを凝ぎよう視しした。

　カナギと詩人もまた、駆け寄ろうとした足を止めて炎を見つめる。詩人は言う。

「あの炎、ミリアンです。覚醒直後と同じ状態ですね。感情に流され、魔法力を制せい御ぎよできていない。心身すべてが魔法力に転てん換かんされてしまっている──下手をすれば、ひとの姿に戻れない。……ウゴルもミリアンに目をつけましたよ」

　詩人の言葉に、カナギの心は鋭するどく痛む。しかしカナギはすぐに自分の痛みをねじ伏せた。

　今は悲しむときではない。何をすべきかを考えろ。カナギは何かを振り切るように低く言う。

「……詩人、お前はあいつの傍にいてやれ」

「では、君は？」

「ウゴルを斬る」

　言い終わる前に、カナギはまっすぐにウゴルのほうへ駆け出した。すかさず『目』や、無事であった数人の『黒いゆりかご』派であろう魔導師が行く手を阻はばもうとする。ウゴルの僕しもべと斬り結んだカナギを眺ながめてから、詩人はミリアンのほうへと身を翻す。

　当のミリアンは、半ば人格すら消し飛ばした状態で、じっとウゴルを見ていた。

　ミリアンの視界はとうに常人のそれではなく、世界の構成要素を表す極ごく彩さい色しきの微び粒りゆう子しの渦うずへと変化している。世界がうるさくざわめく中、ウゴルの仮面だけはそのままの姿で見えた。

　色とりどりの粒が渦巻く中に浮うかんだ仮面へ向け、ミリアンは囁ささやきかける。

　──全部、あなたがやった。

　教主が死んだのも、フェイギン家の老ろう夫ふう婦ふが死んだのも、カナギの故郷が滅ほろびたのも、すべてウゴルのなしたことであった。なぜやったのか、とはミリアンは訊きかなかった。理由は問題ではなかったからだ。問題は結果だ。死んだ人間の数と、ミリアンの魂の傷が問題だ。

　世界の囁きをかきわけ、ウゴルの声が響ひびく。

「そう、すべてはわたしがやった。ならばどうするね、炎の子？」

　問われたミリアンは迷わなかった。すぐに、全身全ぜん霊れいでもって意識を研とぎ澄すました。

　限りなく純じゆん粋すいな攻こう撃げきの意思で神経がひりつき、そのひりつきは大気に伝でん播ぱした。

　震ふるえる大気と同調しながら、ミリアンはウゴルに告げる。

　──滅びろ。

　言葉と同時に、世界が歪ゆがむ。

　悲鳴じみた軋きしみを伴ともない、渦巻く世界がゆるゆると確実に、四方からウゴルの仮面に迫せまる。

　様々な要素を含んだ微粒子と、万ばん物ぶつを組み上げ、引きつけ、押し離はなし、制御している力が仮面に向かって高まっていく。大気の力が一カ所に集まっていくのに伴ともない、ミリアンの全身は恐おそろしく震えたが、もはやそんなことは気にならない。ここで止やめるわけにはいかないのだ。

　──落ちて！

　ほとんど本能的にミリアンが叫さけんだ途と端たん、世界の構成要素の歪みは臨界点を超こえ、滝たきとなって仮面の上へと降り注いだ。一点へと雪崩なだれ落ちる世界の力はいかほどだろう、ミリアンは自分も存在ごとウゴルのほうへ引き寄せられそうになるのを感じ、懸けん命めいに己おのれをつなぎ止めようと意識を集中させる。

　まるで激流に吞のまれたときのようだ。ミリアンの視界は世界の軋む音と自分の内外で吹ふき荒あれる力の嵐あらしに翻ほん弄ろうされ、白はく濁だくしかける。

　──だめ、私はそっちへ行かない！

　死にものぐるいで叫びをあげたとき、不意に辺りから音が消えた。

　──何？

　突とつ然ぜんのことにミリアンが驚おどろいて目を開けると、世界は静止している。

　さっきまで各所で渦巻き、ウゴルに向かって軋んでいた極彩色の世界が、完全に止まっていた。出来の悪い抽ちゆう象しよう画がのような世界の中で、唐とう突とつにウゴルの哄こう笑しようが響き渡わたる。

「なんたること、なんたる力ちから業わざだ！　すべてを感覚でしかとらえておらん。だからこそ、覚醒してより今まで正気でいられたのやもしれんが……残念だな、炎の子。それでは勝てん。いいか？　わしはいにしえの魔導師、神の都を見た男、ウゴルだ！」

　ウゴルの叫びがミリアンを揺ゆさぶり、直後、ミリアンは糸のようなものを見た、と思った。

　視界一いつ杯ぱいに広がる世界の中に、縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされた無数の糸。

　ミリアンは知らなかったが、それはウゴルが自分の意識と世界の要素を結びつけるために張った、魔ま法ほう式でできた糸であった。

　静止した世界にミリアンが再び働きかけようとした瞬しゆん間かん、唐突に世界が逆さか巻まいた。

　すべてがさっきと逆に、ミリアンのほうへと押し寄せてくる。

　とっさに何をしたらいいのかわからなくなったミリアンの目の前で、世界の構成要素は巨きよ大だいな一本の手を形作った。

「ではな、さらば、炎の子」

　優しいウゴルの声がして、巨大なてのひらがミリアンを握にぎりこむ。

　直後、ミリアンの意識は混こん濁だくした。

　ぐにゃりと世界が歪み、すさまじい引力に引きずられて、自分がほどけていく。

　立っている感覚がない。存在している感覚がない。五感が完全に消え、いつしかミリアンは真っ暗くら闇やみの中にいる。その闇はあまりに暗いので、ミリアンは今まで何をやっていたのかわからなくなる。そもそも自分がなんだったのかわからなくなる。

　──あれ、どうしよう、これ……きっと、帰れない。

　言葉を忘れる直前に、ミリアンはそう思った。

　帰れなくなるのは嫌いや。誰だれにも会えなくなるのは、寂さびしい。寂しいのは、嫌。

　もうろうとしたミリアンの意識の隅すみで、誰かの囁く声がする。

「……ミリアン、あなたじゃ、ウゴルの相手はまだ無理よ。あなたの意識、私が借りるね」

　懐なつかしい声が囁いて、扉とびらの開く小さな軋みが響く。

　それを聞いたのを最後に、ミリアンは意識を手放した。
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「ふむ。死んだか？」

　ミリアンとウゴルの魔法合戦は、閉へい鎖さされた議場中をすさまじい大気の渦に巻きこみ、魔法に対する感受性の強い高位魔導師たちはほとんど残らず、気絶するか息も絶え絶えで床に這はっていた。魔法の余波は鐘かねつき場まで届いたのか、鐘すら今は沈ちん黙もくしていた。

　うめき声だけが充じゆう満まんする議場で、ウゴルは興味深げにミリアンのほうを見ている。

「どうも最後に、妙みような気配がしたようだった……が……!?」

　最後まで言う前に、ウゴルは殺気を感じて身を低くした。

　さっきまでウゴルの首があった場所を、カナギの剣が斬きり裂さく。いつの間にか階段を上りきっていたカナギに、ウゴルはひらと玉座から立ちあがって思い切り唇くちびるを歪めた。

「またおぬしか！　兄弟のよしみで死の劇場に招いてやったというのに、ここまで魔法に鈍どん感かんなのは予想外だ！　どうせ激しく音おん痴ちなのであろう！」

「音痴が関係あるか！」

　叫んでなおも斬りかかるカナギの剣を、ウゴルは玉座の脇わきへと回りこんで辛からくも避さけ続ける。

「いやいや、音楽と魔法はなかなかに関係が深いものなのだ。わしが魔法文字を作る前には、楽がく譜ふでもって魔法を記し、歌って弟で子しに教えた魔導師もいた。魔法教会の入会試験にも、音感を試ためす項こう目もくは必ひつ須すなのだぞ。つまりお前のような音痴はどうあっても魔導師にはなれんのだ」

「うるさい、死んで黙だまれ！」

　聞く耳持たずにカナギが突つきを放った、直後に、あり得ないことが起こった。

　ウゴルが、てのひらでカナギの突きを受けたのだ。

「何……」

　カナギは驚きよう愕がくに目を瞠みはる。

　恐ろしい剣速を誇ほこるカナギの突き、それを放った剣の切っ先が、ウゴルのてのひらに触ふれたところで止まっている。相手は生身のてのひらだ、防具を巻いているわけでもないのに、剣先はむき出しのてのひらに少しも食いこんではいない。

　ウゴルは唇を歪めて笑い、カナギが剣を引く前に、その刃を握った。

「おお、素す直なおな驚きっぷり。そういう反応はなかなかよいな。この程度のこと、魔法を体内に張り巡らせばたやすいのだが、おぬしにこれ以上説明しても通じまい。いいか、カナギ。客観的に言って、うるさいのはおぬしのほうだ。黙っておれ。な？」

　ウゴルはねこなで声を出し、カナギの剣を握りこんだまま、軽く手首を返す。

　嫌な予感に襲おそわれ、カナギはとっさに剣を手放した。しかし一瞬遅おそい。

「な……ッ！」

　剣から伝わった回転力が大気を巻きこみ、カナギの足あし下もとをすくう。

　あらがいようもなく、カナギは階段の上へ吹き飛ばされた。背を石段の角で強く打ち、反射的に腕うでで頭をかばう。

　後はもう一気に転がり落ちるだけだ。一番下まで落ちたところで魔導師の死体にぶつかって止まり、カナギは痛みとめまいにあえぐ。

　すぐには起きあがれずに肩かたを震わせて咳せきこむカナギへは目もくれず、ウゴルは宣言した。

「さて、では遊びはここまで。……『黒いゆりかご』の同志でない高位の者は、あらかた黙ったか？　あとは、そうだな。あの炎ほのおの子にとどめを刺さしておくか」

　ウゴルがミリアンを見ると、彼女は炎の塊かたまりから、小こ柄がらな少女の姿へと戻っている。

　ミリアンの傍そばには詩人がいて、少女の負傷に応急手当をほどこしているところだった。

「……ミリアン。ミリアン、聞こえますか」

　詩人はあおむけに倒たおれたミリアンに話しかけながら、白い指で少女の血ぬれた長衣を引き裂き、その下のいつもの黒衣を開いて、負傷箇か所しよを露ろ出しゆつさせる。白い肌はだにぱっくりと開いた刃物傷からは、まだ血がじんわりとにじみ続けていた。

　ミリアンの傷へ長衣の切れ端はしを折りたたんであて、上から強く布を巻きつける。詩人の手はすぐに血の色に染まった。

「ミリアン、君、わたしを守るのでしょう。君が死んでは、その願いは叶かないませんよ」

　穏おだやかな詩人の声に、ミリアンの指がぴくりと動く。

　ミリアンの顔は死人のそれに似て真っ白なままであったが、彼女の右腕は糸で吊つられているかのように持ち上がった。そしてミリアンは目を閉じたままつぶやく。

「──は、天の響ひびき。世界を創つくる歌い手は不死にして清せい廉れん、色はまったき白、音は高音より低音まで魔法の一一九音階。我は汝なんじを知り、我が声は汝に木こ霊だまし、すべて歌を映す鏡面となる」

　ミリアンの声は高く、低く、歌うように不思議な詩を刻んだ。詩の響きは小さいが確実に広がり、辺りに小さな変化を起こす。

　大気が震ふるえ、まるで楽器の弦げんでも張られているように、鐘とは別の音を響かせ始めている。音と音とが響きあい、議場の大気は再び清せい冽れつなものへと戻ろうとしていた。

　これは魔法だ。詩人は静かな無表情でミリアンを見下ろして言う。

「……君、ミリアンではありませんね。彼女は呪じゆ文もんなど知らぬはず」

　詩人の問いかけに、ミリアンは腕をぱたりと下ろして、小さく答えた。

「あなた、歌い手？　なら、この子を助けてあげてね。私、長くここにはいられない、から」

「君は誰です」

「私は、右目デクストラ。この子は、死んだはずの、本物の左目スイニストラなの」

　ミリアンは囁ささやき、そしてふっつりともう一度意識を失う。

　すべてを見守り、議場の変化を感じ取ったウゴルは、目を輝かがやかせてつぶやく。

「この魔法は……おぬし、そうか！　炎の子が帝てい国こくの囲われ魔導師、純血のシェルヴェン家の者とは知っていたが、よりによって、今の光魔法教会の総教主の片割れであったか！」

　ぶつぶつとひとりごち、ウゴルは足早に階段を下り始めた。ウゴルが階段を下りきる前に、カナギはどうにかふらつく足で立ち上がり、それを視界の端にとらえた詩人が呼ぶ。

「カナギ！　こちらです」

「詩人……ミリアンは」

　必死の体ていで歩み寄り、議場の座席の背にすがったカナギを見上げ、詩人は薄うすく笑った。

「今の君よりは生気があります。……逃にげますよ、カナギ。正面から行ってもウゴルには勝てませんし、ミリアンもすぐに治ち療りようをしなくては危ない」

「……ああ」

　カナギは背後のウゴルを見やって少し迷ったが、結局詩人に同意するしかなかった。

　詩人とカナギが散らばった荷をかき集めてミリアンを抱かかえたのを見て、ウゴルは叫ぶ。

「待て──！」

　同時にウゴルはなんらかの魔法を放とうと意識を集中させたが、辺りの大気に阻はばまれた。

　先ほどミリアンが放った呪文でそれこそ鏡面のように研とぎ澄すまされた大気は、ウゴルの魔法の気配を鮮あざやかに跳はね返したのである。

　涼すずやかな音が辺り中を跳ね回り、議場は真っ白な光に満ちた。

（なんと……！　わしの魔法力を利用し、最低限の力ですべての動魔法を無効化したか！）

　視界どころか五感と意識すら奪うばう白光の中、ウゴルは強きよう靭じんな精神力で己おのれを保ったが、それ以上は動けない。

　やがて視界が戻ってきたときには、議場にミリアンたちの姿はなく、山のような死体が玩がん具ぐめいてばらまかれているだけであった。
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　闇魔法教会本部から馬で約七日の距きよ離りにある古き闇魔導師の領地、カエキリアに闇魔法教会教主の訃ふ報ほうが伝えられたのは、教主の死の翌日であった。

　情報伝達に使われたのは鐘だ。闇魔法教会本部の鐘は様々な音色を使い分けることによって、多くの情報を周囲に伝えることが可能である。その鐘を聴きいた近きん隣りんの村や町が同様に鐘を鳴らし、情報をさらに広い範はん囲いへ伝えていくのだ。

　訃報を得てから三日後、闇魔法教会本部で籤くじ引びきの儀ぎ式しきが開かれる六日前のこと。カエキリア城の地下では、帝国軍人のラングレーと、カエキリア現領主のセロフが相対している。

「よい知らせがあるのです、セロフ殿どの。裁判官の来る日が決まりました。三日……遅おそくとも、五日の間にはこちらへ到とう着ちやくするとのこと。裁判官が来ればここでも簡易裁判が開ける。そうなれば我々の、このような胸が苦しくなる対話も終わりです」

　ラングレーはごく淡たん々たんとした調子で言い、机の上においた両手を神経質に組み替かえた。

　神聖帝国ルースに常じよう駐ちゆうする騎き士し団の中でも、帝国の法務機関と連れん携けいして動く巡じゆん査さ庁所属であるラングレーは、しんと冷えた地下室の粗そ末まつな机を前に座しているのが妙みように似合う男だ。

「そうして私は無実の罪を着せられ、領地は取り上げですか。……いいでしょう、私はあなた方に従う。けれどあなた方が監かん禁きんした城の魔導師たちに手を出すのなら、私ももう、彼らを抑おさえはしません」

　かすれ声でセロフが答え、苦しげに咳きこむ。

　ラングレーは視線だけでセロフを見やった。石いし壁かべの地下室は、机上で燃える獣じゆう脂しの蠟ろう燭そくだけで照らされている。淡あわい明かりは、両手を手て枷かせで縛いましめられ、金属製の枷から繫つながった鎖くさりで梁はりからつり下げられたセロフを薄ぼんやりと照らし出していた。

　太い錬れん鉄てつの鎖は、梁についた滑かつ車しやで自在に長さを調節することができ、今はセロフのつま先が床ゆかへつく程度に加減されている。無理なつま先立ちなど長く続けていられるものではないが、セロフは昼を過ぎたころから、今現在、夕刻になるまで、ずっとこの鎖に繫がれていた。

　ここは罪人の尋じん問もんや拷ごう問もんに使われるがらんとした地下室で、いるのはセロフとラングレーだけだ。たったひとつの出口である扉とびらの向こうには、ラングレーの部下が数人控ひかえている。

　ラングレーはおもむろに立ち上がり、机上の水差しをとって、無骨な椀わんへと水を注ついだ。そしてその椀を手に、セロフのもとへ歩み寄る。

「お声がかすれていますが、喉のどが渇かわいたのでは？　どうぞ」

　ラングレーは言い、冷たい汗あせで濡ぬれたセロフのあごを軽くつかんであおむかせた。この男とのひどく非友好的な対話は、セロフがカエキリアに帰ってきてからほとんど毎日のように行われてきた。ラングレーたちはセロフが帰き還かんしたその日のうちに彼らにかかっている容疑について言げん及きゆうし、異常な手て際ぎわのよさで魔導師たちを地ち下か牢ろうに監禁したあげく、カエキリア城やそのそばの『前世界』の遺い跡せきについて調査を行ったのだ。

　セロフとカエキリアの魔導師たちにかかっている容疑とは、彼らが『黒いゆりかご』の一員ではないかというものである。セロフにとってはまるで身に覚えのない話だ。

　セロフは自身に残った威い厳げんをかき集め、瞳を険けわしくしてラングレーをねめつける。

「結構です。喉を潤うるおしたとて……今まで喋しやべった以上のことは、この口からは転がり出ません。私たちは『黒いゆりかご』など知らないし、カエキリア様のこともただ言い伝えに従って守ってきただけ。遺跡の不死者のこととて、本当に思い出せないのです！」

「そうですか？　それは残念ですな。何を訊きいても責任者が知らぬ、存ぜぬでは話にならない。とはいえ、あなたが我々と争おうとしなかったのは賢かしこい選せん択たくでした。──あなたの賢さが、裁判官にも通じるといい。心からそう願います」

　ラングレーはセロフの視線を受け止め、低く囁きながら彼女の頰ほおをなでてやった。表情はこの上もなく冷れい徹てつなのに、てのひらの所作ばかりはごく優やさしい。

　セロフは屈くつ辱じよくと恐きよう怖ふで腹の底から寒気が這はい上ってくるのを感じ、震えて歯を食いしばる。

　魔導師がいくら力ある存在だとはいえ、小領主であるセロフが大陸最大の神聖帝国ルースと闘たたかうことはできない。ましてやセロフたちが属する闇魔法教会は、総教主の突とつ然ぜんの死で一時的な空白状態にある。しばらくはセロフたちに助けの手をさしのべることもできないだろう。

　実際、闇魔法教会本部から派は遣けんされた特使の魔導師は、何のかのと理り屈くつをつけて本部へと戻もどってしまった。ラングレーたちの不ふ穏おんな登場におびえ、保身に走ったのだ。

（次の教主様がクオーリア師に決まれば、助けを求められるかもしれない。でも、私はそれまで保もつの？　簡易裁判では言葉と屈辱で責め立てられて、その後にはきっと拷問がくるわ）

　己の心身の脆ぜい弱じやくさにセロフが小さく震えていると、地下室の扉が軽く叩たたかれた。

「隊長。お時間です」

　細く開いた扉の隙すき間まからラングレーの部下が告げ、振ふり向いたラングレーは浅くうなずく。

「わかった。ではセロフ殿、今日はこのへんにしましょう。覚えてらっしゃいますか？　今こ宵よいは我々の愛すべき共通の友人、バシュラール卿きようが皆みなで共に食事をしたいと言っていた日です。あなたも用意をされるといい」

　ラングレーが扉を開けると、二人の部下と長衣のフードを深くかぶった老女魔導師が地下室に入ってくる。ラングレーは懐ふところから古びた鍵かぎを取り出し、セロフの枷を外してやった。

「く……」

　手首の痛みに声をあげ、セロフは壁かべにすがって座りこむ。そこへラングレーが礼儀正しく手を伸のべた。

「結構。ひとりで立てます」

　セロフは吐はき捨てるように言ったが、彼女の体は度たび重かさなる尋問で疲ひ労ろうの限界だった。結局老女魔導師にすがり、ラングレーとその部下に付き添そわれて、セロフはどうにか自室へと戻る。

「では、わたしはここで。身み支じ度たくを済まされましたら、広間へはわたしの部下が案内します」

　セロフの寝しん室しつの前でラングレーは言い、几き帳ちよう面めんに敬礼をして去っていく。

（自分の城の広間に行くのに、どうして案内がいるというの！　ただの監かん視しでしょうに！）

　内心毒づき、セロフは見張りに残されたラングレーの部下を横目に、老女魔導師と共に自室へと入った。

　扉を閉めて少しだけ安あん堵どの息を吐こうとしたとき、セロフの視界にはここにいるべきではない人ひと影かげが飛びこんでくる。

　部屋の奥、板戸を閉めた窓際で、椅い子すに座って足を組んでいる男。

　小さな円えん卓たくに置かれた手て燭しよくの明かりが照らす顔は、光魔法教会の監査官、バシュラールだ。

　いたずらっぽく笑う男の顔を見た途と端たん、セロフは苛いら立だちと恐おそれで叫び出しそうになる自分を抑える努力をしなければならなかった。かさぶただらけになり、新たに血のにじんだ手首を隠かくすようにして、セロフは自分の衣ころもの胸あたりをつかむ。

「……何がしたくてこんなところへいらっしゃったのです」

　押し殺した声でセロフが訊くと、バシュラールはそっと彼女を手招いた。そして自分は椅子から立ち上がり、ためらいがちに歩み寄ったセロフを代わりに座らせる。

「お声を小さく、セロフ師。失礼は承知で、あのおばあちゃんに頼たのんで無理に入れてもらいました。さらに失礼を重ねますが、帝てい国こく宮きゆう廷てい語ごはご堪たん能のうですか？」

　バシュラールは次の間へと去っていく老女魔導師と視線をあわせてから、セロフの耳元で囁ささやいた。バシュラールの礼儀正しさはセロフをわずかに安堵させたが、老女魔導師が明らかに買収されているのを見せつけられたのは不ふ愉ゆ快かいかつ不安だった。

　バシュラールが共通語以外で話そうというのは、外にいるラングレーの部下にも、老女魔導師にも聞かれたくない話があるからだろう。セロフは警けい戒かいを解かずに素っ気なく答える。

「無理です。北ほつ方ぽう語か、西せい方ほう古語なら大だい丈じよう夫ぶ」

「じゃあ、北方語で行きましょう。多少ぎこちないのは許してください」

「秘密のお話なのですね。尋問の内容についてなら、ラングレー卿に直接お訊きになったほうが早いかと思いますけれど」

　なめらかに言語を切り替えたセロフに、バシュラールは貴族らしくない笑えみを返した。

「俺はあのくそ真ま面じ目めな仕事人間とは違ちがう。あなたの味方です。助けてさしあげますよ」

「助ける？　どうやってですか」

　意外な言葉に、セロフはうっかり少しだけ声を大きくしてしまった。バシュラールはすかさずてのひらをひらつかせ、声を落とすよう合図してから続ける。

「これはあくまで提案ですがね。俺たちに、光魔法教会に捕つかまってください、セロフ師。この書類に署名するだけでいい。宮廷語で書いてあるんで、あなたにとっちゃ不安かもしれませんが……俺と、ここから山ひとつ越こえたところに住んでるカサンドル辺境伯はくと、帝都で軍務高官やってるダリル・コーウェンが署名した光魔法教会の総教主宛あての嘆たん願がん状です。あなたが自首して、恩おん赦しやを願ってるって内容ですな。読み上げますか？」

　目の前に広げられた羊皮紙の書類には、複製を防ぐためのひどく独特で流りゆう麗れいな文字列が延々と並んでいる。

　なるほど、そんな話か。セロフはわずかな落らく胆たんを感じて首を横に振り、唇くちびるを歪ゆがめる。

「法院に捕まるのと、あなた方に捕まるのと、一体どんな差があるというのです」

「大違いです。セロフ師、帝都に来たことはおありで？　帝国法院裁判所の公開処しよ刑けいを見たことは？　ひでぇもんです。奴やつら、尋問の時点で罪人を瀕ひん死しにしやがる。引き出された罪人は立てもしねえし、下手すりゃ意識すらおぼろげなもんで、薬で元気にされてから殺される」

　バシュラールの語る話には、セロフも聞き覚えがあった。衝しよう撃げきを隠せずに黙だまりこむセロフを見つめて、バシュラールはそっと、彼女の座る椅子の背に手を置いた。

「同じ魔ま導どう師しのよしみもある。俺たちに捕まるんなら、この俺、フェルテラ伯ギスラン・バシュラールの名にかけて、あなたも他ほかの魔導師たちも死刑にゃさせませんよ。あなたはこの書状に署名して、簡易裁判ではだんまりを決めこむだけでいい。俺はこれで友達が多いほうでね。帝都に着き次し第だい、あなた方の身み柄がらを預かれるよう、俺が責任持って手配します」

　バシュラールの言葉がなんとも温かく聞こえてしまい、セロフは悔くやしさにうつむいて問う。

「……領地は、どうなります。この、カエキリアは」

「まあ、没ぼつ収しゆうでしょうなあ。実際、ここの遺跡に不死者はいないし、カエキリアは死んだし、そうなるとここを闇魔導師が治めなきゃならねえ理由が薄うすい。贅ぜい沢たくは言わんことです」

　バシュラールの言うことは道理ではあった。

　彼の要求を吞のむほうへと傾かたむきかける心の端はしをぐっとつかんで、セロフは少し早口になる。

「あなたの目的は？　私を助けたとわかったら、あなたの立場も悪くなるのではないですか」

「いやあ、これが意外とそうでもない。俺たち光魔法教会法務部は、どうも帝国法院とはうまがあわねえんで。こんなこたぁよくある話です。しかし確かに、今回は俺に個人的な目的がある。……あの詩人のことを知りたいんです」

　詩人のことを口に出した途端、バシュラールの瞳の色は暗くなった。

　それを見て、セロフは逆に少し落ち着く。バシュラールが本気であるとわかったからだ。

　バシュラールはあの詩人についての情報が心底欲しいのだ。それを得られるのなら、かなりの対価を払はらってもかまわないと思っている。そう納なつ得とくできるだけの力が、バシュラールの目にはあった。セロフはバシュラールを見返して確かく認にんする。

「詩人さんについての情報が、私を逃にがす交こう換かん条件ですか」

「そのとおり。ラングレーの調査によりゃあ、ここにあの詩人一行は居ないって話です。あなたは奴らを逃がしただけで行方ゆくえは知らないってことでしたが、俺にはそうは思えませんで。何せ、この辺りを調べてみても、奴らの目撃情報がちっともないんですよ。あれだけ目立つ奴らなのにね。セロフ師、あなたは奴らの行方を知ってるはずだ。……教えちゃくれませんか。俺はあいつを捕まえなきゃならねえ。そして、刑場へ送る」

　言い切ったバシュラールに、セロフはふと興味がわいて訊たずねた。

「……バシュラール殿どの。あなたにとって、あの詩人さんは一体何なのですか」

　問いを受け、バシュラールはなぜか瞳ひとみを和なごませた。懐なつかしいことを語るように、彼は言う。

「難しいことを訊ききますね。でも、あなたも見たはずだ。あの詩人の目を。あの雨降らしの法の日に。いや、ひょっとしたら、その後にも。──そうでしょう？」

「私は……」

　詩人のことを思い出そうとすると、セロフは嫌いやな頭痛に見み舞まわれた。言葉を切って額を押さえるセロフを眺ながめ、彼女を元気づけるよう、バシュラールはごく真しん剣けんにうなずく。

「大丈夫です。あいつの妙みような力についちゃ、俺はよく知ってます。俺自身、最初に見たときはあいつの目に捕まりそうになりました。あいつは奇き妙みような力でひとの心を捕とらえ、操あやつり、辺りを引っかき回して去っていく。あなたも奴の犠ぎ牲せい者しやでしょう？　あなたは闇魔法教会本部から帰ってきてから、詩人の話題になると必ずぼうっとしてますよ」

　バシュラールに言われて、セロフの心は震ふるえた。わずかに解放されたような安らぎがあり、同時に畏おそれを覚え、何度か浅い呼吸を繰くり返す。

（そうだわ、きっと私、操られていたのだわ──あの詩人さんに）

　セロフは高位の闇魔導師の一員である。詩人の奇妙さについてはうすうすどころではなく勘かんづいていた。なのに詩人を疑おうとするたびに、セロフの思考は詩人のことからそれていった。まるでそう仕組まれていたかのように。セロフは、意を決し、どうにか囁く。

「バシュラール殿。……私は……おそらく、何よりも……彼が、怖こわいのです」

　セロフの告白に、バシュラールは淡あわい痛みを感じたかのように苦く笑しようして答える。

「俺も怖いですよ。怖いですが、闘たたかいます。俺はこの世の秩ちつ序じよで奴を裁き、滅ほろぼしてやる。……俺が信じられますか、セロフ師」

　見つめてくるバシュラールの視線を受けとめてから、セロフは眉まゆ根ねを寄せて目を閉じた。女魔導師のこめかみには、じんわりと汗あせが浮うかぶ。領地のこと、自分のこと、魔導師たちのこと、闇魔法教会のこと、ミリアンのこと、様々なことがセロフの頭をよぎった。

　世界に恐ろしいことはたくさんある。しかしおそらく、あの詩人に関することは、他の何をも超ちよう越えつするほどのことになる。……そんな予感がした。

　セロフには知ることも見ることもできそうにない、詩人にまつわる不可解な力。あれはこの世にあってはならないものだった。迷った末に、セロフはかすれたつぶやきを吐はき出す。

「──詩人さんは、闇魔法教会本部にいます。私と一いつ緒しよにここを出ましたから、間違いありません。今、闇魔法教会本部は次代教主を選ぶ儀ぎ式しきのために閉へい鎖さされているはず。詩人さんもまだ、外へ出ることはできずに本部へとどまっているでしょう」

「ありがたい！　ついでと言っちゃあなんですが、闇魔法教会本部への道と、内部について、あなたが知ってる限りのことを教えちゃくれませんか」

「……わかりました。その代わり……誓ちかってください。バシュラール殿、あなたは、己おのれに何があろうとも、あの詩人を捕らえると」

　うっすらと目を開け、セロフは刻むように訴うつたえた。バシュラールは浮かれた様子を納め、真顔になって腰こしの剣を鞘さやごと手に取り、繊せん細さいな飾かざりのついた柄つかを自身の心臓の位置へあてる。

「──誓いましょう。半欠けの誇ほこりにかけて」


◆



「遅おそかったではないか、バシュラール卿きよう。会食の主しゆ催さいが遅ち刻こくするなど、聞いたこともない」

　カエキリア城の二階広間に用意された晩ばん餐さんの席で、ラングレーが冷たい声を出す。

　広間に用意された長ちよう卓たくの上には多くの木製の皿が並べられ、地元で捕れた食材の数々が、素そ朴ぼくな煮にこみやあぶり焼きとなって淡い湯気を立てている。

　帝てい都とでもなければ北部大陸の料理の味つけは塩と少しの香こう草そうだけで、味わいはごく単純だ。

　それでも季節が初夏であることもあり、いくらかの新しん鮮せんな野菜や果物も加わって、食卓は比ひ較かく的にぎやかであった。

　バシュラールの部下がシュナルを始め数人、ラングレーとやはりその部下が数人、魔導師側はセロフのみ、という顔ぶれがそろった食卓に、遅れてきたバシュラールも喜々として加わる。

「おう、すまんすまん。相変わらず本部からの書状を待ってるもんでな」

　分厚い硝子ガラス盃はいをかざしての乾かん杯ぱいを神へと捧ささげてから、少しの緊きん張ちようをはらんだ晩餐が始まった。

　緊張の主たる原因は、バシュラールとラングレーの仲の悪さだろう。

　二人は所属する組織の対立を横へ置いておいても、昔からうまがあわないらしい。

「書状か。しかしバシュラール卿、貴き殿でんの待ちぼうけも、ずいぶん長いのではないか？　やはり、素行の悪さから本部からも見放されたと思うのが順当なのやもしれんな」

　ラングレーが木製の大きな匙さじで新しいゆで野菜を取り分けながら言うと、香草入りの火酒の盃さかずきを傾けていたバシュラールが眉まゆをひそめる。

「ラングレー、お前はどうしてそんなに発想が暗くれえんだ？　ハゲるぞ？」

「…………なぜそこで髪かみの毛の話になる」

　ラングレーのこめかみには勢いよく血管が浮いたが、バシュラールは気にせず続けた。

「いや、初めて会ったころからハゲそうな男だとは思ってたんだけどなあ、軍隊入ったあげくに、再会したら暗さ倍増してんだから心配にもなるぜ。しかも紛ふん争そう地域の西方にいたのが、負傷して巡じゆん査さ庁へ異動したんだろ？　そりゃ控ひかえめに言って左さ遷せんじゃねえか。なあ、シュナル」

　バシュラールの隣となりに座ったシュナルは、自分の薄パンの上へ大量の肉を盛りながら迷いなく言う。

「そうですわね。私も光魔法教会法務部の法務課から外されて辺境監かん査さ官補ほ佐さとなった身ですからなんとも言えませんが、まあ人生は一ひと筋すじ縄なわではいきません。人間、慣れれば家か畜ちく小屋でも生きていけますし、泥どろの中の幸せというのも実在します。ハゲたなら鬘かつらをかぶればいい。ということで、バシュラール様にもいざというときはよい鬘屋を紹しよう介かいいたしますわ」

「……気持ちはありがてぇが、お前さん、俺がハゲるまで俺の部下をやり続ける気か？」

「お嫌ですか、バシュラール様」

　シュナルが向けた冷たい美び貌ぼうと、彼女の皿の上の大量の食物を見比べながら、バシュラールはしみじみと首をふった。

「嫌じゃねえ。しかしシュナル。お前さん、どうしてそんなに俺のことが大好きなんだ？」

「あら、セロフ師。そちらの野鳥の煮こみも美味おいしそう。こちらへ回してくださる？　ありがとう。バシュラール様もご賞味されますわよね？」

　バシュラールの発言を完全に無視して野鳥の煮こみをナイフで解体し始めたシュナルに、ラングレーは青ざめて自分のナイフを皿の上へ置いた。

「バシュラール卿。言っておくがわたしは左遷された覚えもなければ、鬘でもない。そして……無ぶ粋すいかもしれんが……食事中に、目の前で、あからさまにいちゃつくのはよしてくれんか。消化に悪い」

「うらやましいならそう言えよ、まじめ人間グレちゃん」

　バシュラールがラングレーをナイフで指して適当に言うと、ラングレーはついに拳こぶしで食卓を叩たたいた。皿と皿がかちあって音を立て、バシュラールとラングレー、双そう方ほうの部下は途と方ほうに暮れて上官を見やる。

　ラングレーはひとを殺しそうな視線でバシュラールをにらみ、声を荒あらげた。

「一体誰だれが貴様をうらやましがるのだ！　そもそも、女連れでちゃらちゃらと仕事をしているふりだけしている貴殿のような人間に、わたしが侮ぶ辱じよくされるいわれは何ひとつない！」

　対するバシュラールも負けてはおらず、食卓に肘ひじをついて行ぎよう儀ぎ悪く主張する。

「何が女連れでちゃらちゃらだ！　このシュナルはな、俺なんかよりよっぽど優すぐれた事務処理能力と勤勉さと運動能力を備えた才女で、ついでに顔までいいんだぜ！　こいつなしで俺はどんな仕事もまともにこなす自信はない！」

「な……っ、なんと……なんという謙けん虚きよさだ！」

　肩かたを震わせたラングレーが叫さけんだのはそんなことで、同席していたラングレーの部下は思わず火酒を気管に入れてむせかえった。

「……たっ、隊長、違ちがいます、今のは謙虚というより単に駄だ目めな発言です！」
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　部下が必死で訂てい正せいすると、ラングレーも青い顔のまま持ち直してバシュラールを指さす。

「…………そうだとも、貴様は駄目人間だ、バシュラール卿！」

「そのとおり！」

　バシュラールが重苦しくうなずいて言い放ち、ラングレーは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたかと思うと、今度こそ勢いよく頭を抱かかえて顔を伏ふせた。ぶるぶると震ふるえながら、ラングレーは言う。

「ぁああ、駄目だ！　わたしはああはなれん！　あそこまで厚こう顔がん無む恥ちには生きられん！」

「いいんです、あんなふうにはならなくていいんです、むしろならないでください隊長！」

「仕事上の世辞などいらん！　お前もわたしなどについてこなければ前途有望だったというのに……！　若くして五人の子供がいる若者の運命を、わたしは左遷の闇やみに投げこんだのだ！」

　暗くうつむいたままラングレーに叫ばれ、ラングレーの部下は思わず赤面した。

「隊長、俺の個人的な家族情報は叫ばなくていいですから……！」

「なんだ、やっぱり左遷なんじゃねえか」

　バシュラールは肩をすくめてつぶやき、野鳥の肉を自分の皿へ取り分けた。

　シュナルはというと、自分の皿に盛った食物を手て際ぎわよく消費しながら言う。

「本物の苦労性しようですわね。ごく個人的な話をさせていただけば、ラングレー卿のような苦労性の男性は私の好みの範はん疇ちゆうですけれど」

「本気か、シュナル!?　初耳だぞ、おい！　あー……そういや、ちなみに……俺は……？」

「バシュラール様は範疇外の大例外ですわね。世の中には色々と不思議なことがありますわ」

　平然と答えたシュナルを、バシュラールはしばしあっけにとられて眺ながめていたが、あいまいな沈ちん黙もくは扉とびらの開く音でさえぎられた。

　広間の扉から、バシュラールの部下のひとりが飛びこんできたのだ。

「バシュラール様……光魔法教会本部よりの書状です！」

　挨あい拶さつもそこそこに部下が掲かかげたのは、きちんと巻かれた羊皮紙の書状である。バシュラールはナイフを放ほうり出して立ち上がった。

「おう、今度こそ来たか！」

　部下のもとへと歩み寄り、バシュラールは書状を受け取る。給仕をしていた使用人から手て燭しよくを受け取って部下へ持たせると、バシュラールは紋もん章しよう入りの封ふう印いんをはいで書状を開いた。

　さっと視線を走らせたところ、書状の内容はこの前受け取ったものとほとんど同じだ。

　すなわち、『現在光魔法教会本部は立てこんでいる。現状維い持じで待て』。以上だ。

　ついつい脱だつ力りよくしそうになったが、バシュラールはすぐに書状の不自然さに気づいた。

（待てよ。定型文にしちゃよけいな言い回しが多いし、文の折り返し方も不自然だ。こりゃあひょっとして、どっかに暗号でも仕こんであるのかもしれねえ）

　こういうことに関しては、直感に頼たよるに限る。ラングレーたちに不ふ審しんがられないよう、バシュラールは高速で考えをめぐらせ、基本的な復号法を試ためしてみた。

（おっと、当たり。余計な単語の頭文字を繫つなげると、ルクルス──昔の英えい雄ゆうの名前にならあ）

　バシュラールは表向きは苛いら立だったような苦く笑しようを浮うかべ、書状を元のように巻きながら席へ戻もどる。その間も、思考は絶え間なく続けていた。

（ルクルスは東方から来て、悪あく霊りように取り憑つかれた左手を自ら切り落としたってぇ隻せき腕わんの英雄の名だ。光魔法教会で邪じや悪あくなる『左手』と呼ばれてんのは、不仲な帝てい国こく法院のこったな。くわしいこたぁわからねえが、これはつまり、『帝国法院に気をつけろ』って意味の暗号か？）

　考えは表に出さず、バシュラールは隣りん席せきのシュナルに崩くずれた笑えみを向ける。

「シュナル、新しい任務だぜ。とりあえずこのカエキリアは後から派は遣けんされる執しつ行こう官たちに任せといて、俺たちは闇魔法教会本部へ向かえってさ。闇魔法教会の新しい教主がどんな人間か見定めてこいってことらしい」

　舌先三寸、大おお噓うそである。しかしバシュラールのあまりに堂々とした態度に、副官のシュナルでさえ疑う様子は見せなかった。シュナルは複雑な表情を浮かべて言う。

「それは……バシュラール様にとっては残念でした。けれど本部の命令は絶対です」

「もちろんだ。あの詩人から目を離はなすのは気が引けるけどな。下っ端ぱはつらいねえ」

　バシュラールの嘆なげきを聞き、落ちこみからどうにか立ち直ったらしいラングレーが、暗い顔をあげて訊たずねた。

「その命令はいささかおかしいのではないか？　セロフ師、闇魔法教会の総教主を選ぶ儀式には、部外者は一いつ切さい立ち入れないはずなのではないですか」

　話をふられ、それまで黙々と食事を続けていたセロフが、不ふ明めい瞭りように答える。

「確かに、そうです。……けれど光魔法教会のすることは、私にはわかりません」

　さらにセロフに問おうとするラングレーをさえぎって、バシュラールは不ふ機き嫌げんな声を作った。

「俺の仕事にケチをつける気か、ラングレー卿きよう。これは正規の、上からの指示だぜ」

「──書状を検あらためさせてもらう」

　態度を硬こう化かさせて立ち上がったラングレーに、バシュラールはぎょっとする。まさか、ラングレーがそこまでつっこんでくるとは思わなかったのだ。

　しかしバシュラールはすぐに持ち前の度胸と根性で気を取り直し、にっこり笑ってみせる。

「おっと、待てよ。そりゃ無理だ。そんな権限はお前さんにはねえ。天てん秤びんの紋章を持つ者として、本部からの正式の書状を部外者に見せるわけにゃあいかねえよ」

「……そうか。それは確かにもっともかもしれんな」

「だろ？　何をそんなに焦あせっていやがる」

　内心胸をなで下ろしながら、バシュラールは悠ゆう々ゆうと食事を続けた。もしもラングレーに書状を見られてしまえば、自分がはったりひとつで光魔法教会本部の意向に背そむこうとしていることがばれてしまう。

　詩人を捕とらえた後ならどうなってもかまわないが、それまではよけいな面めん倒どうごとに巻きこまれたくない。そして詩人の行方ゆくえがわかった以上、ここに長居するのもごめんだ。

　ラングレーは以前、詩人は詩人というだけで死罪にできる法案が帝都で提出されると話していた。あの詩人を捕らえるのは今が好機だ。バシュラールはそう思っている。見失う前にとにかく捕らえ、殺してしまうしかない。

　ラングレーはまだしばらくじっとバシュラールを見つめていたが、ついに決心した様子で指先を手洗い鉢ばちの水につけた。

「わたしは貴き殿でんのことが信じられん。誰だれの目も届かぬ辺境で、またもとんでもないことをしでかすのではないか、と思って気が気ではないのだ。……やむをえまい、こうなったらわたしが貴殿に同行する」

　これまた意外なラングレーの発言に、バシュラールは目をむく。

「はあ!?　なんだそりゃ。お前さんはここでこれから簡易裁判をやるんじゃねえのか」

「それは裁判官に任せれば事足りる。我々の調査の結果は、すべてまとめてあるからな」

　ラングレーの言いようはかたくなだ。もう意を翻ひるがえす気はないらしい。

（ふーん……こりゃ、ひょっとして……こいつがここへ来た本当の目的は、カエキリアの調査っていうより、最初っから俺の監かん視しだな。巡じゆん査さ庁の軍人が、光魔法教会の監査官のお目め付つけにやってくるってこたぁ……さっきの暗号といい、帝国法院と光魔法教会の仲がますます悪化したってことか？　それともひょっとして、帝国政府と光魔法教会の不和なのか？）

　どちらにせよ、半端ではない面倒ごとの予感がした。バシュラールはしみじみとぼやく。

「……こりゃまた、楽しい旅になりそうだぜ」








３　バラ色の道どう化け









「では、『黒いゆりかご』に乗るべき選民の諸君、まずは君らが死の劇場を生き残ったことを祝おう。おめでとう」

　仮面のウゴルがごく優やさしく言い、広間に集まった魔導師たちは深々と礼をした。

『籤くじ』の儀ぎ式しきの後、生き残った『黒いゆりかご』の面々が集まったのは、闇魔法教会本部聖せい獣じゆう宮きゆうの最上階、一三階にある広間だ。

　渓けい谷こくに面した広間には多くの黒い柱が立ち並び、すべての柱に聖獣の彫ちよう刻こくが三体ずつからまっている。床ゆかは黒と暗あん灰かい色のモザイクタイル、壁かべ一面には主に濃のう紺こんと深しん紅くの渦うずで闇と混こん沌とんの有様が描えがかれていた。

　神秘的な色調を保つ広間に居並ぶ魔導師たちを、今はテラスから差しこむ淡あわい午後の光が包みこんでいる。柱の影かげが長々と伸のびる広間で、黒衣をまとったウゴルは儀式用の木製椅い子すに座り、どこか笑いぶくみの声で続けた。

「あの劇場は、君たちにとってはひとつの通過儀礼であった。君たちは舞ぶ台たいの上で一度死ぬことにより、真に生きる可能性を得た。真実を知り、真の世界に目覚めたのなら、我々はもはやこの世の滅ほろびには左右されぬ。『黒いゆりかご』とはつまり、真の世界へ渡わたるための舟ふねのこと。君たちには、今やその舟に乗る資格がある！」

　力強く言い切ると、ウゴルの赤い瞳ひとみの奥では光が躍おどる。

　居並ぶ魔導師たちは皆みな、ウゴルの瞳に魅み入いられていた。魔法石で造られたウゴルの瞳はまるでそれ自体が生きているかのように雄ゆう弁べんだ。どの角度からのぞきこんでも虚うつろであり、どの角度からのぞきこんでも視線があう。

　ウゴルの瞳がもたらす肌はだの下がざわつくような不安と不快を、『黒いゆりかご』の魔導師たちはすっかり代え難がたい快感として受け取り、瞬まばたきもせずに陶とう然ぜんとたたずんでいた。

　ウゴルの前に集つどった魔導師たちは、全部で四〇人ばかりもいるだろうか。前代教主の予想よりも、かなり多い人数だ。年ねん齢れいも容よう貌ぼうもまちまちの魔導師たちを眺め、ウゴルは続ける。

「君たちは魔導師たる己おのれの意志に従い、わしから知を得た。かつてわしが神に導かれた、あの不死の楽園を、世界の秘密を、真実を、君たちはすでに見たはずだ。そして目覚めた。光魔法教会の連中こそ、世界の人間に目め隠かくしをし、でっちあげの『法』の奴ど隷れいとし、世界の歪ゆがみを大きくしている張本人だ。光こそが深い影を作り、世界の謎なぞを隠いん匿とくする！」

　ウゴルの声が朗々と響ひびくと、魔導師たちはわずかに瞳を潤うるませた。頭の芯しんに響く快感が恐おそろしく強くなったのとはまったく別に、魔導師たちの心もまた、ウゴルの言葉に震ふるえている。

　光魔導師から、もしくは多くの庶しよ民みんからも『金で動く怪あやしげな異能者の集団』と断じられてきた闇魔導師たちは、実のところ本物の理想家だった。魔法の本質を求め、必要以上につるまず、はぐれず、彼らなりに真実の救世を望んでいた。ただし闇魔導師たちの信じる『魔法の本質』は一いつ般ぱん的な理解からは遠く、闇魔導師は常に社会の外れに住む孤こ独どくを甘かん受じゆしてきたのだ。

　しかしそんな孤独の日々は終わった。今や『黒いゆりかご』には、真の古き魔ま導どう師しである団長がおり、団員たちはウゴルから知らされた『世界の謎』を共有することで強く繫つながっている。

「恐れよ、再度」

「闇やみを恐れよ、そして闇より始めよ」

　魔導師たちの間にさわさわと囁ささやきが広がり、ウゴルは微笑ほほえんで立ち上がる。

「安あん堵どせよ、闇は無限だ、我々の救いは我々のみを救うのではない。この救いは全世界に広がる。救いをもたらすためにこそ、わしは帰ってきた。諸君、ひとりひとりが闘たたかう時は過ぎたのだ。我々は今力をあわせ、世界を楽園へと造り替かえようではないか！」

　穏おだやかに、しかし力をこめて言うと、広間の熱気がわずかに高まる。ウゴルは続けた。

「わしはまず、楽園再生への第一歩として、かつてわしが見た不死の楽園を、この闇魔法教会本部に再現してみようと思う。異議のある者は？」

「おりません！」

　すぐさま一いつ斉せいに囁くような返事があり、ウゴルは満足げに小さくうなずく。

「そうだろう、君らのほとんどに、わしはあの『楽園』の記き憶おくを見せたのだから」

「……恐れながら、団長。この者は、まだ『楽園』を見てはおりません」

　急にひとりの魔導師が声をあげ、ウゴルはきょとんとして手招いた。

「おや、それはいかん。さあ、今からでも遅おそくない。こちらへおいで」

　魔導師たちは二手に分かれて道を空け、皆が手を出してひとりをウゴルの前へと押し出した。

「……あ……やはり……その、わたしは……まだ、決心がつきません、で……」

　押し出された魔導師は四〇半ばほどの小こ柄がらな男だったが、いかにも優ゆう柔じゆう不ふ断だんそうに口ごもる。

　ウゴルは黒い衣ころもをさばいて一歩前へ出ると、さらにゆっくりと男を手招く。

「そんなものは後からついてくる。さあ、石を出して」

「さあ」

「さあ」

　周り中の魔導師がうながす囁きを繰くり返し、何人もがためらう魔導師の肩かたを押さえ、腕うでをつかむ。抵てい抗こうもままならない魔導師の腕がむき出しにされ、金属製のバングルにはまった魔法石が現れると、ウゴルはそれに仮面をそっと近づけた。

　震える魔導師の魔法石と、ウゴルの仮面の石とがふれあい、一いつ瞬しゆん可視の火花が散る。

「……ぃい？　あ……ぅ……ッ！」

　火花を瞳に映した魔導師は、奇き妙みような声をあげると、くるりと瞳を一回転させた。

　完全に白目をむき、激しく震えだした魔導師を、なおも他ほかの魔導師は押さえつけ続ける。

　やがて魔導師は急激にのけぞったかと思うと、唇くちびるの端はしから血泡をふいた。魔導師の体から力が抜ぬけるのを見て、ウゴルはようやっと立ち上がる。

「ふむ。失敗のようだな。彼は選民ではなかったということだ。片づけたまえ」

　ウゴルの言葉に、魔導師たちの間には落らく胆たんのため息が広がった。倒れ伏ふした魔導師の体は数人がかりで引きずられ、広間からいずこへかと運び去られる。

　ウゴルは何事もなかったかのように穏やかに、玉座へと座りなおした。

「さて、諸君。この闇魔法教会本部には、まだ我々以外の生き残りがいる。これは嘆なげかわしいことだ。彼らは『黒いゆりかご』には選ばれなかったが、まだ彼らを救う道は残っている。すなわち、死だ。……彼らに死を与あたえに行きたい者は誰かな？」

　問いかけられて、魔導師たちはわずかな間ためらった。

　もとより仲間意識の薄うすい闇魔導師たちだ。ウゴルが救いのためだと言うならば、『黒いゆりかご』以外の闇魔導師を殺すのに抵抗などはない。実際議場ではさんざん殺し合ったわけだ。ただ、ここで率そつ先せんして手を挙げるのは周りの仲間に対して少しばかり気が引ける。

　そんな雰ふん囲い気きの中、けだるい声があがった。

「──はい。その役、あたしにお任せください」

　声のした広間のはるか後方を見て、ウゴルは首をひねる。

「ほう。おぬし、どこにいた？　不思議に気配を感じさせぬな」

「荒あら事ごとに慣れている者は、己の気配なんてさせません。そうでしょ？　あたしなら闇魔導師の残党ごときゴミクズは、あっさり処分してさしあげます」

　そう言って長い髪かみを背へ押しやったのは、恐ろしく派手な出いで立ちの女だ。

　周りの魔導師たちの長衣姿とはまるきり違ちがう。帝てい都との最新流行でも追っているのか、スカートを無意味に大きくふくらませたドレスにつば広帽ぼう子しという格好で、ドレスには動くたびに光る屑くず宝石がちりばめられ、帽子には布で作った花飾りが零こぼれんばかりだ。そんな派手な帽子を目ま深ぶかくかぶっているせいで、肝かん心じんの顔はほとんど隠かくれて見えないほどである。

　こうも派手な女がいるのに、今の今まで誰だれも気にしなかったのは確かに妙だ。

　ウゴルは少し考えこんだが、すぐに女の申し出を受け入れる。

「よかろう。ならばやってみよ。一番多くの残党が集まっているのは──地下の一角か。おお、そこにはあの、覚かく醒せい位い魔導師の炎ほのおの子もおるのう。名はミリアン・カレスティアといったか。あれだけはわしの憑ひよう依い体としたいな。必ず生きたままつれて帰れ」

　さして意識を集中させるでもなく、ウゴルは残党の居場所を言い当てる。闇魔法教会本部のことは、彼には手に取るようにわかるのだろう。

　対する女魔導師は艶つやっぽく腰こしを折ると、ひらひらと手をふって扉とびらへ向かう。

「かしこまりました。それでは！」

「うむ。──何人か、ついていってやれ」

　ウゴルの言葉に、三、四人が慌あわてて女魔導師の後に続いた。

　女魔導師たちが扉から出て行くのを見送った後、ひとりの魔導師がウゴルに問う。

「……団長、今の魔導師の名をご存じで？」

「いや、知らん。先ほどの議場にもおらんかったな」

　あっさりウゴルは首を横にふり、広間には不安げな囁きがあふれた。

「誰だ、あれ？　いや、派手だから見覚えはあるけど……俺は話したことがない」

「私もないわ」

「あんまりに見た目が変なんで、なんだか無意識に避さけてたな」

「大体あの気配のなさは、強いからというより──逆に、魔法力が弱いのでは……？」

　ひとしきり囁きあった後に、魔導師たちは途と方ほうに暮れた風ふ情ぜいで広間の扉を見つめる。
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　ミリアン・カレスティアは闇の中にいた。

　とても暗い場所で、上から銀色の欠片かけらが落ちてくる。ひらひらと舞まいながら落ちてくる、あれは一体なんだろう？

　──それはのう、ミリアン。おぬしがつかまねばならぬものじゃ

　低い老人の声がして、ミリアンは驚おどろく。

（あれ、教主様の声だ。死んじゃったおじいちゃんの声。──どこにいるの？）

　ミリアンが問おうとしたとき、さらに大きな声が響き渡わたった。

「おい、そこのばか！　もっと布持ってこい！」

　カナギだ。

　ミリアンは我に返って目を開き、途と端たんにひどい痛みと寒さに見舞われた。震えて辺りを見渡せば、薄暗い部屋には銀色の欠片など見えはしない。はたしてここはどこだろう。

（通気口はあるけど、窓はない……地下かな。大きな炉ろがあって……そうか、ここ、台所）

　ミリアンがそう気づくまでには少しの時間がかかった。少女の視界は負傷のせいで霞かすんでいたし、闇魔法教会本部の地下にある大台所は、今や戦場の様相を呈ていしていたのだ。

　人の背せ丈たけ以上もある巨きよ大だいな平炉では火が音を立てて燃え、自じ在ざい鉤かぎに下がった鉄てつ鍋なべの中で湯が煮に立たっている。もうもうと立ち上る蒸気に混じって甘い腐ふ臭しゆうが漂ただよう中、石の床ゆかや木製の卓の上へ転がったおびただしいけが人たちが、瀕ひん死しの獣けもののようにうなっているのが聞こえた。

　人々のうめきをぬって、詩人の涼すずやかな声がする。

「これで持ってきた敷しき布ふは全部ですよ。もう一度洗せん濯たく室に行って取ってきますか？」

「誰か他の奴やつに行かせろ！　お前は処置ができる。そのへんの負傷者はお前が診みろ！」

　けんか腰に叫さけぶカナギの声は、ずいぶん近くで聞こえる。のろりと視線を動かすと、カナギはミリアンのすぐ傍かたわらに膝ひざをついていた。彼女の傷の処置をしていたところなのだろう。

　詩人は長卓の端はしに灰色の敷布を置き、手て際ぎわよく引き裂さいて包帯を作る。

「確かに、長々と旅をしてきましたからね。応急処置くらいはできますが、問題はわたしには他人の痛みというものがあまりよく理解できない点でして……」

　のんびりとも聞こえる口調で言いながら、詩人は卓に横たわった男の折れた足にめん棒をあてがい、ひと思いに骨の位置を直した。

「あいたぁ！　たたたたたッ……！　あんた、俺を殺す気か！」

「やはり痛みました？　舌を嚙かみませんでしたか？」

　痛みにのたうつ男に訊たずねている詩人はいつもどおりだったが、ミリアンに笑う余よ裕ゆうはない。

　ミリアンは平炉のそばの床に寝ねかされていた。炎を感じる体の半面ばかりがやけに熱く、他のところは凍こごえそうに冷えている。

「カナギ……火、が」

　火が熱いから、向こうの隅すみへ行くね。そう言おうとしたのに、喉のどがからからで言葉にならない。身じろごうとしても、体が重くて少しも動かない。

　ミリアンのかすれ声に気づいて彼女の顔をのぞきこんだカナギは、彼自身も真っ青な顔色をしていた。恐おそろしく厳しい表情を浮うかべたカナギは、いつもより少し大人びて見える。

「起きたのか。気分は？　痛みはどうだ」

　カナギの低い問いに、ミリアンはやっと自分の置かれている状じよう況きように気づく。

（そういえば私……けがしたんだ）

　あの議場で、剣けんに刺さされて。けがをした瞬しゆん間かんを思い出すと、同時に死んでいったフェイギン家の老婦人の顔が生々しく記き憶おくに蘇よみがえった。

　一気に気分が悪くなり、ミリアンは細かく震ふるえる。寒かった。体の芯しんがひどく冷えていて、心臓が脈打つたびに、気持ちの悪い寒い塊かたまりが全身を抱だきしめてくるようで、まともなことが考えられなくなった。

　ひどく震えだしたミリアンを見て、カナギは彼女の頭の後ろへ腕を回し、少女の頭をわずかに浮かせた。手て袋ぶくろを取った手で傍らにあった薬箱の引き出しを開け、高価な紙で包んだ濃のう緑りよく色しよくの葉を一枚取り出す。

「いいか、ミリアン。ちょっと苦いが、これを口に入れて、ゆっくり二〇回嚙んで吐はき出せ」

　乾かん燥そうした葉をへし折りながら丸め、カナギはミリアンの口元へと持っていった。

　ミリアンは苦痛に濡ぬれた目を瞠みはり、震える声で訊きく。

「何……？」

「痛み止めだ。気分も落ち着いて、少し眠ねむくなる」

　カナギはなるべく辛しん抱ぼう強づよく、静かに言ったが、ミリアンは彼の言葉を聞いた途端に激しい反応を見せた。恐きよう怖ふのあまり大きく震え、わずかに身をよじってカナギの手を逃のがれようとする。

（嫌いやだ……きっと、眠ってしまう薬だ。痛みがなくなって、わけがわからなくなるんだ）

　意識を失い、意志を失い、自らを失う──それはミリアンにとって、何よりも恐ろしいことだったのだ。

「嫌……やめて、私、まだ、動ける……から、大丈夫、だから」

　繰くり返し繰り返しつぶやくミリアンの心中には、自分が育てられた戦せん闘とう集団、エル＝ウルキアたちのことが蘇る。実直で誠実で、まったく容よう赦しやのなかったエル＝ウルキアたち。

　ミリアンが無力さを見せて弱音を吐けば、問答無用で置いて行かれた。

　だからミリアンは、どんな苦痛の中でも立ち上がった。そうしなければ死ぬだけだった。

（早く、動かないと。立たないと。おいて行かれる、きっとみんな、私のこと、嫌きらいになる）

　エル＝ウルキアたちはもういない。フェイギン家のひとたちも死んでしまった。このうえカナギと詩人に嫌われたら、一体どうしたらいいのだろう。

　考えただけで胸の奥が痺しびれるように痛くて、涙なみだがにじんだ。懸けん命めいに立とうと努力を始めたミリアンに驚き、カナギは彼女の両りよう肩かたを押さえこんで声をかける。

「ミリアン、おい！　動くな、傷が開く！……聞こえてるのか？」

「聞こえ……る、大丈夫、大丈夫だから、私、歩けるから……おいて、行かないで」

　おびえで震えるミリアンのつぶやきを聞いて、カナギの顔から表情が抜ぬけ落ちた。様々な感情がかちあって、どんな表情を浮かべていいのかわからなくなったかのようだった。

（どうしよう……カナギ、怒おこった、のかな）

　ミリアンが不安に凍こおりついていると、カナギは無言で手にしていた薬草の葉を自分の口に放ほうりこんだ。毒味でもしてくれるつもりなのだろうか、でもカナギは毒には異常に強いはず──そんなことを考えているうちに、不意打ちで唇くちびるが重なった。

（え──）

　少しの間、ミリアンには何が起こったのかわからない。

　唇に柔やわい感かん触しよくがあって、間近でカナギの匂においがする。煙けむたいような、血と薬草の臭においだ。

　詩人とはまったく違ちがう、生々しい人間の匂い。

　ミリアンが呆ぼう然ぜんとしていると、唇を割って苦い薬草の味がしみてきた。

（薬、のませようとしてるんだ）

　カナギの意図に気づき、ミリアンは反射的にカナギの体を押し離はなそうとする。

　しかしミリアンの力ない腕うではたやすくカナギに捕とらえられてしまった。強い力を感じる。──それはそのまま、恐怖になった。

（怖こわい、怖い、怖い、やめて）

　心の中で叫んでも、カナギには伝わらない。薬草の苦みが口の中に広がり、それだけで頭がくらくらした。どうにか顔をそらして薬草を吐き出したかったが、カナギに強く抱かかえられているのでろくに動くこともできない。

　むせてしまいそうになり、どうしようもなくて薬草を吞のみこむと、ようやくカナギはミリアンの体を解放した。ミリアンをそっと元のように床へ寝かせ、カナギは少女の肩を押さえたままで薬が効いてくるのを待つ。

（なんで？　カナギ、ずっと私が嫌がることなんかしなかったのに。私、薬なんかなしでも大丈夫なのに。どうして、怖いこと、するの？……嫌われたの、私？）

　ミリアンはまだ、混乱と恐怖でわずかに震えていた。怖くて、寒い。

　助けてほしい、ミリアンは心底そう思った。でも、本当に助けてほしいときに助けの手が伸のべられることはないと知っていたから、薬のせいで目の前が霞んでくるまで、ミリアンはもうろうと目を見開いていた。

[image: ]
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「お疲つかれさま」

　詩人の落ち着いた声に、カナギは少しだけ顔をあげた。

　闇魔法教会本部の大台所には相変わらず血けつ臭しゆうが漂っていたが、けが人の治ち療りようはひととおり終わった後だ。

　平へい炉ろの炎は小さくされ、けが人たちはあちこちで床や卓たく上じように横たわり、あるいは壁かべに背をつけて丸まって、まどろもうと努力している。

　平炉の傍かたわらで毛布にくるまれたミリアンを守るよう、壁かべ際ぎわに座しているカナギを見下ろし、詩人はいつもの平へい穏おんな顔で微笑ほほえんだ。自分も人々の応急処置に追われて血泥に汚よごれているわりに、詩人は少しの疲れの色も見せてはいない。

「……疲れた」

　嫌いやみたっぷりなかすれ声を出したカナギに、詩人は手にしていた陶とう製せいの盃さかずきを差し出す。

「ずいぶんと素す直なおになったものですね、カナギ。君の弱音は貴重です」

「貴重なら箱に入れて鍵かぎでもかけとけ。……なんだ、それ」

　だるそうに言い、カナギは詩人の手から盃を受け取ろうとした。ところが疲ひ労ろうのあまり視界が霞かすんで、カナギの指は空を切ってしまう。

　詩人はカナギの指がしっかりと盃をつかむまで待ってから、自分もゆるやかな所作で背もたれのない腰こしかけへと座る。

「湯で割った林りん檎ご酒しゆに樹じゆ蜜みつを入れたものです。今の君には、粥かゆより口にしやすいでしょう」

「くそ、知ったようなこと言いやがって」

　悪態を吐つきながら、カナギは薄うすい林檎酒に口をつける。ぬるい酒と樹蜜の甘みが臓ぞう腑ふにしみると、少しだけ視界が鮮せん明めいになった。詩人はカナギの様子を眺ながめ、優やさしげに目を細める。

「いつものことですから。わたしも君の病弱さにはすっかり慣れました」

「いいかげん覚えろ、俺の不調は病じゃない……！」

　いつもどおりに詩人を怒ど鳴なりつけようとしたとき、カナギは喉のどの奥にせり上がってくるものを感じた。明らかな血の臭いが鼻をつき、全身を悪お寒かんが走る。耐たえきれずに、カナギは盃を床ゆかへおいて激しく咳せきこんだ。

　すかさず席を立った詩人が、カナギの脇わきへ片かた膝ひざをついて包帯用に裂さいた敷しき布ふを渡わたす。

「相変わらずひどいですね」

「ほっとけ！……まだ、大丈夫だ」

　全身を襲おそう鈍どん痛つうに耐えながら、カナギはどうにか深い呼吸を繰り返す。詩人の押しつけてきた敷布でてのひらをぬぐうと、喀かつ血けつの痕あとが鮮あざやかに布へと移った。

　詩人は凪ないだ琥こ珀はくの瞳ひとみでその布を見下ろして言う。

「たとえ君が『大丈夫』ではない状じよう況きようになったとて、詩人たるわたしにできるのは、君の遺ゆい言ごんを聞いて君の心を軽くし、君の望む歌を詠うたって君の痛みを軽くすることくらいです。それにしても、今のここほど君の病弱さが目立たない場所もないでしょう」

「……まあな。変なことになった」

　カナギも同意し、大台所の中を視線で見渡す。

　ウゴルに乗っ取られたクオーリアが本ほん性しようを現したことで修しゆ羅ら場ばとなった議場から、カナギと詩人は負傷したミリアンをつれてどうにか逃れ出た。その後も『目』や『黒いゆりかご』派の魔導師たちに追われるうち、いつしか他ほかの負傷した魔導師たちと共に、この大台所へ立てこもることになってしまったのだ。

「他にも生き残った者はいるでしょうが、儀ぎ式しきのために本部は完全閉へい鎖さされています。内部の窮きゆう状じようは外へは漏もれないでしょうし、『黒いゆりかご』派には自分たち以外の生き残りを逃のがす気もないでしょう」

　詩人の言葉に、カナギは薄うす暗ぐらく苦く笑しようした。

「で、ここにいる奴やつらはけが人に老人、あとは若すぎる奴ばっかり、か」

　カナギの言うとおり、大台所にそろった魔導師の面々は枯かれたような老人か、まだ見習いの若者が多かった。あとはいつまで生きるかもわからないような重じゆう傷しよう者しやだ。

「ここにいる人員がまともに『黒いゆりかご』派と闘たたかっても、勝てる希望は薄いようですね。例外はおそらく、ミリアンですが──」

　詩人の口からミリアンの名を聞くと、カナギの心に怒りに似た熱い感情がわき上がり、彼は詩人をねめつけて言った。

「こいつは駄だ目めだ。今は動かせない、何があっても」

「彼女は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ごく穏おだやかな詩人の答えに、カナギは我に返って淡あわい苛いら立だちと羞しゆう恥ちを感じた。詩人は重傷のミリアンに闘えと言っているわけではないのに、どうして自分はむきになっているのだろう。

「……奇き跡せき的に、内臓は傷ついてなかった。でも、血がずいぶん流れたな……他にもあちこち打ってるし、骨も何本かいかれてる。俺にできることはした。助かるかは、知らん」

　説明しながら眺めるミリアンの肌はだは、色つやをなくしながらも熱のせいで赤らんでいる。

　彼女はこのまま死ぬかもしれない。薬くす師しとしての、もしくは多くの死に立ち会ってきた者としてのカナギの意識がそう告げる。

　頭の奥がじりじりと痛んで、カナギはてのひらで顔の半分を覆おおった。実に嫌いやな気分だ。深い崖がけの際きわを歩いているような感じがする。きっと、今の自分はひどい顔をしている。

（誰だれもが死ぬ……当たり前のことだ。なのにどうして、俺はひとの死に慣れないんだろう）

　死はすべての生き物に平等に降り注ぎ、残らず理り不ふ尽じんだ。

　どうにもやるせなかった。カナギはミリアンを見るたびに思っていたのだ。どうしてこの少女は、殺すことばかり覚えて生きなければならなかったのか。

　ミリアンは優しくて愛情深く、無む垢くでまっすぐだ。ミリアンの美点はすべて欠点にも数えられる類たぐいのものだが、それでも、カナギの目に映る彼女は本当に美しかった。

　カナギがずっと欲しくて手に入れることのかなわなかった、生き物としての正しさを、どこかへ帰ることのできる強さを、ミリアンは持っている気がした。

　なのに、やっと殺すこと以外の何かを覚えようとしはじめたときに、彼女は死ぬのだろうか。

　──また、自分は何もできないのだろうか。

　思考があまりに暗い方向へ転がり落ちていくのを感じ、カナギは無理やりに苦笑する。

「なあ、詩人。ミリアンの『練り直し』っていうのは、自分自身には使えないもんなのか」

「さて。わたしにもわかりませんが、少なくとも今のミリアンの状態では無理でしょう。練り直しに限らず、魔法を使うのに魔導師の心身の安定は最低条件です」

　詩人のなめらかな答えにはいつもどおり感情の色がなく、カナギはそれ以上何を言い返すこともできなくなった。詩人はいつでも真実を言う。そして真実はたいてい残ざん酷こくなものだった。

「……なんで、こいつなんだろうな」

　ほとんど無意識にカナギがつぶやく。首をかしげていた詩人が何かを返そうと唇くちびるを開きかけたとき、不意に他の誰かの声が響ひびいた。

「はいはい、こんばんはぁ。聞こえますか、ゴミクズ魔ま導どう師しのみなさーん。こちらは『黒いゆりかご』の先せん鋒ぽう隊隊長、リュリュと申します。はじめまして！」

　妙みような反はん響きようを伴ともなう声に、カナギは勢いよく顔をあげた。

　大台所のあちこちでも、魔導師たちが声に反応して体を起こした気配がする。

　カナギは床へおいていた剣けんを取ると、耳を澄すませながら詩人に訊きいた。

「どこだ！」

　歌うたいとしての聴ちよう力りよくを発揮したのか、詩人は迷いなく平へい炉ろ脇の壁を指さす。

　煤すすけた石壁にはいくつかの孔あなが空いており、孔をふさぐ木製の蓋ふたは開けっ放しになっていた。

「あそこです、カナギ。食堂から繫つながる伝声孔こう。食堂から料理人への注文を通すためにもうけられているものですよ」

「おい、誰か！　食堂ってのはどこにある！」

　振ふり向いたカナギが叫さけぶと、老いさらばえた小さな老人が、伸のび上がって答えた。

「いくつかあるがのう。一番大きい大食堂は二階じゃの」

「ここは地下一階か。……近いな」

　カナギが苦くつぶやいた直後、再び伝声孔から女のものらしき声が伝わってくる。

「さて、皆みなさんは今、あたしがどこにいるかって話題でもちきりかなあと思います！　まあそんなことはたいした問題じゃないんです、だってあたし、もうすぐそっちに行きますから。目的はもちろん、皆殺しってことになってますので、よろしくお願いしまーす！」

　やけに明るい声と、告げられる内容の落差があまりにひどい。悪わる酔よいしそうな気分で顔をしかめるカナギのことなど知らず、声はなおも続けた。

「ただし、条件がひとつ。そこに、覚かく醒せい位い魔導師のミリアン・カレスティアがいますね？　ぱさぱさした金髪に、赤紫色の瞳の女の子。ウゴル様は彼女の体をご所しよ望もうです。ですので、おとなしく彼女を差し出したなら、ゴミクズ魔導師さんたちにも『黒いゆりかご』に入団して楽園を見る試練を受けさせてあげますね。ってことで、あたしたちがそっちへ行く前に、充じゆう分ぶん相談しておいてください。それでは！」

「なんだ……と……？　おい、お前！」

　カナギは伝声孔に駆かけ寄って叫んだが、もう声は返ってこなかった。

　怒いかりで目の前がちかちかし、カナギは伝声孔の蓋を折れるほどに握にぎりしめ、どうにか気持ちを落ち着かせようとする。そうでもしなくては爆ばく発はつしてしまいそうだったのだ。

　充分には気が静まらないうちに、カナギは周囲の強い視線を感じて顔をあげた。

　見渡すと、薄うす闇やみで魔導師たちの瞳が光っている。魔導師たちはミリアンと、カナギたちを見ていた。誰もが、恐きよう怖ふと希望と生への渇かつ望ぼうで、ぎらついた目をしていた。

「──なんだ？　変な目で見てくれるなよ」

　カナギは度を超こした怒りに、思わず薄く笑って言う。切れるような笑いだった。

　魔導師たちに戸と惑まどいの気配がちらと見え、頭に包帯を巻いた魔導師が慎しん重ちように切り出す。

「そう嚙かみつくな。その子がお前の身内なのは知っている。しかし……見ろ、ここにいる人間を。……どう思う。今すぐ、まともに闘える人間がいるか？」

「いる。俺だ」

　即そく答とうしたカナギに、魔導師は思わず言葉を失う。

　カナギが魔物によって呪のろわれた瀕ひん死しの体であることは、先代闇魔法教会教主が開いた総会によって闇魔導師たちに知らされていた。人々の困こん惑わくが深まり、魔導師は声を荒あらげる。

「お前はただの人間だろう！　いいかげんにしろ、もはや意地と勢いでどうにかなる段階ではない！　ウゴルの魂たましいが蘇よみがえったのは、世界の落日の先さき触ぶれだ！　灼やける水のせいで我らが守っていた世界の秘密や知識は失われ、高位の闇魔導師もまた……ほとんどが死んだ！」

「だからどうした。死んだ奴は死んだ、お前らは瀕死だ。だからどうした？　だから、ミリアンを差し出して命いのち乞ごいをするのか？」

　強すぎる怒りに、カナギの声はかえって平へい坦たんになった。それがまたなんとも恐おそろしく、魔導師たちは緊きん張ちようを高める。魔導師はどうにか言う。

「違ちがう……交こう渉しようをしよう、というのだ」

「交渉？　ウゴルとか？　お前ら自身が、絶対にウゴルには勝てないって言ってる状態での交渉に、一体なんの意味がある？　お前ら魔導師だろ。無力な人間に、お慈じ悲ひを投げ与あたえてきた人間だろ？　お前らの常識で考えてみろよ。奴は……お偉えらくてすっかり狂くるってる魔導師のウゴルは、自分にとってなんの価値もない、無力なお前らとまじめに交渉するような奴か？」

　カナギに反論する者はおらず、人々の間では不安と絶望の色ばかりが濃こさを増した。

　魔導師たちの強い視線を受けながら、カナギは眠ねむるミリアンの前に立って淡たん々たんと言う。

「俺は薬師だが人殺しだ。俺の身内に手を出そうって言うんなら、たとえ俺が治ち療りようした相手でも斬きって捨てる」

　言い切ったときには、ごまかしようもない殺気が、ゆるゆるとカナギからにじみ出ていた。平炉の炎ほのおがカナギの瞳ひとみを冴さえ冴えと光らせて、魔導師たちは肌が粟あわ立だつのを感じる。

「……正気じゃない」

　おびえた魔導師のつぶやきに反応し、今度は詩人が小さく笑う。

「ひとというのは本当におもしろいものですね。己おのれが生き残るために同族の少女を生け贄にえに出そうという者が、身内を守るために剣を取る者を正気でないと断ずるとは。どちらもあまりに人間的だ。そこに善悪を定めはしませんが、わたしはひとつだけ忠告をしましょう。──師よ、カナギは斬ると言ったからには、間違いなく斬りますよ」

　詩人の平へい穏おんな声も、今は場を和なごませる力を持ってはいない。

　緊張をはらんだ大気に、ちりちりと鈴すずの音に似た優やさしい音が鳴った。

　魔導師たちが一いつ斉せいに見やった壁には、魔導師の作る札が貼はりつけてある。これは片割れを別の場所へ貼っておくと、片割れの傍そばへ魔法力を持った者が近づいてきたのを教えてくれるのだ。

「──どうする、近くまで来たぞ」

　青ざめた魔導師が辺りを見回すが、返ってくるのは沈ちん黙もくのみ。

　カナギは自分の剣を剣帯に差し、敵から奪うばっておいたもう一本の短い剣を手にして、ミリアンの傍かたわらに座った詩人を見下ろす。

「詩人、お前は何があってもミリアンを守れ。いいな？」

「ええ。カナギ、君には祝福を。君に向く剣はすべて錆さび、害成なす言葉は枯かれ果てるよう」

　詩人の声を背後に聞いて、カナギはまっすぐに扉とびらへ向かった。いくらかの長卓や椅い子すを積んで防ぼう壁へきとしてあったものをのけてかんぬきを外し、とっとと廊ろう下かへ出て行く。

　カナギの出て行く姿を見送った魔導師たちの間には、居い心ごこ地ちの悪い雰ふん囲い気きが残された。

　まだいくつかのぎらつく瞳がミリアンのほうを向いていたが、詩人はまったく気にせず少女の額に浮うかぶ汗あせをふいてやっている。

　詩人が汗をふき終え、ミリアンの毛布を直してやろうとすると、少女は薄く目を開いた。

「……ソラ」

「おや、ミリアン。気づきましたか。気分はどうです？」

　しごく優しい声で言い、詩人の冷たい指がミリアンの頰ほおに触ふれる。彼女は発熱のせいで熱いため息をついてから、とぎれとぎれに言った。

「魔法、の気配、が……する。怖こわい……」

「それは『黒いゆりかご』の魔導師のものでしょう。ついそこまで来ているようですから。けれどミリアン、今は何も気にせずに眠るときです。魔導師たちの相手はカナギがしますよ」

　カナギの名を聞いて、ミリアンは目を瞠みはった。恐怖と混乱がミリアンの瞳の中に映りこみ、やがて彼女はあえぐように言う。

「カナギ……が？　魔導師相手に？　ひとり、なの？」

「そうです」

　あっさりとした詩人の答えに、ミリアンはぎゅっと目をつぶって囁ささやく。

「私……行かないと、助けないと……カナギ、死んじゃう」

　心身に痛みを感じているであろうミリアンの様子にも、詩人は動じなかった。詩人は慈いつくしむ所作でミリアンの頰をなでてやりながら、優しくも淡々と言う。

「ミリアン、君は傷ついている。カナギは君を守るために闘たたかいに行ったのですから、たとえ彼が死ぬことになろうとも、君は受け取らなければ駄だ目めですよ」

「何……？　受け取るって、何、を？」

「彼の気持ちです」

　詩人に言われたとき、ミリアンの透とう明めいな瞳からは不意に涙なみだが零こぼれた。混乱のせいか、詩人の平静さのせいか、まだ残っているおびえのせいか。涙の理由はおそらく、ミリアン自身にもよくはわからないのだろう。少女は小さく震ふるえて、虚うつろにつぶやく。

「わからない……そんなもの、知らない……。私、行かないと……助けないと……全部、駄目になる、きっと、嫌きらわれる」

　詩人はミリアンの顔を少し不思議そうにのぞきこみ、静かに微笑ほほえむ。

「嫌われる、ですか。……カナギが聞いたら泣きますね」


◆



　大台所前の廊下に出た時点で、カナギの体調はいつもどおり最悪だった。

　全身は痛みを抱かかえてひりつき、左手は膿うんでしまってまともにものを握ることができない。

（まあ、本当にいつもどおりだな。いつ死んでもおかしくないんだから、こんなもんだろう）

　冷静に考えて、カナギは利きき手の剣けんを握り直す。呼吸は正常、心は不思議に落ち着いている。

（……いつもより落ち着いてるくらいか。なんでだ？）

　カナギがいささか不思議に思ったとき、真っ暗な廊下の向こうで足音が響ひびいた。

　ほとんど闇に沈しずんだ廊下に、カナギは強い視線を投げる。

　足音が近づいてくるのは、一階から続く階段のほうからだ。迷いなく進んでくる足音は複数、重装の者も数人交じっている。それだけの情報をカナギが足音から読み取った直後、石の階段に淡あわい明かりが零れ、やがて廊下の端はしに『黒いゆりかご』の魔ま導どう師したちが姿を現した。

「あら、お迎むかえご苦労様。あんた、印持ちのカナギね。あたしはさっき挨あい拶さつしたリュリュよ。ミリアン・カレスティアを引き渡わたす用意はできた？」

　低めだが華はなやかな女声を響かせたのは、ばかばかしいほどに派手なドレスをまとった女魔導師だ。歩くたびに角灯の淡い光でドレスの貴石が光り、帽ぼう子しが揺ゆれ、帽子の隙すき間まから零れたこれまた派手なバラ色のくせ毛が躍おどる。染めているのか地毛なのか、バラ色の髪かみはほっそりとしたリュリュの腰こしあたりまであった。

　普ふ段だん着ぎというには華か麗れいすぎる出いで立ちのせいでか、妙みように明るい声こわ音ねのせいでか、帽子で顔が見えないせいでか、リュリュはどこか喜劇役者めいても見える。存在に現実感がないのだ。

「残念ながら、ミリアンの髪の毛一本もお前らの自由になる予定はない」

　角灯が照らす女の姿を見てわずかに目を細め、カナギは淡々と言う。

「じゃあひょっとしてあんた、あたしたちと闘うために出てきたの？　他ほかの魔導師は？」

　心底意外とでもいうような声を出し、リュリュはしなやかな所作で細い腰に片手をあてた。

「ここにいる魔導師どもは全員度を超こした平和主義者みたいだな。闘いたくないんだそうだ」

「みんなして怖おじ気けづいたのね。あたしが怖いのはわかるけど……無ぶ粋すいだわ」

　カナギの言葉にリュリュは苦くつぶやき、自らの左手の爪つめを軽く嚙む。その拍ひよう子しに、リュリュの左手についているこれまた派手な装そう飾しよく品がカナギの目についた。

　中指の指輪と手首の腕うで輪わを何本かの鎖くさりで繫つないで、手の甲こう全体を覆おおう形の装飾品である。濃のう紺こんや深しん紅く、琥こ珀はく色いろなど色とりどりの大きな石をいくつも配した見るからに高価な代しろ物ものだ。

（あの飾かざりの中に、こいつの魔法石があるのか？……それにしたってばかみたいに飾り立てたもんだな。一体どれが本命の魔法石なんだかさっぱりだ）

　魔導師は己おのれの魔法石を頼たよりに魔法を使う。最近の経験でカナギも魔導師と魔法石の関係くらいは理解したが、どれが魔法石でどれが普通の宝石かの見分けはつかなかった。

　カナギの視線を気にしているのかいないのか、リュリュは前まえ触ぶれもなく身を翻ひるがえす。

「やーめた。やっぱりあたし、帰るわ」

「おい、なんの冗じよう談だんだ、リュリュ！」

　慌あわてて声をあげたのはリュリュについてきた魔導師のほうだ。カナギもまた怪訝けげんな顔になって見つめる中、リュリュは猛もう然ぜんと魔導師にくってかかる。

「やめるって言ったの！　だって美しくないじゃない！　あたしは華麗に闘って華麗に勝ちたいわけよ。浪漫ロマンとか拍はく手しゆとかが欲しいのよ。そうじゃなきゃ闘う意味なんてないの、美しくないんなら寝ねてたほうがマシ！　なのにどう？　皆みな殺ごろしの対象になってる魔導師どもは自尊心も忘れて立てこもってるし、出てくるのはこんな死に損ぞこないだし！」

「……待て。その死に損ないってのは誰だれのことだ」

　聞き捨てならないひとことが聞こえてしまい、カナギはもとより悪い目つきをさらに凶きよう悪あくにした。漂ただよう殺気も気にせず、リュリュはくるりと振ふり向いてカナギをまっすぐ指さした。

「あんた以外の誰がいるのよ！　言っとくけどね、あたし、難病ものとか嫌いなの」

「俺も大っ嫌いだ！　俺はあんな強制お涙ちょうだい物語とは一いつ切さい無む縁えん、全身どう見ても健康体だ！　そのわけわかんねえ帽子は山羊やぎにでも食わせて、目ぇ開いてよく見ろ、この変態！」

　負けじと怒ど鳴なったカナギに、リュリュはしばらくぽかんとしていた。

　やがてカナギの言葉の意味がしみてくると、リュリュは突つっ立ったままわずかに震える。

「……今の、何……？　ひょっとして、あんた、まさか、このどこからどうみても完かん璧ぺきに美しいあたしのことを、変態呼ばわりしたわけ!?」

「当たり前だろうが！　だってお前、どう見ても男だろ！」

　カナギが力の限り叫さけんでやると、むしろリュリュについてきた魔導師たちがのけぞった。

「……え？　男？」

「そう……なのか？　いや、しかしどう見ても女では……」

　一歩引いて囁きあう魔導師たちは放ほうっておいて、リュリュは未いまだ衝しよう撃げきに震える唇くちびるを不満そうに歪ゆがめる。

「信じられない……どこからどう見たらあたしが男に見えるの？　今日だってあたし、朝から昼すぎまでかけて完璧な着付けをしたのよ！　おかげで籤くじの儀ぎ式しきにも出なかったんだから！」

「着てるものの問題じゃないだろう！　お前、どう見ても男の骨格だぞ！」

　薬くす師しという職しよく業ぎよう柄がら、および個人の性格として、カナギは洋服より人間の骨格のほうが目につくたちだ。カナギに容よう赦しやなく指し弾だんされ、リュリュの衝撃は完全に怒いかりへ変わる。

「この変態ッ！　どうして骨格なんか見るの！　外面を見なさいよ、綺き麗れいじゃない！」

「変態に他人を変態呼ばわりする権利はない！　大体その妙な服のどこが綺麗だ！　邪じや魔まなだけだろうが！」

「邪魔ですってぇ!?　服が邪魔!?　なんて即そく物ぶつ的な男なの！　去いね、女の敵！」

　何が即物的だ、そもそも貴様も男だろうが！　と、カナギが言い返す前に、リュリュは装飾品をつけた手の甲を自身の目の前へかざす。

　つややかな唇が呪じゆ文もんを唱え出すのに気づき、カナギは地を蹴けった。

（呪文が完成する前に斬きり捨てる！）

　一気に距きよ離りをつめたカナギの間合いに入る直前、リュリュは手を一いつ閃せんさせる。

　刹せつ那な、カナギの視界が白く灼やけた。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの風景が消え、鼻び腔こうを甘い香かおりが満たす。続いて世界は青紫色の夕暮れに包まれた。

　気づけばカナギはひとりで不思議な夕暮れの街にいる。影かげ絵えのような石造りの街に人影はなく、空は不自然なまでに鮮あざやかな茄子なす紺こん色から、遠い山々の稜りよう線せんの橙だいだい色いろへと美しい変化を見せていた。うっとりするような香りが漂う無人の街に、どこからともなく淡い色の花びらが舞まう。

　実に幻げん想そう的な風景ではあったが、カナギは足を止めなかった。

（どうせ幻影だ）

　瞬しゆん間かん的に決めつけ、幻影を見る直前の記き憶おくに従って、リュリュのいるであろう場所へ向かって斬りつける。

「ひ……」

　息を吞のむ声が聞こえ、すぐさま世界はひっくり返る。

　幻影はかき消え、カナギの目の前では、派手なバラ色の髪をいくらか斬り落とされたリュリュがひきつっていた。

　間を置かずにカナギは剣を返す。

　リュリュは帽子を押さえてすばやく身を低くし、間かん一いつ髪ぱつでカナギの剣を避よけた。そのまま華麗に身を翻し、他の『目』や魔導師たちの背後へと回りこむ。

「……おい。リュリュ……お前の技わざは、今ので終わりか？」

　拍子抜ぬけした魔導師たちがリュリュに訊たずねる、その隙すきにカナギはさらに踏ふみこんだ。

　剣風に気づき、それなりの体術をも修めている二人の闇魔導師は、それぞれ別の方向へとカナギの一撃を辛からくも避ける。代わりに、魔導師たちを守ろうと『目』が前へ出た。

『目』のひとりが狭せまい廊下にもかかわらず大剣を振り回す。カナギは床ゆかを蹴って後方へ避け、カナギを無理に追おうとした『目』の剣は、がつ、と音を立てて石壁を補強する木の梁はりへ食いこんだ。

『目』が反射的に剣を梁から外そうとした間に、カナギの剣が『目』の脇わき腹ばらに突き立つ。

「ぐぅ……」

　うめいてひとり目の『目』が倒たおれ、その後ろから二人目がカナギめがけて斬りかかる。カナギが優勢の立ち回りに、リュリュは一番後方でわめき散らした。

「ひどい……ちょっとあんた、あたしの眩げん惑わく魔法、どうして効かないの！　普通の感性だったら、あそこでうっとりして立ち止まるはずなんだけど！　ひょっとしてものすごい鈍どん感かんなの？　信じられない……うう、芸術的なのに……綺麗なのに……ッ！」

「リュリュ、他に有効な技を持っておらぬなら、せいぜい黙だまっておれ！」

　仲間の魔導師に叱しかられ、リュリュはふてくされたように腕を組んで舌打ちをする。

「どいつもこいつも美学がないわねぇ。……まあいいわ。あんたたち、やっておしまい！」

　リュリュに言われたから……というわけではないのだが、『黒いゆりかご』の魔導師は釈しやく然ぜんとしない顔のまま、手の甲に巻きつけた護ご符ふの魔法石に触ふれて呪文をくちずさんだ。

「──は太陽、煮にえたぎった天の炉ろより零こぼれた火種よ、煮に炊たきの炎ほのおを神の槍やりへと変えよ！」

　自分の剣けんを抜ぬくと同時にもうひとりの『目』を斬り倒したカナギに向けて、魔導師は炎の魔法を放つ。

　直後、カナギの眼前に灼しやく熱ねつの力場が生まれ、カナギの体は後方へ弾はじきとばされた。

「──ッ！」

　何度か転がって起きあがろうとするも、不意に強まった呪のろいの痛みに目がくらみ、カナギは膝ひざを崩くずして咳せきこむ。

　カナギの失調を見たリュリュは、ここぞとばかりにない胸を張った。

「ほーら見なさい。あたしのこと、変態だなんて言った罰ばつよ！」

「……おぬしは見事なまでに何もやっておらんだろうが……」

「噓うそ、あたしだって色々やったじゃない、がんばったじゃない！　あたしたち仲間じゃない」

「よっ、よせ！　触さわるな、抱だきつくな！」

　リュリュに抱きつかれた魔導師が真っ青になっている間に、カナギの後方では大台所の扉とびらが開いた。

「カナギ」

　聞き間ま違ちがいようのない柔やわい声に、カナギは床に片膝をついて振り向く。

　大台所から出てきた詩人が、腕うでに毛布でくるんだミリアンの体を抱いていると知り、カナギの顔色は最悪になる。

「しじ……ばか、お前何やってんだ！」

　渾こん身しんの力で怒鳴りつけるが、詩人が穏おだやかな無表情を変えることはない。詩人の手で廊下へそっと下ろされたミリアンは、見たところまだ熱と薬でもうろうとしているようだった。

　潤うるんだ視線だけをカナギに向けるミリアンを見下ろして、詩人は告げる。

「ミリアンが、どうしても君を見捨てられないと言うので、連れてきました。彼女にはっきりと望まれてしまえば、わたしは従うしかありません」

「お前らなあ……！　いいかげんにしろ、闘たたかえないならせめておとなしくしてろ！」

　カナギは怒りとやるせなさのあまりめまいを感じた。

　とにかく、ミリアンに危害が加えられる前に目の前の敵を片づけるしかない。

　カナギは床に落ちた剣を手て探さぐりで取り直し、敵の魔導師たちをねめつけた。自分の中の殺意にすがるようにして、カナギはゆっくりと立ち上がる。

　対する『黒いゆりかご』の魔導師は、哀あわれむように目を細めて魔法石の護符を構えた。

「涙なみだぐましいな。むしろ、あまりに哀れだ。手っ取り早く救いを与あたえてやる」

「……待って」

　そのとき不意にリュリュがつぶやき、魔導師を押しのけて一歩前へ出る。

　魔導師は不快げに眉まゆを寄せ、リュリュを押し戻もどそうとした。

「ろくに魔法力のない変態は黙っていろ！」

「だから変態じゃないって言ってんでしょうが！　そうじゃなくて……ねえ、あの白はく髪はつの超ちよう絶ぜつ美形は誰だれ？　何者？」

　いきなり襟えり首くびをつかんでつめよってくるリュリュともみ合いながら、魔導師は叫ぶ。

「あれは奴やつらの一行の詩人であろう！　とっとと片づけて覚かく醒せい位い魔導師を手に入れるぞ！」

「だから！　やめろっつってんだろうが、このボケ！」

　突とつ然ぜんまともな男声に戻って叫び、リュリュは襟首をつかんでいた魔導師の顔面を殴なぐりつけた。

　硬こう度どの高い魔法石の指輪をした拳こぶしでの打だ撃げきは相当痛い。

　膝を崩してよろめく魔導師を尻しり目めに、リュリュは力ちから一いつ杯ぱい怒ど鳴なった。

「無理！　あんな美形殴れるわけねえだろーが！　美は力、美は正義、美は絶対だ！　奴は俺の美形限界値を軽く超こえた！　というわけで、貴様らがあれを倒すとかほざく限り、俺は貴様らを裏切る！」

「……詩人。やっぱり俺、魔導師とは本質的に相あい容いれないような気がしてきた」

　げっそりしたカナギがつぶやくと、詩人はリュリュを見つめて答える。

「闇魔導師の価値観は千差万ばん別べつですからね。しかし彼、わたしよりむしろ、ミリアンを必死に見ていたようでしたが」

「……なんだって？」

　カナギが顔を歪ゆがめて問い返したとき、リュリュは確かにミリアンを見やった。

「ねえ、その子が噂うわさのミリアン・カレスティア？　それって本名？　もっとちゃんと顔が見たいんだけど。あと、石も」

　カナギたちに問うてくるリュリュの声はいかにも真剣だ。カナギはリュリュの真意を測りかねて沈ちん黙もくしたが、生き残りの二人の魔導師は嚙かみつかんばかりに叫ぶ。

「リュリュ！　裏切りは死をもって償つぐなえ！」

「だからうるさいって！　あんたらはいい夢でも見てなさい！」

　うっとうしげに叫び、リュリュは左手の装そう飾しよく品を掲かかげる。空いた手で装飾品の赤い石を押さえて呪文をくちずさむ。リュリュの唱えた呪文を聞き取った魔導師が、すかさず自分の石を取り出して対たい抗こう呪文を唱えた、その直後。

　リュリュは指を赤い石から琥こ珀はくの石へと移す。見ていた魔導師は顔を歪めた。

「おぬし……まさかその宝石、すべてが魔法石か!?」

「はあい、そのとおり！」

　リュリュが帽ぼう子しの陰かげで笑い、辺りを閃光が包む。リュリュと相対した魔導師は幻げん影えいに巻きこまれて棒立ちとなり、もうひとりは数歩退いて集中をやり直す。

　幻影を免まぬかれたほうの魔導師が再度呪文を唱えようと唇くちびるを開いたとき、彼の首筋辺りで風が吹ふいた。空気を吸いこもうとすると、喉のどから風が吹きこむ。一瞬遅おくれて、魔導師の喉からは鮮せん血けつが噴ふき出した。カナギが斬きり裂さいたのだ。

　喉を斬られた魔導師が倒れる前に、カナギは棒立ちになっているもうひとりの魔導師を、容よう赦しやなく背中から斬り捨てる。

「あら、意外と強い──」

　笑ってカナギを褒ほめ称たたえようとしたリュリュを、カナギは脳天から斬り下ろす。

　鉄の匂においの風にあおられ、リュリュは呆ぼう然ぜんと突つっ立った。

　何かが断たち切れた音はした。しかし、リュリュは倒れない。帽子のつばすら斬れてはいない。

　──数秒後、固い音を立てて床に落ちたのは、リュリュの魔法石がついた装飾品だ。

　装飾品の留め金二カ所が正確に叩たたき斬られているのを視線で確かく認にんし、リュリュは静かにひきつった。カナギがほとんど死相を浮うかべて膝をつき、咳きこむのを見下ろし、リュリュは囁ささやく。

「……意外と、じゃなくて、異常だわ、あんた」


◆



「と、いうわけで。皆みなさん、改めてよろしく？」

　リュリュとカナギが即そく席せきの連係で、襲しゆう撃げきしてきた『黒いゆりかご』派魔導師を全ぜん滅めつさせた後。

　カナギたちのいる大台所には、魔法石を取り上げられ、両手を後ろ手に拘こう束そくされたリュリュが新入りとして加わっていた。

　リュリュに対する疑念と不安を漂ただよわせる魔導師たちの中、カナギはしかめっ面つらでミリアンの傍かたわらにいる詩人に声をかける。

「詩人。命にはかかわらないうえに手軽でつらい拷ごう問もん方法って知ってるか？」

「君のご要望に沿った拷問法でわたしが知っているものと言えば、顔関係で四五種類、手足関係で五七種類、心理的な合わせ技わざが一七種類、どれもおもしろくてためになる小話つきです」

　しれっと詩人が答えると、床ゆかに座りこんだリュリュは憤ふん慨がいして声をあげた。

「ちょっと！　拷問なんかしなくたって、あたしはどんなことだって話すわよ。あたしは本当に美しいものの味方なの。詩人さんの顔に感動したからこそあたしは『黒いゆりかご』を裏切ったのよ、それだけなの。いいかげん信じなさいよ、この女の敵！」

　リュリュが怒鳴りつけたのはもちろん、詩人ではなくカナギのほうだ。

「だから何がどうして俺が女の敵になる！　お前みたいな変態こそ全世界の敵だろうが！」

　うっかりカナギがまともに取り合うと、リュリュは態度をさらに悪くした。

「はあ？　どうして男が女の服を着たら変態になるのよ！　女の子の服なんて、男の服より表面積が広くて飾かざりが多くて無意味で動きにくくて、ものすごくかわいいじゃないの！」

「わからん！　貴様の脳みそにはかわいいかどうかしか物事の判断基準がないのか！」

「ないッ！」

「ッ…………！」

　リュリュに力の限り断言されて、カナギは思わず鼻白む。

　その様子を眺ながめていた詩人は、興味深げにひとりごちた。

「……おもしろい。カナギ、君はあまりに感覚的な主張には言い負けるのですね。わたしが君に反論されるのは、わたしの詩にもそれなりの理り屈くつがあるからなのでしょうか」

「詩人、お前は下手な分ぶん析せきしてないで尋じん問もんを手伝え！　鏡があったら持ってこい」

　カナギはいらいらと叫び、革帯からほんの小さな、人差し指ほどの刃は渡わたりの短たん剣けんを抜ぬいた。短剣の刃を指で確かめるカナギを眺め、詩人は答える。

「この辺りは使用人の使う階です。台所や洗せん濯たく室で鏡を見る人間はいませんよ」

「それもそうか。じゃあお前が、そのなめらかな舌でこいつの顔が今どうなってるのか、事細かに解説してやることだ。俺はこいつと手っ取り早い信しん頼らい関係を築く」

　面めん倒どうくさげにうなずき、カナギはリュリュの傍らへ片かた膝ひざをついた。何やら不ふ穏おんな気配を感じ、リュリュは床をはいずって少しだけ後ずさる。

「ちょっと、あんた……何する気？　話なら、するってば」

　不安を隠かくせない声を出すリュリュは、帽子で顔を隠しているせいもあってまったくの女性に見える。腕や腰こし回まわりも華きや奢しやだし、まだ成人したての一五、六歳なのかもしれなかった。

　そのような歳としで魔導師をやっている者も珍めずらしいが、だからといって容赦してやる気はカナギにはない。長く緊きん張ちよう状態に置かれているカナギの精神は乾かわききっていて、ごく自然に酷こく薄はくな声を出すことができた。カナギは無表情で淡たん々たんと言う。

「話はする？　信じてくれ？　そう言う相手を信じられるようになるには、本当はちょっと時間が必要だ。でも俺たちにそんな時間はない。わかるな？　いいか、とりあえず、本気で喋しやべりたくなるまでは、何も話さなくていい。お前、綺き麗れいな顔が自じ慢まんな類たぐいの人間なんだろ？」

　カナギの瞳は暗く、揺ゆるがない。カナギが本気だと気づいたのか、リュリュの顔は青ざめた。

　詩人もカナギを特に止めるでもなく、白い硬こう質しつな顔をさらしてたたずむばかりだ。自分が出て行って尋問を引き受けようとも言わない。いくら優やさしげに見えようと、詩人もまた壊こわれた倫りん理り観の持ち主なのだ。

　嫌いやな緊張感の漂う大台所で、詩人の傍らに横たわるミリアンだけが息苦しさに震ふるえている。

（嫌……駄だ目め）

　ミリアンは恐きよう怖ふにさいなまれ、うっすらと目を開けてカナギと詩人を見た。

　カナギがすごく、怖こわい顔をしている。闘たたかっているときよりも、もっと怖い顔だ。

　カナギもミリアンもひとなど山ほど殺してきたのに、なぜだかミリアンはカナギが陰いん湿しつな殺気を漂わせているのが嫌でたまらない。

　カナギは、あんな顔をしていては駄目だ。なぜだかは知らないけれど、駄目なのだ。

　ミリアンは思わず、そばにたたずんでいた詩人の衣ころもをつかんだ。

「ソラ……」

「どうしました、ミリアン。もう少し眠ねむっていたほうがいいですよ。これから少しうるさくなるやもしれません」

　詩人は身をかがめ、ミリアンに優しく囁く。やはり、詩人はカナギに反対する気はない。どうしよう。どうしたら詩人とカナギを止められるだろう。熱と痛みに冒おかされた頭で、ミリアンは必死に考える。考えた末に、彼女は小さな声をふりしぼって言った。

「……ごはん」

「……はぁ？」

　思い切り顔をしかめて、カナギがミリアンを見やる。詩人もゆるりと瞬しばたたいて、少女に問うた。

「食欲があるんですか、その状態で？」

　詩人とカナギの注意が自分に向いたのを感じ、ミリアンは細く安あん堵どの息を吐はく。そして慎しん重ちように首を横にふると、渾こん身しんの力で腕を持ち上げて、カナギを指さす。次には、リュリュを。

「二人に。きっと……おなか減ってる、から……」

「…………あのなあ、ミリアン…………」

　ミリアンの言葉を聞き、カナギは心底ぐったりとして自分の額をてのひらで覆おおった。

　指さされたリュリュも、あっけにとられてミリアンを見つめている。詩人はひとりで妙みように楽しそうに微笑ほほえんで、カナギを見やって言葉を投げた。

「なるほど。確かに道理だ。カナギ、君、最後に食事をしたのはいつですか」

「忘れたよ、そんなもん！」

「それでは怒おこりっぽくなって当たり前ですよ。そう、せっかくの台所なのだし、食事の用意でもしましょう。尋問はそれからです。リュリュ、君も空腹でしょう？」

「別に……そんなこと、ないけど……」

　詩人のけた外れの美び貌ぼうに微笑まれ、リュリュはしどろもどろになる。詩人はもちろんそんなことは気にせず、台所の隅すみに歩み寄っては積まれた麻あさ袋ぶくろやかごの中身を確認して続ける。

「負傷者も多いのだし、栄養のつくものにしましょう。シマシマヒヨコ豆と大麦を三種の香こう草そうで煮にこんだ粥かゆがいいでしょうかね」

「……詩人……そこで変に凝こらなくていいんだ」

　肩かたを落としてカナギが詩人をにらみつけると、詩人は優しく瞬く。

「カナギ、シマシマヒヨコ豆には造血を助ける作用があると言われていまして」

「……作ってこい、シマシマヒヨコ粥」

　力なく詩人に手をふり、カナギは床へと座りこんだ。だるそうにため息を吐つく彼からは、殺気が綺麗に消え去っている。リュリュは困こん惑わくの様子でカナギたち三人を眺めて言う。

「あんたたちって……剣けん吞のんなんだかほのぼのなんだか、さっぱりよくわかんないわねぇ」

「正直俺にもよくわからん。とりあえず……俺のやる気が失うせてるうちに、あらいざらい喋っとくのが得策だと思うぞ。『黒いゆりかご』に入った理由とか、突とつ然ぜん裏切った理由とか。……俺が納なつ得とくしやすいように喋れ」

　カナギの疲つかれ果てた声に帽ぼう子しの陰かげで瞬まばたきながら、リュリュは少し慌あわてて口を開く。

「そんなこと言われたって、あたし本当のことしか言えないもん！　えーっと、あたしが『黒いゆりかご』に入った理由は……多分、知りたかったからかな。あたし、世界の秘密を知りたかったの」

「世界の秘密だ？　なんだそりゃ」

「世界の成り立ちの秘密のことよ。『前世界』はどんな世界だったのか、とか、今のこの世界はどんな形なのかとか、神の都の場所とか、そういうの。魔ま導どう師しは『知の貴族』、世界の秘密を全部知っている、なんて言われてるけど、そんなのは噓うそっぱち。ほんとに全部を知ってんのは高位魔導師のひと握にぎりで、あたしたち下っ端ぱは目め隠かくしされたまま、神秘の端はじっこをかじっておしまい。あたしはそういう、何かのちっちゃい一部として働くってのは嫌だったの」

　リュリュがせっせと語る話に、カナギはどこか共感できないものを感じた。神の都の場所は、カナギとて知りたい。それは彼が神に願いを叶かなえてもらいたいからだ。

　しかし、『前世界』の姿や、この世界の形を知ってどうなる？　もちろん知る喜びは味わえるだろうが、それが『黒いゆりかご』に身を捧ささげる理由になるのだろうか。カナギは問う。

「で？　それがどう『黒いゆりかご』に繫つながるんだ。入団したら、その世界の秘密とやらを教えてもらえるって話だったのか？」

「そうよ。噂うわさだと『黒いゆりかご』は、入団したら団長のウゴルからすべての秘密を聞けるんだって。結社内での序列とかはあっても、知については平等だって、そんな話だったから。でも、実際入ってみたら色々気持ち悪くってね。結局あたし、世界の秘密は見せてもらってないの。ウゴルから世界の秘密──奴やつらは『楽園』についての記き憶おくだって言ってたけど、とにかくそれを見せてもらった奴ら、変になるんだもん」

『楽園』を見た魔導師たちのことを思い出しているのか、リュリュの口調は少し沈しずむ。

「変にぼんやりしてさ。感情が薄うすくなって、口調がみんな同じになってきて……あれじゃ、平等どころか単なる同化。あたし、平等はいいと思うけど、同化は嫌きらいよ。気味が悪いから『楽園』は見ないよう逃にげてたわ。で、それがばれる前にうまく『黒いゆりかご』から抜けられそうなときを狙ねらってたってわけ。……やっぱりあそこは変よ」

　カナギはリュリュの言い分に少しだけ安心してうなずいた。リュリュが『黒いゆりかご』から離り反はんする時機をみはからっていたというのなら、あの唐とう突とつな裏切り方にも多少は納得がいく。

「なんだ、じゃあ美形がどうのってのは、単に逃げるための口実か」

　少し口調を和やわらげてカナギが言うと、しかしリュリュはきっぱり首を横にふった。

「いーえ。あたしが美形の味方なのは本当。ねえ、あの詩人さん、本当にすごくない？　男よね？　本物よね？　大理石製とかじゃないわよね？」

　突然と軟なん派ぱな勢いになったリュリュに、カナギはげっそりと返す。

「お前、本気でああいうのが好きなのか？　いいぞ、大理石製かどうか、ちょっとくらい削けずってみても。あいつ痛覚鈍にぶいみたいだし」

「やめてよ、そんなのもったいなくてできない！　彼はこう、台座でも作って飾かざっとくんで充じゆう分ぶんなの。詩人さんの綺麗さは、男女とか人間とか、そういう問題を超こえてるもん！」

「……わからん。あいつを台座にすえても、夜な夜なおもしろい話とかを聞かされるだけだと思うけどな……」

　台座の上で毎夜おもしろ話を語る美貌の男がいる館やかた。それはそれで恐怖の館だ、住人は寝ね不ぶ足そくになるだろう……とカナギがぼんやり考えていると、リュリュはなぜか視線をミリアンのほうへ移した。

「あれだけ美しきゃそれでいいのよ、話が多少おもしろくても目をつむるわ。逆に、あの女の子……ミリアンだっけ？　彼女にはちょっと手、出したいけど」

「っ……！　阿あ呆ほ！　却きやつ下かだ、あれは子供だ！」

　リュリュの不意打ちに、カナギは勢いよく咳せきこんで叫さけんだ。リュリュはひきつって言う。

「ちょっと、突然血とか吐かないで！　なんか盛せい大だいな誤解されてるし！　あたしね、魔法石が大好きなの。あの子の魔法石、すっごく危あやうくて綺き麗れいよ。見た途と端たん惚ほれちゃった」

　うっとりと言うリュリュから、カナギは肩で息をして目をそらす。

「石の話か……まぎらわしい」

「何よう、魔法石ってほんとに綺麗なんだから！　あのね、瞳ひとみに心が映るよう、魔法石には持ち手の心が映るの。魔法石の美しさってのは、そのまんま持ち主の心の美しさよ。ミリアンはほんとに心の臓ぞう腑ふが綺麗な子。でも彼女はちょっと野性児すぎるから、あの石はあたしが持ったほうが似合うし、石もますます綺麗になると思うの。どうしても手に入れたいわぁ」

　語るにつれて陶とう然ぜんと艶つやを増すリュリュの声に、カナギはむっとして眉まゆ根ねを寄せた。

「駄だ目めに決まってんだろう、あれはあいつの親族の形見だ」

「形見か。ま、どんな魔導師にとっても、自分の魔法石は大事なもんよ。ゆっくり口説くわ」

　恐きよう怖ふも何も忘れて熱っぽくミリアンを見やるリュリュに、カナギはいいかげん不快感を抑おさえられずに少し低い声を出す。

「お前な……少しは自分の立場も考えろ。お前とあいつに、そんな『ゆっくり口説く』時間があると本気で思ってるのか？」

「うん。だってあたし、あんたたちをここから逃がす道案内ができるわ」

　リュリュはいきなりそんな有効札を切って、じっとカナギを見つめた。カナギがわずかに動どう揺ようしたのを認めると、リュリュはおもむろに喋しやべり始める。

「この闇魔法教会本部は、今は『黒いゆりかご』の手で完全に閉へい鎖さされてる。外から谷へ降りる階段は崩くずしちゃったし、本部の門は閉め切って魔法的な封ふう印いんをほどこしたうえ、魔導師たちがふさいでるわ。この、崩れた階段とか魔導師たちとかはどうにか排はい除じよできるかもしれないんだけど、問題は魔法的な閉鎖のほうよ。本部の各所にほどこされている魔法的な閉鎖は、実は本部全体を覆う巨きよ大だいな静魔法と連動してるの。これを発生させる拠きよ点てんは八カ所。このどれかをつぶさない限り、ここから出ることは不可能よ」

「……で？　お前は、その魔法の拠点とやらを知ってるんだな？」

「ええ。ひとりじゃ難しいかもしれないけど、あんたらが多少なりとも協力するなら、ここから逃げるのに手を貸してもいい。あたしも逃げ延びたいもの。ウゴルは──あれは、ちょっとおかしいわ。まともに相手にはできない。とにかく逃げて、他勢力に助けを求めるべきよ」

　リュリュの言葉にいいかげんにうなずき、カナギは立ち上がって平へい炉ろの詩人へ声をかけた。

「おい、詩人。お前、いざとなったらミリアンを連れて逃げられるな？」

「もちろん可能ですが。君はわたしたちを逃がした後、残ってウゴルと対決する気ですか？」

　嫌いやみなほど先を読んだ詩人の台詞せりふに、カナギは不快げに視線をそらす。一方リュリュは派手な抗こう議ぎの叫びをあげた。

「何、それ！　あたしの話、聞いてなかったの？　そんなの無理に決まってるわよ！」

「黙だまれガキ。やらないうちから何が無理だ」

「何がガキよ、あたしはこれでも一七歳、立派な成人！　あんたこそ、いい歳とししてわけのわかんないこと言ってんじゃないわよ！　ただの人間が、どうしてウゴルを倒たおせるの？」

　まくしたてるリュリュは無視して、カナギは懐ふところからリュリュの魔法石を連ねた装そう飾しよく品を取り出す。大台所前の立ち回りで、カナギがリュリュから奪うばったものだ。

　派手な装飾品を詩人のほうに掲かかげてみせ、カナギは言う。

「リュリュの魔法石だ。これがなきゃ、こいつはろくなことができないんだろ？　念のため、お前が持ってろ」

　詩人はカナギの手元で揺ゆれる色とりどりの貴石を眺ながめ、かすかに首を横にふった。

「いいえ、それはミリアンに持ってもらいましょう。他人の魔法石を預かった高位魔導師は、本来の石の持ち主を操あやつることすらできるといいます。ミリアンがリュリュの自由を奪えるならば、それが一番彼女にとっては安全だ。そうすれば、リュリュの縛いましめも解けるでしょうし」

「なるほど、そうかもな。……ミリアン、これ、持っていられるか？」

　カナギは納得してうなずき、相変わらず壁かべ際ぎわで横たわっているミリアンに声をかける。ミリアンは真っ青な顔でカナギを見つめていたが、どうにか少しだけ、毛布の端から指先をさしのべた。カナギはミリアンの力ない所作に少しだけ眉を寄せ、彼女に歩み寄って身をかがめる。

　カナギが手て渡わたしてきた魔法石の冷たさを感じ、ミリアンは少し震ふるえた。

（どうしよう──カナギ、死にに行く。全部──私が、ウゴルを倒せなかったからだ）

　そう思うと後こう悔かいが針のようにミリアンの心を指し貫つらぬいて、少女は強く歯を食いしばった。ミリアンは知っていたはずだった。カナギはいつも悲しい目で、ここではないどこかを見つめているひとだ。

　そして彼はついに、誰だれにもついて行けない場所に行ってしまうことに決めたのだ。

　悲しくて、胸が痛んで、けれども悲しみの表情をカナギに見せることができず、ミリアンはリュリュの魔法石を胸に抱だきこんで丸まり、目を閉じる。

「やっ……！」

　ミリアンが石を抱いた瞬しゆん間かん、リュリュが細い悲鳴をあげた。カナギが実に嫌いやそうに言う。

「おい、気色悪い声出すな、そこ！」

「ち、違うって！　そんなんじゃねー……ッ、もとい！」

　ついつい男声を出してしまったリュリュは、はっとして真っ赤になった。

「違うわよ、ミリアンの心が流れこんできちゃったの！　その子、心の防ぼう壁へきが低すぎよ！」

　怒おこったように叫んで顔をそらすリュリュは、帽ぼう子しの陰かげからでもまだ赤面しているのがよくわかる。

　彼の横顔が急に年とし頃ごろの少年のものに見えて、カナギはなぜかひどく心が重くなるのを感じた。








４　奈な落らくへ









「団長。リュリュについて、断だん片ぺん的にですが知っている者がおりました。リュリュの本名は、リュシアン・ロア・ディルヴィル。一七歳の……男です。帝てい国こく貴族階級の出身ですが、養子のようですな。光魔ま法ほう教会の実じつ践せん位いを取った後、出しゆつ奔ぽんして闇魔導師となったとか」

　団員である魔導師の報告を聞き、ウゴルは薄うす闇やみに沈しずんだ谷底を眺めるのをやめた。

　闇魔法教会本部の最上階にある広間は、一方が完全に谷底へ向かって開いている。

　風の鳴きすさぶ夕刻のテラスから長衣を翻ひるがえして戻もどってきたウゴルは、黒い列柱の間を通り抜ぬけながら団員の男に声をかけた。

「元光魔導師か。光から闇に乗り換かえたくらいだ、我々のもとから離り反はんしてあの生き残りどものほうへつくのも、あり得ることやもしれないな」

　リュリュの裏切りにもウゴルは特に何も感じないようで、態度はごく穏おだやかである。古い木製の玉座に腰こしかけたウゴルに、追ってきた団員がどこか薄暗い無表情で問うた。

「リュリュと共に大台所へ向かった者たちは、全員倒されたようです。さらにひとを送られますか」

「うむ。しかし同じ手を使ってもつまらん。それについては少し考えよう」

　ウゴルが片手をふって団員を下がらせようとすると、今度は他ほかの団員たちが深く腰を折って話しかけてくる。

「失礼いたします。団長、先ほど光魔法教会から鐘かねを使っての問い合わせがありました。『籤くじの結果はまだか』という内容を形式張って伝えてきたのですが。無視いたしますか」

「いやいや、いずれすべて明らかになるとはいえ、こちらから現状を知らせてやることもあるまい。同じく鐘で答えよ。『異議申し立てにより次代教主の選定が遅おくれている。儀ぎ式しきが終わるまで待て』とな。……我々は光魔法教会が気づく前に団員以外の者を片づけ、帝国の連中がここへやってきたときに戦うための準備をすませるのだ」

　大陸最大の魔法教会とことを構えるのだと、ウゴルはあっさりと口にする。

　広間の壁かべ際ぎわに控ひかえていた団員たちからは、緊きん張ちようと感動のあまりかすかなため息が漏もれた。

　ウゴルは団員たちを見渡し、玉座の肘ひじ掛かけにほおづえをついて、楽しそうに言う。

「我々は光魔法教会を敵に回し、神聖帝国ルースに牙きばをむく。この渓けい谷こくと迷めい宮きゆう市街、闇魔法教会本部が魔法的に守られた特別な場所であることは確かにせよ、ここにいる『黒いゆりかご』の団員はせいぜい数十人。……だが、我々は絶対に勝利する。なぜだ？」

　浮うき立つウゴルの声には誰も答えなかった。ただ、瞬まばたきもせず、限界まで目を瞠みはってウゴルの仮面を見つめているだけだ。ウゴルは赤い瞳をきらめかせて続ける。

「それが世界の真意であるからだ。帝国の連中は思い出さねばならない。真の恐おそれを」

「──恐れを」

「裁定を」

　広間に満ちた囁ささやきの中から、今度は少し切せつ迫ぱくした声があがった。

「団長！　古森の庵いおりに住む者から報告です」

　階段を駆かけ上がってきたのだろう、呼吸を乱した若い団員がウゴルへと歩み寄る。

　団員の魔導師は厳しい顔でウゴルの耳元に囁きかけた。

「帝国の者らしき一行が、古森の隠かくし道を抜けてこちらへ向かっているとのことです。人数は身分のありそうな者が四名、その他が二〇名ほど。どうも制服からして、光魔法教会の法務官と、帝国神聖騎き士し団巡じゆん査さ庁の騎士のようなのですが」

「ほう、それはまた妙みような組み合わせだな。とはいえ、隠おん密みつ活動をする間も制服を脱ぬがんあたりからして、本物と思って間違いない。奴やつらは法に縛しばられた阿あ呆ほうの集まりだからな。……その報告をしてきた『古森に住む団員』というのは、どの程度の実力だ」

「実力、ですか。そう……位階は小達人位のはずです。古森の番人として、迷いこんだ無関係の人間を追い返すのが役目ですが、たまに哀あわれな旅人を崖がけなどに導いているのではないかという噂うわさで……あまり気持ちのいい人間ではありません」

　思い出しながら言う団員の肩かたをきさくに叩たたき、ウゴルは唇くちびるで微笑ほほえむ。

「闇魔導師が気持ちのいい人間である必要はないのだ。古森の番人に、その帝国の一行を片づけるように伝えよ」

「はい！」

　深く頭を下げて、若い団員はまた階段に向かって走り去っていく。

　団員の後ろ姿を見守っていたウゴルは、急に何かを思いついたように広間を振ふり返る。

「そうだ、大台所の連中への贈おくり物を思いついたぞ。──魔物だ。我々が実験のために手に入れておいた魔物を、彼らのところへ送り届けてやろうではないか！」

　ウゴルの言葉を受け、広間には驚おどろきと興奮のさざ波が走ったが、ひとりの魔導師がおそるおそる口を出した。

「失礼ながら……団長。それでは、あのミリアン・カレスティアも生き残らないのでは」

　ウゴルは穏やかに首をふり、仮面をなでる。

「かもしれんな。だがそれでもなお生き残ったなら、あれは正しく、わしの器うつわだ」


◆



　闇魔法教会本部にほど近い、古森の外れ。

　針葉樹の森の中にぽっかりと広がる空き地に、いくつもの天幕が立ち並ぶ。

　天幕の半分はバシュラールたちのもので、残りの半分はラングレー一行のものだ。

　二人とその部下が闇魔法教会本部を目指してカエキリアを出発してから早五日、バシュラールとラングレーの間に口げんかが絶えなかったり、互たがいの部下が反目したりなれ合ったりした他は特に問題のない旅だったが、ここから先は急な登りになるため馬車の類たぐいは使えず、徒歩で行くしかない。

　最後の宿営地の真ん中を、シュナルは足音を立てずに歩いていた。

　夜は更ふけ、明け方も近い。辺りに響ひびくのは森を渡わたる風と木々のざわめき、夜鳴く鳥ちよう獣じゆうの声ばかりだ。見張りを残して、宿営地は寝ね静しずまっている。シュナルは宿営地中央のたき火を守る部下たちと敬礼を交かわして、いつまでも明かりの灯ともっているバシュラールの天幕前に立った。

「シュナルだろ。入れ」

　シュナルが声をかける前に、天幕の中からバシュラールの声がかかる。シュナルは少しだけ驚いて瞬き、すぐに淡あわく笑んで天幕の入り口をまくりあげた。

「失礼いたします。……どうして私だとおわかりになりましたの」

「どうしてだろうなあ。足音か？　匂においか？　それとも、こんな時間に俺の天幕にくるのはお前さんくらいだと思ったからか？　正直俺にもわからねえ。座るか」

　バシュラールの天幕内には大きな絨じゆう毯たんが敷しかれ、持ち運び用の簡易椅い子すが三つばかり用意してある。バシュラールは絨毯に直接あぐらをかいて座り、制服の代わりに油染じみのついた濃のう紺こんの上着を羽織って金属製の筒つつをいじっていた。

　他にもがらくたとしか見えない金属片へんやばね、羊皮紙や石せき版ばんや皿などの散らばった絨毯の上を、シュナルは注意深く歩いてバシュラールの傍かたわらに立つ。

「いえ、私は立っているのも好きですので」

「変わった女だよ、お前さんは。昼間に闇魔法教会本部へやった偵てい察さつの話じゃあ、谷底へ降りる石段が崩くずれてるって話だ。明日は昇しよう降こう機作りから始めなきゃならねえ。疲つかれは残すなよ」

「はい。……失礼ながら、バシュラール様も、あまり根をお詰つめになりませんよう」

　シュナルが少しだけ語調をゆるめていたわると、バシュラールは決まり悪く頭をかいた。

「ま、確かにな。……それで、なんの用だ。仕事のことか、個人的なことか」

「できれば、個人的なことと取っていただきたいのですが。部下としての私は、バシュラール様の命令には問答無用で従わねばなりませんし……バシュラール様が本部から受けた任務について、お訊ききすることもできませんから」

　ゆっくりと言ったシュナルを、バシュラールは片かた眉まゆをあげて見上げた。シュナルは薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみで、じっとバシュラールを見つめ返す。いつもどおりの、静かで頑がん固こな目だった。

　バシュラールはため息をついて手の中のものを絨毯の上に放ほうり出し、改めてシュナルを見る。シュナルがただの雑談をしにきたわけではないと察したのだ。

「一体どうしたってんだ。何が知りたい？　何が疑問だ？」

　あきらめまじりのバシュラールの口調には、少しの疲れがにじんでいた。好きなことをやっている間は疲ひ労ろうなどみじんも感じさせない男なのに、最近はどことなく物もの憂うげな気配が漂ただよう。

　シュナルはせめて、穏やかな声を出すよう努力して言った。

「我々に闇魔法教会本部への訪問を命じるのに際し、なぜ光魔法教会本部は闇魔法教会本部の資料をよこさなかったのでしょう？　我々は私がセロフ師から聞き取った闇魔法教会本部の情報で動いています。あの情報がなくば、ここまでやってくることはできませんでした」

　シュナルたちがやってきた森の道は、本来闇魔導師だけが知る隠し道だ。回り道とも思える道順を正確にたどらねば、あっという間に迷って出られなくなる不思議な道である。

（そもそも、隠し道や闇魔法教会本部のことを語ったときのセロフ師はおかしかったわ。……そしてバシュラール様も）

　闇魔ま法ほう教会本部に向かい始めてから、シュナルはバシュラールに違い和わ感を覚え続けていたのだ。もとより芝しば居いがかった男とはいえ、今の彼には噓うそ偽いつわりの気配がする。

　じっと見つめてくるシュナルの目を真っ向から見つめ返し、バシュラールは苦く笑しようした。

「俺たちは信用されてんだよ。情報も現地調達ってぇわけだ。正しく便利屋だな」

　ごまかすような返事に軽く目を伏ふせ、シュナルは続ける。

「そうですか。……ではもうひとつ。今朝と夕暮れ時に、光魔法教会と闇魔法教会が鐘で連れん絡らくを取り合うのが聞こえました。解読してみたところ、まだ闇魔法教会の教主は決まっていないというのです。教主を決める儀式の間は、部外者は閉め出すはず。石段が崩れているのも、いささか乱暴とはいえそのためかもしれません。そこを無理に侵しん入にゆうしては大問題となります」

「鐘の解読法まで覚えてんのか、お前さんは。どういう頭してんだかなあ」

　バシュラールはあきれた声を出し、降参の合図のように両手をあげてひらつかせてみせた。

　はぐらかし続けるバシュラールの態度に、シュナルの疑念はほとんど確信へと変わる。シュナルはこっそりと深呼吸をしてから、ごく物静かに訊く。

「バシュラール様、あとひとつだけお教えください。闇魔法教会本部には、あの詩人がいるのですか」

　問いが投げ出された途と端たん、天幕内の空気は張りつめた。バシュラールはあぐらをかいた足にほおづえをついて、崩れた笑みを浮かべているだけだ。それでも何かが変わった。

　シュナルが薄い唇を引き結び、胸の奥に感じた淡い痛みを押し隠そうとしていると、バシュラールは不意に立ち上がって無む邪じや気きに笑った。

「──シュナル。お前さん、いったん帝てい都とへ帰れよ。今までの調査報告書を持ってだ」

　気軽に言われ、シュナルは言葉を失う。一いつ瞬しゆんバシュラールの言葉の意味がとれなかった。

　ある程度予想していた答えだったのに、理性と遠いところで感情が痛みを訴うつたえてわめく。

　バシュラールは優やさしく、無造作にシュナルの肩を叩いてから彼女に背を向けた。絨毯に転がった羊皮紙を拾い上げる後ろ姿が、『会話は終わりだ』と告げている。

　それは痛いほどよくわかったが、ここで退ひいてはならない気がした。バシュラールはおそらく本部に対して命令違い反はんを犯おかしている。いくらバシュラールが政治力のある大貴族だとはいえ、あからさまな命令違反をすればただですむとは思えなかった。それは困る。

　シュナルが困るのだ。

　シュナルはバシュラールに言える言葉を探して、どうにかひとことだけ告げる。

「……私は、バシュラール様をお守りいたします」

　冷静を装よそおっても、シュナルの声には衝しよう撃げきの余よ韻いんが宿ってしまう。肩越ごしに笑ったバシュラールの横顔にも、少しの苛いら立だちが見て取れた。

「俺を守るって？　心も、体も、名めい誉よもか？　そりゃあお前さんの役目を超こえちまってるし、そもそも不可能だ。他人のすべてを守るなんて、誰だれにもできねえんだよ。……わかるか？　もしもわからねえなら、それでも自分が誰かを守れるような気がするんなら、そりゃあ恋こいだな」

　バシュラールの口から『恋』という単語を聞いて、シュナルは緩かん慢まんに瞬まばたく。

　どうにも意外な単語だった。バシュラールが冗じよう談だん以外でその単語を口に出すところなど、今まで想像もしてみなかった。なぜなら、彼は恋をしない男だからだ。シュナルはそれを知っている。半分は本能的に、半分は観察の結果として。

（でも、確かにそうね。私がバシュラール様を守りたい気持ちは、まるで恋れん愛あい沙ざ汰ただわ）

　少し考えこんでから、シュナルは慎しん重ちように言う。

「私は──おそらく、恋はしないのです」

「そうなのか？　もったいねえ」

　衣い装しよう櫃びつの上で羊皮紙を広げていたバシュラールが、気楽に返す。話が詩人のことからそれたせいか、身にまとった剣けん吞のんな気配は少しだけ薄れたようだ。シュナルは言葉を継ついだ。

「バシュラール様と同じですわ。心に長く居座り、支配してくる何か──私は悪あく霊りようと呼びますが、そういったものを心に宿している人間は、けして恋などできません」

「なるほど。俺の悪霊はあの詩人ってことか。はまりすぎだぜ」

　バシュラールは鼻で笑った。彼は詩人を追うために生きているといっても過言ではない。

　なのに実際に詩人を捕とらえる機会を得るたびに、バシュラールのまとう気配は重くなる。

（私はひょっとして、バシュラール様が詩人を捕らえてしまうことを恐おそれているのかしらね。その後、バシュラール様がどうなってしまわれるかを）

　バシュラールのことを、そして自分のことを考えながら、シュナルは続けた。

「私の心にも悪霊が棲すんでいます。ですから、私はけして恋はしないのでしょう。もしも万が一、奇き跡せきが起こって悪霊が祓はらわれるようなことがあったなら別ですが。ただ、私は……おそらく、自分の居い心ごこ地ちのよい場所を守りたいのですわ」

「場所？」

　バシュラールがわずかに顔をあげて問い返した。虚きよを衝つかれたらしきバシュラールの様子に、シュナルは淡あわく微笑ほほえむ。

「ええ。バシュラール様は、最初に出会ったときから、私をさげすまず、疎うとまず、欲望を向けるわけでもなく、ただ有用な部下として使ってくださいました。他人ひとを適切に支配する。それだけのことが、本当はとても難しい。私はバシュラール様のもとでは、ひとりのときよりも自由を感じます。正直な自分で居るのだと信じられるのです」

　語るうちに、シュナルの心は穏おだやかになってきた。バシュラールと出会ってから今までのことを思い出していたのだ。胸の痛みは薄まり、シュナルはバシュラールを見つめる。

　シュナルはここ数年、バシュラールの下もとについてから、本当に幸せだった。そのことを自分でも確かく認にんできたから、彼女は揺ゆるぎなく笑うことができた。

「どうかなさいました？」

　シュナルの問いに、バシュラールは少し困っているようだった。子供じみた苦笑を漏もらし、頭をかいて、決まり悪く肩をすくめる。しまいにバシュラールは羊皮紙を櫃の上へおいて背を正し、軽くシュナルを手招いた。

「んー？　いや、本当にもったいねえなあと思ってな。……もうちょっとこっちへ来るか？」

　バシュラールの真意はわからないまま、シュナルは数歩相手に歩み寄る。元々四、五歩ぶんしか離はなれていなかったので、二人の距きよ離りはすぐにいささかぶしつけなものになった。

　ほんの半歩の距離を置いて、シュナルはバシュラールを見る。互たがいの体温や呼吸を感じるような至近距離でも、バシュラールの視線を受けるのは別に不快ではなかった。

　少し傾かたむいて見つめてくるバシュラールの笑みが、どうにも少年くさいからかもしれない。バシュラールはしばらく黙だまりこんでいたが、不意にシュナルの髪かみを一ひと房ふさ、手に取った。

　櫃の上に載のった蠟ろう燭そく立てで炎ほのおが揺れ、シュナルの金髪に赤みがかった艶つやを生む。バシュラールはごく注意深く、本当に慎重に、手の中のシュナルの髪にくちづけた。

　まるで貴婦人にするかのような所作に、シュナルは思わず目を閉じる。

（しまったわ）

　途端にシュナルは後こう悔かいした。

　目を閉じたのは間ま違ちがいだった、目を閉じていると他ほかの感覚が鋭するどくなりすぎる。

　目を開けていればただの驚おどろきですんだものが、他の感情に成り代わるかもしれない。

　目を開けなければならなかった。けれどできなかった。

　わずかに乱れた呼吸を取り戻そうと、シュナルはそっと息を吐はく。身を退ひきたくなるのを懸けん命めいにこらえているうちに、やっとバシュラールが髪を放して一歩下がったのがわかった。
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　相手の体温が感じられなくなると噓うそのように緊きん張ちようが解け消えて、シュナルはいつの間にか握にぎっていた拳こぶしをゆっくりとほどく。ようやく目を開けると、バシュラールはまだシュナルを見ていた。何かを懐なつかしむようでもあり、ただのいたずらっ子のようでもある顔だ。

「お前さんに惚ほれたら、人生幸せなのかもしれねえな」

　屈くつ託たくなく笑って言われたら、シュナルは苦く笑しようするしかない。

　胸の奥の疼とう痛つうをもっと深いところへ押しこみながら、シュナルは冷たい美び貌ぼうで言う。

「心にもないことをおっしゃいますのね」

「いや、本当だぜ。今、本当にそう思ったんだ」

　穏やかに言うバシュラールの足あし下もとに視線を落とし、シュナルは静かに返す。

「ならばさらに残ざん酷こくです」

「うまくいかねえな。……そうだ、ちょっと待ってろ」

　ため息を吐き、バシュラールは作業用上着のあちこちを探さぐり始めた。やがて取り出した小さな金属の塊かたまりを、ひょいとシュナルに投げてよこす。

　どうにか受け取って、シュナルは何度か瞬まばたきをした。

「……これは？」

「見りゃわかるだろ。女物の指輪だ。特に仕し掛かけはねえから安心しろ。これから細工しようと思ってたとこなんだが、やるよ。『必ず故郷に帰る』って意味の鳩はとの文様入りだ。ま、危ねえとこに行くとき用のお守りだな。大きさはどうだ？」

　シュナルの手の中にある古びた指輪は、一〇〇年ほど前に比ひ較かく的裕ゆう福ふくな庶しよ民みんの間ではやった類たぐいのものに見えた。全体が黄金造りで、飾かざり気けといえば円形の台座に刻まれた鳩の文様だけである。シュナルが自分の指にはめてみると、薬指にあつらえたようにぴったりだ。

「ちょうどです。……この贈おくり物の意味を訊きいてもよろしいですか？」

　うむ、とバシュラールは重苦しくうなずき、しばし気の利きいた答えでもひねくっているようだったが、すぐにあきらめて困ったような笑顔で言った。

「一いつ緒しよに来てもいいが、危ない目にゃあ遭あうな。あとな、ついてくるならけっして俺を疑うな。何ひとつだ」

　バシュラールの声には命令し慣れた者の力強さがある。シュナルはそれを聞いて、自然に唇くちびるがほころぶのを感じた。シュナルはバシュラールの何かを命ずる声が好きだ。

　平民であるシュナルにはけして持つことのできない類の、品位と自信を感じて安あん堵どする。

「はい。ありがとうございます」

　穏やかに言うと、バシュラールは一気に態度を崩くずしてくだけた笑顔になった。

「お前さんなあ、さっき俺が『帰れ』って言ったとき、死にそうな顔してたぜ。いつもの減らず口はどうした？」

「この指輪、ずいぶんと安物ですわね」

「そうそう、それだよ。いいか、シュナル。俺に高いもんをねだりてぇなら、そのときはお前さんの悪霊退治のための金を払はらわせろ」

　また、このひとはばかなことを言っている。シュナルは笑った。

　バシュラールは本当に、ただ夢を語り、秘密を作るのを楽しむ類の子供だった。下手に自覚的だから、誰も口を出せない。彼は揺らがない。彼は夢は夢だと知っていて夢を追う。

「無理ですわ、私に憑ついている悪霊は、とうていお金などでは祓えないものですもの」

　あっさりと言って、シュナルはバシュラールを見つめた。バシュラールも、少し寂さびしく笑ってシュナルを見ていた。

　黙ったままほとんど高さの変わらない互いの目をのぞきこんでいると、蠟燭の芯しんがじりり、とかすかな音を立てた。辺りは静かだ。朝に近い夜の気配がする。

　シュナルはふと、話すのが面めん倒どうになった。考えるのも。

　相手に触ふれたかった。

（……いけない。踏ふみ外したわ）

　シュナルが妙みように冷静に自覚したとき、突とつ然ぜん天幕内に異音が鳴り響ひびく。

　けたたましい子供の笑い声に、シュナルは我に返って辺りを見み渡わたした。

「なんですの？」

「最近開発した魔ま法ほう感知装置だな。……我ながら、ちょっと音が悪あく趣しゆ味みかもしれねえ」

　バシュラールは絨じゆう毯たんの上に転がっていた頭でっかちの人形を取り上げ、拳で一度頭を叩たたく。てのひら大の金属製人形はそれで黙りこんだが、辺りに不ふ吉きつな余よ韻いんを残した。

「近くに魔導師がいるということですか？」

　シュナルが声を低くして問うと、バシュラールも作業用上着を脱ぬいで櫃ひつの上から剣けんを取る。

「おう、しかもこっちに向かって魔法を使ってる奴やつが居るってこった」

「先に出ます」

　即そく座ざに緊張感を取り戻したシュナルが腰こしの剣を押さえて身を低くし、天幕の入り口に手をかけた。外の気配をうかがうが、特に異状は感じられない。

　シュナルが慎しん重ちように天幕をめくると、するりと濃こい霧きりが忍しのびこんできた。

（──刺し激げき臭しゆう！）

　鼻の奥につんとした感じを覚え、シュナルはバシュラールへ身を低くするよう合図を送る。指示に従ったバシュラールが、肘ひじで這はうようにしてシュナルの傍かたわらから天幕の外をうかがった。

　白い霧は宿営地全体を覆おおっており、地面近くだけがやや鮮せん明めいに見える。辺りはしんと静まりかえり、ものの燃える音はしなかった。バシュラールは周囲に人ひと気けがないのを確認して言う。

「火事じゃねえな」

「布で口元を覆ってください。おそらく誰かが霧に紛まぎれて、何かをまいたのではないかと」

「確かにそうとしか思えねえ。……おい、ありゃなんだ？」

　バシュラールが手しゆ巾きんで口元を覆いながら霧の真ん中を指さした。シュナルが目をこらすと、確かに宿営地の真ん中にたたずむ影かげがある。

「いつの間に……？」

　先ほどまでは影も形も見えなかったのに、霧の中の影はじんわりとその姿を鮮明にしはじめた。でっぷりと太った体を黒衣に包んだ魔導師らしき男だが、フードの奥の顔を目にしたバシュラールは思わずひきつった。

「おいおい……ありゃあ、死体だぜ」

　まさか、と言い返そうとしてシュナルも絶句する。

　バシュラールとシュナルを見つめてにんまりと笑った魔導師の顔は、どう見ても死んでいた。

　水死して何日か経たてばこんな顔になるのだろうか？　魔導師の肌はだは柔やわくふやけて青白く、頰ほおの肉は垂れ下がっておぞましいひだを生んでいる。肉のたわみに耐たえかねた皮ひ膚ふはところどころはじけて顔からずり落ちかけ、鼻は落ち、虚うつろな眼がん窩かには眼球がない。真っ黒な眼窩の奥から、悪意のこもった視線の気配だけが染しみいるようにバシュラールたちを見つめてくる。

　霧を身にまとわりつかせた魔導師は、べしゃり、と嫌いやな足音を立てて一歩前へ出て言った。

「ようこそ──ようこそ、帝てい都との諸君。そうして、さらばだ。ここより先には、死しかない」

　死体の出す声は不自然に甲かん高だかく、神経質な震ふるえを帯びて不吉に響く。

　ひきつりっぱなしのバシュラールは天幕をめくって外へとはい出ると、何を思ったのか地に両りよう膝ひざをついたまま片手の剣を差し出した。

「あー……よう。俺はな、顔があって口がきける奴とは、誰とでも交こう渉しようができると思ってんだ。なあ、俺はお前さんたちと闘たたかう気なんて全然ねえよ、ほんとの話」

「ほ、ほほ、ほ……それは賢かしこい。で、それはなんだ？　そのなまくらが、降こう伏ふくの証あかしか？」

　魔導師はバシュラールが柄つか頭がしらを向けて差し出した剣を見て、いやらしい笑いを零こぼす。

「そう見えるだろ？　それを狙ねらってんだ」

　バシュラールは目を細めて意味ありげに言い、すばやく剣の柄のてこを押しこんだ。

　かちり、と軽い音がして──しかし、何も起こらない。

「……バシュラール様……？」

　冷や汗を浮かべたシュナルが、小さい声で問う。バシュラールはきょとんとして何度か瞬またたいたが、やがてあわてふためいて手の中の剣を魔導師に向けて投げつけた。

「伏ふせろシュナル！」

　バシュラールがシュナルの襟えり首くびをつかんで伏せたとき、派手な爆ばく発はつ音が辺りに響く。魔導師に投げつけたバシュラールの剣が、火花を散らしたかと思うと極度の高熱で真っ赤に灼やけて、ついには千々に砕くだけて周囲へと跳はね飛んだのである。

　ばらばらと土に落ちた欠片かけらは、あちこちでじゅっと音を立てて土中の水分を蒸発させた。あまりのことに呼吸を乱したシュナルが問う。

「今度の剣、前作より危険度が増しているような気がいたしますが気のせいですか!?」

「いやあ、仕掛けの威い力りよくをちょっと強くしようとしたのが間ま違ちがいだな。中で弾たまがひっかかって暴発しやがった。だけど見ろよ、シュナル。死体に穴が空いたぜ」

　長ちよう靴かを焦こがす剣の欠片をつま先で弾はじいて身を起こし、バシュラールはあごで魔導師を示した。

　シュナルが見ると確かに、たたずむ魔導師の腹のど真ん中、剣が爆発したところにぽっかりと穴が空いている。もうもうたる水蒸気の中、体が折れてしまいそうな穴を抱かかえても平然とたたずむ魔導師の姿は異様であったが、バシュラールは冷静に目を細めた。

「ありゃ本物じゃねえ。多分霧に投とう影えいした幻まぼろしだな。魔法だぜ。本体は別にいる」

「ほほほほ、確かに、確かに。よくぞ見破った。しかしこの幻、おぬしを切り裂さくぞ？」

　魔導師は粘ねん着ちやく質しつな笑いを放ち、異様な勢いで身をよじった。尋じん常じようではない力で魔導師の体はねじりあげられ、骨がみしりと悲鳴をあげる。魔導師の体のよじれはあっという間に人体の限界を超こえ、べきばきというすさまじい破は砕さい音と共に、黒衣の下から真っ白な骨が露ろ出しゆつした。

「う……」

　あまりのことに吐はき気をもよおすシュナルの眼前で、白々とした骨はまるでそれ自身が魔物か何かででもあるように、なおも硬こう質しつな音を立てて伸のびていく。伸びる骨にはずるずると筋肉と神経が巻きつき、その上をわき上がった青白い肉がくるみこむ。

　肉の上に黒くつややかな剛ごう毛もうがざわりと端はしから生えそろうと、バシュラールたちの目の前には、いつしか巨きよ大だいな狼おおかみが出現していた。

　子牛ほどもある狼にはやはり目がなく、吐く息は腐ふ臭しゆうと灼ける石の悪臭を含ふくんだ。

　狼はバシュラールたちを眺ながめるとぱっくりと口を開ける。口の中には、なんと唾だ液えきに濡ぬれたこぶし大の人面がつまっており、例の魔導師と同じ顔でにんまりと笑った。

「ほほほ。さあ、死ね」

　呪のろいの言葉を発した直後、狼は地を蹴けってバシュラールたちに飛びかかる。

　シュナルが護ご符ふ片手に剣を抜ぬくが、バシュラールはそんな彼女の腰を抱だいて脇わきへ転がった。

　間かん一いつ髪ぱつ、狼はさっきまでバシュラールたちが居た位置に降り立つ。狼の足が触れた地は、悪臭を発して焦げた。

「このばか、霧が斬きれるか！　本体を倒たおさなきゃどうしようもねえ、逃にげろ！」

　シュナルを引きずり立たせたバシュラールのもとへ、再び狼が跳ちよう躍やくする。

　シュナルを反対方向へつき飛ばし、バシュラールは天幕の中へ転がりこんだ。がらくただらけの天幕内で、作業中だった金属筒づつをつかみとる。この金属筒は剣に仕こんでいたものと同じ仕し掛かけで、ばねで発火弾だんを打ち出せる魔法機械だ。

　金属筒を持って振ふり返った、と、思ったよりずっと至近距きよ離りに狼の頭があった。

　狼はすかさず大きな口を開け、バシュラールの金属筒の先を柔らかな蠟ろうのように嚙かみちぎり、口角を歪ゆがませてにいと笑う。

（あ、まずい。死ぬ）

　バシュラールが目を瞠みはって死を覚かく悟ごしたとき、奇き妙みようなことが起こった。

　狼の顔面の真ん中に、赤黒い線が生まれたのだ。何が起こったのか正確にはわからないうちに、狼は赤黒い線のところからまっぷたつに割れて崩くずれ落ちる。

　はたして、地に伏してうごめく狼の背後に立っていたのは、抜ばつ刀とうしたラングレーであった。

　片かた眼鏡めがねを外したラングレーの持つ刀身の長い片手剣が、不思議な震えを帯びているのを呆ぼう然ぜんと眺めて、バシュラールは問う。

「ラングレー……お前さん、どうして霧が斬れるの……？」

　ラングレーはバシュラールにちらと怜れい悧りな視線をやる。しかし答える前に、まっぷたつになった狼がそれぞれ立ち上がって体をたわめ、二方向からラングレーに飛びかかった。

　ラングレーは数歩軽く後ろへ下がり、同時に濃のう紺こんの長外がい套とうを大きく翻ひるがえす。

　ぱっと広がった長外套の裾すそはラングレーを守るようにひらめき、それ自体が刃やいばででもあるように、まっぷたつになった狼をさらにもう一度腰の辺りで断たち切った。

「貴様──妙な技わざを……！」

　天幕の絨じゆう毯たんの上へ転がった狼の、喉のどあたりで魔ま導どう師しの声がする。狼はもはやまともに動くことはできず、端からずるずると黒く粘度の高い液体へと変化していった。

　粘液は不気味に泡あわ立だったかと思うと、触しよく手しゆのような腕を何本もラングレーへと伸ばす。

　ラングレーはすばやく天幕から外へ出ると、なおも鋭するどい足さばきで触手の攻こう撃げきを避よけた。

　長靴の底が律動的に地を踏ふめば、揺ゆれる外套の裾が敵の腕を切り刻む。

　剣など使うまでもないというのか、だらりと下がった手に握られたラングレーの剣は、彼の動きにつれて宿営地の土へ浅い溝みぞを刻んだ。

「愚ぐ弄ろうする──愚弄するか！　闇魔導師を、帝国の狗いぬごときが！……おお？　おおお？」

　魔導師の声はやや正気を欠いて叫び始めたが、すぐに戸と惑まどってうめく。

　地にどろりと溜たまっていた黒い粘液が、不可思議な力でもって吊つり上げられ、空中の一点へ向かって渦うずを巻き始めたのだ。

　同時に辺りの霧きりが晴れていく中、ラングレーはゆっくりと突つきの構えをとった。

「……闇より出いでたものは闇に還かえるべし。我が剣は秩ちつ序じよなり、法なり、光なり」

　錆さびたつぶやきがラングレーの唇くちびるを割り、すぐさま剣がまっすぐに繰くり出される。

　剣の切っ先はあやまたず渦巻いた黒い粘液の中心を貫つらぬき、すさまじい悲鳴が辺りの大気を震わせた。

　刹せつ那な、まるで夜が昼になったよう、大気の気配が変わった。

　陰いん鬱うつなものから、清明な早朝の気配へと反転したのだ。

　霧の残ざん滓しは霧む散さんし、あっという間に視界が晴れる。夢から覚めたような心ここ地ちで天幕から出たバシュラールが瞬いたときには、宿営地の真ん中に立っているラングレーの姿がはっきりと見えた。ラングレーはいつの間にか、地面に浅い溝で描えがかれた魔法陣の真ん中に立っている。

　立ち回りながら、ラングレーが自分の剣の切っ先で地に刻んだ魔法陣であった。

「ラングレー卿きよう……お前さん……ひょっとしなくても、噂うわさの魔導騎き士しか？　皇帝陛下じきじき、魔導師に対たい抗こうするため作ったとかいう……魔導師殺しの騎士」

　呆然とつぶやいたバシュラールを一いち瞥べつすると、ラングレーは静かに剣を鞘さやに戻し、自らの軍服の袖そでをまくってバシュラールに己おのれの手首をさらした。筋張った手首では、紺色の小さな貴石が半ば肉に埋うまるようにして鈍にぶく光っている。──魔法石であった。

　ラングレーは無言のまま、バシュラールの問いに肯こう定ていの返事をしたのだ。

「……なるほどねえ。魔法石を直接体に埋めこむたぁな。服脱ぬいだら魔法陣の入れ墨ずみでもあるんじゃねえのか？……なあラングレー。魔法力のねえ奴やつがそうやって無理やり自分の中に魔法の通り道を作るとな、早死にするぜ」

　苦く笑しようしたバシュラールの言葉にも動じず、ラングレーは袖を直して懐ふところから小さなビロオドの袋ふくろを取り出した。袋の中からつまみ出した片眼鏡をつけながら、ラングレーは言う。

「確かに我々は魔法力なしで魔導師たちに立ち向かえるよう、特とく殊しゆな訓練によって己をひとつの静魔法となした魔導騎士の試験部隊……だった。しかし、実際に魔導騎士として正式採用されたのは別の重装部隊だ。今のわたしはあくまで、巡じゆん査さ庁の一軍人にすぎん。皇こう帝てい陛下への忠誠は揺るがんが、魔導師殺しが本業ではない。……それにしてもたいしたお出で迎むかえだったな」

　話をそらすラングレーに、バシュラールもそれ以上はつっこまずにうなずいた。

「ああ。お前さんが来てくれて助かったぜ、礼を言う。しかしこの場所で闇魔導師が襲おそってくるたあ尋常じゃねえ。……闇魔法教会本部にゃ何かあったらしいな」

　バシュラールに向かってラングレーはわかるかわからないか程度に浅くうなずき返し、森のほうをうかがった。まだ霧の残る森からは、シュナルがこちらへと帰ってくるところだ。

「バシュラール様、ご無事で何よりです！」

　青ざめた女の顔を眺めてバシュラールは笑い、ほんの少しだけ緊きん張ちようを解く。

「おう、お前さんこそ無事でよかったぜ。森の中にいたのか？」

「はい、魔導師の本体を探して森へ入ったところ、その……ラングレー卿の部下と鉢はち合あわせしまして。彼らの探査能力のおかげで、無事に魔導師の本体は倒しましたわ。……闇魔導師の証あかしの記章を持っておりました」

　シュナルの報告を聞いてバシュラールはため息を吐き、ラングレーは冷れい淡たんに言う。

「少し無理をしてでも闇魔法教会本部に踏みこまねばならん理由ができたな。喜べ」


◆



　ミリアンが魔法石を預かることでリュリュの一件がとりあえず落ち着いた後、ミリアンは再び熱に冒おかされた眠りの中へと落ちた。

　このところ何度も見る銀色の光降る夢から覚めると、辺りからは少しだけ血けつ臭しゆうが薄うすまり、代わりにカナギの作る薬湯の匂においと、香こう草そうたっぷりの粥かゆの匂いが漂ただよっていた。

（『黒いゆりかご』の、次の襲しゆう撃げきはなかったんだ）

　薄うす闇やみの中、ミリアンはほっとして大台所を見み渡わたす。窓のひとつもない地下室に朝日は差しこまないのだが、ミリアンの正確な体内時計は今が朝であることを告げている。ミリアンが大台所のあちこちにうずくまるけが人たちを眺め、平へい炉ろのそばにいるカナギと詩人を確かめたとき、不意に至近距離から声がした。

「目、覚めたの？」

「……リュリュ？」

　視界に突とつ然ぜん割りこんできたバラ色の髪に、ミリアンは軽く目を瞠る。

　少年魔導師は女装を解かず、帽ぼう子しすらかぶったまま、ちょっと不ふ機き嫌げんそうにミリアンの傍かたわらで膝ひざを抱かかえて彼女をのぞきこんでいる。ミリアンは、慌あわてて自分がまだリュリュの魔法石を抱えているのを確かめた。

「そんなにおびえなくたって、別にあんたを殴なぐったりしないわよ。けがした女の子をどうこうするなんて、あたしの美意識に反するもん」

　むすっとして言い、リュリュは軽くまくりあげていた袖を直す。

（あれ……あんなに服に気、遣つかう子なのに）

　どうしてリュリュが腕まくりなどしたのかが気になり、ミリアンは自分の身の回りに視線をやった。すると、枕まくらにしていた荷の横に、水の入った桶おけがあるのが目についた。桶には無造作にたたまれた布がひっかかり、傍らには血で茶色く変色した包帯が渦を巻いている。

　ミリアンは何度か瞬まばたき、リュリュに視線を戻して問う。

「リュリュ、私のこと、看みててくれた……の？」

「…………他ほかにすること、なかったから。嫌いやだった？」

　ものすごくむすっとして言われ、ミリアンはまたも瞬またたく。

「ううん。嬉うれしい。ありがとう」

「……調子はどう？　何か食べる？」

　リュリュはどんどん仏ぶつ頂ちよう面づらになりながら言い、膝を抱え直した。不機嫌なのだかそうでもないのかさっぱりわからないが、とりあえず怒おこってはいない、ような気がする。ミリアンはリュリュの横顔を眺ながめながら、自分の体に意識を向けた。

（食欲はないけど……寝ねる前よりはすごく楽。傷が痛いのは生きてる証しよう拠こだし）

「食べ物はいらない。……リュリュは？　ちゃんとごはん、食べた？」

「どうしてそこであたしのことになるのよ。美形はごはんなんか食べないから平気だってば」

「だってリュリュ、男にしては細すぎるし」

　ミリアンが言うと、リュリュはついにミリアンに向き直って声を荒あらげた。ただし、声の大きさ自体はごく小さい。

「あのねえ！　あたしはこの体型維い持じするのに、ものすごい労力を払はらってるわけ！　人間の内面なんてどうせ全部外見に出ちゃうんだから、あたしは内面の美とかどうでもいいの、外見だけ美しく保っていられればそれがすべてなの！」

　聞いたこともない価値観に驚おどろき、ミリアンはまじまじとリュリュを見つめる。

「……でも、おなか減るよ」

　それはつらいこと、だと思う。見た目が綺き麗れいでも、おなかが減っていたら体を壊こわすし、幸せになれないと思う。目の前の少年が少し心配になり、ミリアンは無意識に胸に抱だいたリュリュの魔法石を抱え直した。途と端たんに、リュリュは浅く息を吞のんで小さく震ふるえる。

「……ッく……うう、下手な拷ごう問もんよりつらい……」

「リュリュ？」

　顔を伏ふせて震えるリュリュに、ミリアンが心配げな声をかけると、リュリュは急に顔をあげた。白い肌はだを朱しゆに染めて、リュリュは勢いこんでまくしたてる。

「いーい、ミリアン。あんたは化け粧しようを覚えなさい！　あたしがどうやってでもここから助け出してあげるから、外へ出て、きっちりめかしこんで化粧するの。わかる!?　そうやって、ちゃんと外がい界かいと他人と闘たたかうことを覚えなさいよ。今のあんたの心は無防備すぎよ、石を通してあんたの感情が流れこんできちゃって、なんていうか……もんのすごく恥はずかしい！」

　力ちから一いつ杯ぱい言われて、ミリアンは慌てて胸に抱いた魔法石を見下ろす。リュリュの装そう飾しよく品についた五つの石は、どれも異なった気配をもっていたけれど、共通している雰ふん囲い気きもあった。

　少し悲しくて、優やさしい石たちなのだ。

（不思議……だけど、綺麗な石。持ち主のリュリュも、きっと悪いひとじゃない）

　ミリアンは、リュリュの石から何も読み取らないよう、感じ取らないよう、なるべく気をつけて体から離はなして、リュリュを見上げた。綺麗な服、綺麗な帽子、綺麗な髪。

「リュリュのその格好も……何かと、闘うためなの？」

　ミリアンが不意に問うと、リュリュの表情は一いつ瞬しゆん硬かたくなった。次の瞬間には、妙みように作り物めいた笑えみを取り戻し、リュリュは帽子の陰かげで片目をつむる。

「そうよ。あたし、外界すべてと、他人の全部と闘ってるの」

「……お前、闇魔導師っていうより、ほとんどはぐれ魔導師みたいなノリの奴だな」

　平炉の前からカナギの声が飛び、ミリアンは息をつめた。

　硬こう質しつな足音がして、カナギが近づいてくるのがわかる。ミリアンの中では様々な感情が入り交じってしまい、彼女は顔をあげることができなくなった。

　リュリュはそんなミリアンに唇くちびるを引き結んだが、カナギは気づかず歩み寄る。

「ほら、ミリアン。食事の前に、まずはこれだ」

　傍らにしゃがみこんで薬湯を差し出したカナギに、ミリアンは反射的に硬直した。

（あ……駄だ目め。まだ、怖こわい）

　ミリアンの心はまだ少しおびえていて、カナギの顔をまっとうに見る勇気がなかった。しかたないので毛布に顔をうずめるようにして、どうにか答える。

「……あり……がとう。あの」

「どうした？」

　怪訝けげんそうに問うたカナギの手が、ミリアンの髪に触ふれようとする。今度こそ、ミリアンは隠かくしようもなく震えた。

　すぐさまリュリュがカナギを強くにらみつけて、膝でミリアンの前に出る。

「ちょっと、やめなさいよ。この子おびえてるわ」

「おびえてるだ？　どうして俺におびえる。おい、ミリアン──」

　リュリュの態度が妙に腹立たしく、重ねて声をかけようとしたカナギに、詩人の声が飛んだ。

「カナギ、ちょっといいですか。薬湯の煮に詰つまり具合を見てほしいのですが」

　カナギは少しばかり迷ったが、床ゆかに薬湯の椀わんをおいてから平炉の詩人のもとへと歩み寄る。

「詩人、ミリアンの態度、おかしくないか？　大分顔色がすっきりしたのはいいけど、けがの余波なのか、親しん戚せきが死んだのが衝しよう撃げきだったのか……どう思う」

　ミリアンのほうを気にしながら問うカナギは、詩人がかき回している小さな鉄てつ鍋なべの中身をのぞきこんだ。鍋の底には、鼻につんとくる匂いの琥こ珀はく色いろの液体がわだかまっている。

　鉤かぎつきの器具を取って鍋を炉から下ろすカナギを眺め、詩人はごく静かに言う。

「リュリュの言うように、ミリアンは君におびえているんです。多分君が無理やり薬草をのませたときから」

「無理やり？　俺がいつどこで無理やり……」

　むきになって言いかけたところで、カナギも思い当たった。昨晩、ミリアンが錯さく乱らんしかけたときに口移しでのませた薬草のことだ。口移し。……そう、口移しだ。

　あのときミリアンの目に映った恐きよう怖ふと絶望の影かげと、震え続けていた唇を思い出すにつれて真っ青になるカナギの顔色をのぞきこみ、詩人は穏おだやかに続ける。

「思い出しました？　あれはちょっと暴力的でしたね」

「は……冗じよう談だんじゃない、暴力？　暴力って、俺が、あいつにか？　あのときは……あいつがおかしくなってて、傷が開きそうで……ああでもしなきゃ、あとは縛しばるしかなかったんだぞ！」

　必死に言うカナギを詩人はじっと眺め、ついでに不安げなミリアンとリュリュのほうをもうかがってから、小さくうなずく。

「……ちょっと場を変えましょう」

　カナギが反論する間もなく、詩人はカナギを引きずって台所から小さな出入り口で繫つながった洗せん濯たく室へと移動する。敷しき布ふや洗あらい桶が散乱する部屋の片かた隅すみで、詩人は改めてカナギに言った。

「いいですか、カナギ。ミリアンは君に嫌きらわれるのが怖いんです」

　カナギは思わずぽかんとしたが、すぐにやるせない怒りにかられて声をあげる。

「突然一体なんの話だ！　いいかげんにしろ、あいつが好きなのはお前だろ！……ッ……ああ……阿あ呆ほくさい、何言ってんだ、俺は……大体今、そんな話をしてる場合か！」

　自己嫌けん悪おで頭を抱かかえたカナギを眺め、詩人は淡たん々たんと続けた。

「彼女がわたしに望んでいるのは、静かで理性的な、無む償しようの愛です。父親役ですよ。母親役でもあるかもしれない。でも君のことは、彼女はきちんと他人の異性として認にん識しきしています。だからこそ、口移しが『怖い』んです。そして、君も彼女のことは好きなはずだ。リュリュの態度に腹が立ったでしょう？　彼はミリアンにまぎれもない好意を抱いだいていますよ」

　詩人の平然とした態度がカナギの苛いら立だちをつのらせ、カナギは吐はき捨てるように言う。

「勝手にひとの気持ちを決めつけるな。ミリアンは子供だぞ。リュリュだって、どっちかって言ったらお前のことが気になってるんじゃないのか」

「ミリアンはあれで一五、六歳。立派な成人女性です。リュリュはわたしに何かの理想を見ていますが、彼の本ほん性しようは正しく少年です。彼はわたしではなく、ミリアンに惹ひかれている。──カナギ、その三日月の飾かざりのひとは、もうここにはいませんよ」

　すんなりとそんな言葉が転がり出て、カナギは呆ぼう然ぜんと顔をあげた。

　何を言われているのか理解できず、詩人を見返す。詩人はまっすぐにカナギの胸むな元もとを指さしていた。白々とした美び貌ぼうの中で、琥珀の瞳ひとみだけがじんわりとした光を宿している。詩人の瞳に宿る光は、少しの熱をも帯びていない。冷えた瞳だ。カナギはこめかみを汗あせが這はうのを感じる。胸苦しくて、詩人に指さされた胸元を無意識につかんだとき、カナギは不意に思い出した。

　そう──ここに、衣服の下に首から下げてあるのは、かつての恋人からもらった飾りだった。

「詩人、貴様……」

　妙な衝撃で心が震え、カナギは半ば虚うつろにつぶやいた。詩人は容よう赦しやなく続ける。

「君が大事にしているその飾り。心が不安定になると、君は必ずそれを手にしますね」

　心に斬きりこもうとしてくる詩人の声に、カナギは震えた。

「いつから……」

　いつから気づいていたのか問おうとしたとき、急に怒いかりが目を覚ます。

　カナギは乱暴に詩人の襟えり首くびをつかんだ。詩人は避よけもせず、抵てい抗こうもしない。ただ無表情で、カナギに引きずられる。引き寄せた詩人の薄うすっぺらい美貌をにらみ、何かを怒ど鳴なろうとして──不意にカナギの心は萎なえた。

　怒りの表情が顔から抜ぬけ落ち、指からは力が抜ける。

「……カナギ？」

　詩人の柔やわい声が呼んでいるが、それすらもどうでもよかった。カナギは詩人の体を無造作に押しのけ、洗濯室の石壁に背をもたせる。呼吸するたびに全身の痛みがふくれるようで、喋しやべるのも面めん倒どうだった。カナギはうつむき、数度の呼吸でどうにか痛みを抑おさえつけてつぶやく。

「いや……ああ、うん。間違った。お前、元々そういう奴だったっけ。そういう……だまし討うちみたいな言い方しかできない奴だった」

　カナギの声に少しの感情もこもっていないのを聞き、詩人はふと黙だまりこむ。

　戸と惑まどうかのように無表情に首をかしげ、詩人はぽつりと謝った。

「……すみません」

　不器用な謝罪に、カナギの中では怒りよりも悲しみが量を増す。くだらない。こんなことで怒おこっている自分も、こんな言い方しかできない相手も、暗い過去も未来も、すべてがくだらない。カナギは自分でも何を言っているのかよくわからないままに続ける。

「謝るな、別に悪いとか思ってないんだろ？……確かに、俺のこの飾りを持ってた女は死んだ。そうだな、確かに俺が愛した女だったよ。俺のせいで死んだ」

　そしてもう、帰ってこない。

　誰だれも彼女の代わりになどなれない。自分が誰かをシオミのように愛するなどと考えたくない。想像しただけでひどい頭痛と吐き気がする。

　そもそもカナギは女扱あつかいが得意ではなかった。女は勘かんばかりがよくて、闇やみが深くて──何より、誰を見てもシオミを思い出す。ひょっとしたら、シオミを思い出さずに傍そばにいられた女はミリアンだけかもしれない。ミリアンは陽性の美しさをまとい、子供よりも純じゆん粋すいで、傍にいると安あん堵どした。だからこそ、カナギは彼女の幼い危あやうさを守りたいと思った。

　この、いたたまれないような、温かいような感情が、ミリアンへの淡あわい恋心なのだとしたら。

（今すぐ、くたばれ）

　カナギは心中で己おのれを呪のろう。死にかけている人間がひとに惚ほれてどうする。誰も守れなかった人間が、今さらひとに惚れてどうする？　そんなことは許されていない、だから死ね。心を静かに押しつぶし、感情を殺すのだ。淡い息苦しさを感じ、カナギはすがるように胸元に下げた飾りに手をあてた。けれど何も返ってくるものはない。心が落ち着くわけでもない。

　確かに、シオミはもうここにはいない。縛られて、残されているのは自分だけだ。
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「あの二人って、なーんとなく仲いいわね。古いつきあいなの？」

　カナギと詩人が消えた洗濯室のほうを眺ながめて、リュリュはミリアンに問う。

　二人が一体なんの話をしているのやら、心配していたミリアンはどきりとしてリュリュを見上げた。帽ぼう子しの陰かげからこちらを見つめてくるリュリュの視線を感じ、首をかすかに横にふる。

「ううん……そんなに古くない。私たち、ほとんど同じ時期に会ったから」

「そのわりには、あの二人だけで通じてる話が多くない？　あんたたちの関係って、傍はた目めにわかりにくいんだけど……あんた、別にあのどっちかの恋人とかじゃないのよね？」

　興味なげに問うてくるリュリュの声は、実は結構真しん剣けんで、ミリアンは驚おどろいて言葉をなくした。今までそんなことを問うてくるひとはいなかったのだ。少女はどぎまぎと答えを探す。

「え……と。私たちは、家族……だと、思う。私だけが思ってるのかも、しれないけど。恋人とかじゃないけど、カナギとソラのことは……それぞれちょっと、別の意味で好きだし」

「別の気持ちって、どういうことよ？」

　間かん髪はつ容いれずそこを衝ついてこられて、ミリアンはますます目を丸くした。妙みように緊きん張ちようして、鼓こ動どうが走ってしまう。別にやましいことなど何もないのだけれど、他人に改めて説明するのはなんだか決まりが悪いし、難しかった。

　とはいえごまかすという発想もなく、ミリアンは自分の気持ちを確かめながら言う。

「ソラは……一いつ緒しよにいると、悲しいけど落ち着く。不思議なこと、言うけど、頭を空っぽにして聞いてるとなんとなくわかるから──ほんとは、そんなに不思議なひとじゃないと思う。頭がよくて、寂さびしがりで、歳としを取ってて、子供なんだと思う。カナギは、優やさしくて悲しいひとで、強くて誇ほこり高いから好き。だけどちょっと、まだよくわからなくて……たまに、怖こわい」

　ミリアンが時間をかけて語ると、リュリュは彼女に向き直って訊きいた。

「そうなの？　ぱっと見、カナギのほうがわかりやすそうじゃない」

「うん。カナギのほうがわかりやすい、から……わからない。どうして死なないのか、とか」

「んん？　どういうこと？　単に元の体が丈じよう夫ぶだからなんじゃないの？」

　そうではないのだ。ミリアンは、最近はカナギ本人にもぶつけていない疑問を唇くちびるにのせる。

「カナギは、自分のせいで、親しん戚せきとか故郷とか全部滅ほろびちゃって、取り返しがつかないくらい、たくさんのひとが死んで──でも、まだ人殺しをしながら生きてる。誇り高いのに、どうしてなのか、不思議。私なら、きっと死ぬのに、って」

「つまりあんたは、カナギは誇り高く死んだほうがいい、と思うの？」

　リュリュがそんなことを訊いたので、ミリアンは呼吸が苦しくなった。

　カナギが死んだらいい？　まさか。そんなことは考えていない。少しも考えていない。

　言葉をなくして身を固くするミリアンを見下ろし、リュリュはため息をついた。

「気になるのね。なるほど。……まあいいわ。ゆっくりやりましょ」

「ゆっくり……何？」

　問うミリアンを横目でちらと見やり、リュリュは皮肉に笑う。

「あんたってほんと、素す直なおすぎて憎にくいわ。まるで……」

　その先の言葉を吞のみこみ、リュリュはじっと横たわったミリアンを見つめた。その視線があまりに強くて──同時にあまりに遠いので、ミリアンは淡い違い和わ感を覚える。

　リュリュはまるで、懐なつかしいものを見るようにミリアンを見ていた。

　ミリアンがその違和感について問う前に、リュリュは横たわったミリアンに手を伸のべて頰ほおをなでる。ミリアンは眉まゆ根ねを寄せた。カナギや詩人や、フェイギン家のひとたちにそうされるのは嫌いやではなかったけれど、リュリュの手は触ふれてみると確かに少し骨張った男性のもので、なじみのない匂においがする。

　ミリアンが不快を感じているのを知りながら、リュリュは口元で笑って、ミリアンの耳に顔を寄せる。長いバラ色の髪が落ちかかり、ミリアンの視界はすっかりさえぎられた。

「ねえ、ミリアン。あんた、帝てい都とに行ったことは？」

　語りかけるリュリュの声が妙に甘くて、ミリアンは動どう揺ようを隠かくせずに瞬しばたたく。

「帝都……？　行ったこと……ない、一度も」

「そう。じゃあ、絶対に行くなよ。ここを出たら……そうだな。石ごと俺んとこに来る？」

　耳元で、男声に戻したリュリュの声が囁ささやく。

　くぐもった声に、ミリアンはぎょっとして身をよじった。その拍ひよう子しに全身の傷が痛んで、ミリアンは顔をしかめる。リュリュは少女の抵てい抗こうの気配を感じると、小さく笑った。
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　ミリアンの耳にリュリュの唇が軽く触れ、そっと離はなれていく。

「……どうして？」

　ようやくバラ色の帳とばりから解放されたミリアンは、乱れた呼吸でどうにかそれだけ問うた。何が起こったのか、リュリュが何をしたいのか、少女にはよくわからない。困こん惑わくしたミリアンの目の前で、リュリュは元のように両りよう膝ひざを抱かかえ、しれっとした顔で言う。

「さあね。あたし、あんたの石に惚れてるの。あんたもその石も、まだまだ綺き麗れいになりそうだから、一緒に居てもいいかなーと思っただけよ」

「私は……カナギたち、と」

　カナギたちと一緒に行くのだ。でも……カナギは、ウゴルを倒たおしに行くと言う。

　ミリアンは不安に冷や汗あせをにじませて目をつむったが、すぐに嫌な予感で目を開いた。

（何……この、嫌な感じ）

　薄うす暗ぐらい大台所の中を、ミリアンは視線で探さぐる。

　赤紫色の瞳が壁かべの一角、通気口でとまったとき、黒々とした穴から何かが転がり出してきた。

　硬かたい音を立てて石床に転がる何ものかに、魔ま導どう師したちの数人が顔をあげる。

「──触さわらないで！」

　本能的に危険を察したミリアンがかすれ声で叫ぶ。しかしそのときには、ひとりの魔導師が転がった小石のようなものを拾い上げていた。

「どうした？　ただの小石……！」

　最後まで言う前に、魔導師の衣ころもにこびりついていた血が、小石に触れる。即そく座ざに小石はゆらゆらと揺ゆれ始め、めきり、と音を立てて質量を増した。

「なんだ!?」

　魔導師が慌あわてて叫び、手の中で大きさを増した小石を床に放ほうり出す。

　すると小石は円を描えがいて揺れ続け、うなるような音を立ててどんどんと巨きよ大だいになっていった。大きくなると、それが渦うず巻まき模様を持つ、分厚い円えん盤ばん状の何か──強しいて言えば巻き貝に近い有機物であることが知れる。

　暗あん褐かつ色しよくの円盤は、かなり高い大台所の天てん井じようすれすれにまで、瞬またたく間に巨大化した。

「おい、一体なんだ！」

　騒さわぎに気づき、カナギが洗せん濯たく室からの扉を蹴けり開けて大台所へ飛びこむ。カナギは突とつ如じよ出現した巨大な円盤にあっけにとられて剣けんを握にぎったが、彼の後に続いた詩人は冷静だった。

「この感じ……おそらくは魔物の一種ですね」

　つぶやく詩人に、ミリアンが声をあげる。

「きっと、そう！　小さかったのに、拾ったら大きくなったの！」

「ミリアン、詩人の楽器をよこせ！」

　カナギの叫びに応こたえ、ミリアンは枕まくら元もとにおいてあった詩人の弦げん楽がつ器きを手に取り、痛みをおしてカナギのほうへと投げつける。カナギはそれを確実に受け取り、詩人に押しつけた。

「お前の仕事だ」

「わたしはすっかり魔物の行動抑よく止し用の道具ですね」

　詩人は穏おだやかに愚ぐ痴ちを言いながら、楽器を包んでいた袋ふくろを取り払はらう。その間にも魔物は転がり、恐おそろしい音を立てて石壁につっこんだ。魔物の殻からの硬こう度どはすさまじく高いと見えて、ぶつかった壁には放射線状にヒビが入る。大台所全体が揺れ、辺り中から埃ほこりが落ちた。

　危あやうく轢ひきつぶされかけた負傷者から悲鳴があがる。

　魔物は考えこむかのように壁にぶつかったまま静止していたが、おもむろに逆方向へと転がり出す。負傷した魔導師たちはあわてふためき、互たがいに肩かたを貸しあって逃にげまどった。

　カナギはすぐさまミリアンに駆かけ寄り、抱だきかかえて詩人の傍かたわらへと運ぶ。詩人の白い指は弦の上を踊おどり、常に平静を失わない喉のどが穏やかな旋せん律りつをたどる。

　場ば違ちがいとも言える歌が大台所に満ちると、魔物はぴたりと動きを止めた。

　円盤状の体の下から、暗い緑色の触しよく手しゆらしきものが無数に伸びてきて、石の床をつかむ。魔物は触手でじわじわと方向転てん換かんをすると、そのまま床をはいずって詩人の眼前までやってきた。

　そして後は、素直に触手を収めてじっとしている。

「相変わらず、便利な男だ」

　カナギは一息ついて詩人を見やるが、リュリュは盛せい大だいに顔をひきつらせて問う。

「……正直な話、あんたら何者？」

「旅の薬くす師しと詩人。しかしこれ、どうするかな。弱点がわかればいいんだけど……この大きさじゃ、外に放り出すわけにもいかない」

　素っ気なく答え、カナギは巨大な円盤状の魔物を見上げる。ふと足あし下もとを見ると、同じ魔物の休きゆう眠みん状態のものなのであろう、てのひらに乗る大きさのものが転がっていて、カナギは顔をしかめた。

　そのとき、部屋の隅すみで固まっていた魔導師たちの中から、ひとりの老人が手を挙げる。

「ちょっとよいかの。わしゃ、魔物のことなら詳くわしいのじゃ。第三書庫の魔物関係の書物はすべて暗記しておるでの。そやつはおそらく『暁ぎよう闇あんの輪』じゃ。火で燃えるはずじゃ」

「本当か？　なら助かるな。とっとと燃やそう」

　カナギはうなずき、足下の休眠中の魔物を拾おうとして、不意に考えこんだ。

「──カナギ？」

　歌いやめた詩人が声をかける。カナギは慌てて魔物のほうを見たが、魔物はまだ歌の余よ韻いんにひたっているかのように、ゆっくり揺れているだけだ。

　カナギは足下の魔物と目の前の巨大化した魔物を見比べ、意を決して言う。

「……使えるかもな。詩人、この魔物を使って、退路を確保するぞ」
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「これが闇魔法教会本部の全体図。ウゴルがいるのは最上階、一三階の広間で、閉へい鎖さの静魔法を発生させている拠きよ点てんはこの八つよ」

　リュリュが石床に炭化した薪まきで描かいた建物の全体図を、カナギたちが取り囲む。

　隣となりの平へい炉ろでは、巨大な魔物をどうにか焼いてしまおうと魔導師たちが奮ふん闘とうしているのが見えた。床にかかれた図の傍らに膝ひざをついたカナギは、鋭するどい視線を床に向けて問う。

「静魔法ってのはどうやって発生させるんだ。魔導師たちが拠点で呪じゆ文もんでも唱えてるのか？」

「静魔法は、場に宿る大気の力を利用して、魔法陣と呪具でもって発動させる魔法のことよ。制せい御ぎよするためにひとはついてるだろうけど、必ずしも必要じゃない。場の大気を整えるために必要な呪文は、簡単な魔法機械に任せられるし」

　リュリュがせっせと説明し、詩人が楽器を抱えたままうなずく。

「魔法機械といえば、光魔法教会の得意技わざですね」

「まあね。でも別にあたしたちだって簡単なのは使うわよ。よくやるのは、呪文を書いた輪を回すやつ。同時にうまく音も出すと、一回転で一回呪文を唱えたことになるのよ」

　そういえば、カナギも前世界の遺い跡せきやこの本部で以前監かん禁きんされた部屋などで、魔法文字を刻んだ回転する円盤を見たことがある。カナギは記き憶おくを探さぐりながら問う。

「魔法ってのも結構いいかげんだな。その、輪を回す動力はなんだ？」

「あんたにわかるようにいいかげんに説明してんでしょ！　回転力は基本的には水力でまかなってる。この渓けい谷こく、地下に川が流れてんのよ。それを引きこんで、地下水路を造ってる」

　不ふ機き嫌げんそうなリュリュの言葉にうなずいて、カナギは顔をあげた。

「そこから侵しん入にゆうしよう。その回転力を出してる水車か何かを壊こわしてくる。それで閉鎖の魔法は少しはゆるむか？」

「全体的にゆるむとは思うけど……ちょっと、本気？　どこ壊せばいいのかわかる？　あたし、新参者だし、そんな地下のことまでわかんないわよ？」

　確かに地下では方角もわからない。下手に潜もぐっても迷うだけだ。黙だまりこくった面々のところへ、ひとりの魔導師が壁にすがって顔を出した。さっきまで魔物を燃やすのを手伝っていたのだろう、顔は煤すすけ、片足には包帯が巻きついている。

「──ならば、俺が一いつ緒しよに行こう。地下水路には何回か、係の者の代理で点検に行った」

「却きやつ下か。お前、その足で水路なんか歩けるわけないだろう」

　カナギのにべもない言いように、魔導師は顔色を変えて言い返した。

「貴様こそ、その顔色でどうしてそんな大立ち回りをやる気になる！」

「なんだよ、お前のその足、治ち療りようしたのは俺だぞ!?」

　にらみあうカナギと魔導師の間に、ひょこひょこと小こ柄がらな老魔導師が割りこんで双そう方ほうの背を叩たたく。老魔導師は、道案内を申し出た魔導師が首からかけていた魔法石の護ご符ふを引っ張った。

「喧けん嘩かしとる場合か。ほれ、おぬし。己おのれの魔法石をこやつに預けて道案内すればよかろ。薬師、おぬしは道が分ぶん岐きするたびに、石を道にかざして叩くか光をあてるがよい。石がよく響ひびいたり、光り輝かがやいたらそっちが善よき道じゃ」

「しかし、魔法石を渡わたしてしまっては俺が魔法を使えません！」

　若い魔導師が戸と惑まどいの声をあげると、老人は皺しわのせいで表情の出にくい顔を笑いに歪ゆがめる。

「どうせここから逃げられねば、魔法など使う間もなく死ぬんじゃ。……のう。もう意地をはっとる場合じゃあるまいよ。ただの人間がここまでやろうというんじゃから、わしらとて少しばかりの無む茶ちやはせんとな」

　それでも若い魔導師はしばらくためらっていたが、やがて意を決したように胸に下げた護符を手にとって、カナギをにらむように見やった。

　自尊心の強い魔導師が己の魔法石を一いつ般ぱん人に預けるのは、おそらくきわめて屈くつ辱じよく的なことなのだろう。カナギが独特の暗みを秘ひめた目で見返していると、魔導師はようやく無言で魔法石を突つきだしてくる。カナギはせめて丁てい寧ねいに受け取り、一礼して首にかけた。

「ありがとう。必ず返す」

　カナギの礼に魔導師はかすかにうなずく。リュリュが、いつもより少しまじめな声で言った。

「封ふう鎖さの静魔法がゆるんだら、すぐにどこの拠点が一番手て薄うすか調べて、一点突破するわ。ミリアンは必ず守るから安心して」

　カナギは胸にわき上がりかけた妬と心しんに近い感情を即座にねじ伏ふせて、かすかにうなずく。

　次に楽器を背に負った詩人が、鈴すずのついた杖つえを手に一歩前へ出る。

「カナギ、わたしは君と一緒に行きましょう。万が一魔物が暴走したら、止められるのはわたしだけです」

　詩人の言うことはもっともなのだが、カナギは少しばかり顔をしかめた。剣を手に立ち上がり、カナギは詩人の耳元に囁ささやく。

「……お前、ミリアンを本当にリュリュに任せる気か？」

「彼に、ミリアンに対する害意はありません。偽いつわりの気配はありますが、いざとなれば今のミリアンでも打ち倒たおせる程度の魔法力です。わたしも、目的をとげたらすぐここへ戻りますよ」

　確かに、リュリュが『黒いゆりかご』の間者であるなら、もっと動きようがあるはずだ。後ろ髪がみは引かれたが、カナギはしかめっ面つらのまま、かすかにうなずいた。

　ミリアンはリュリュの装そう飾しよく品を握にぎりしめて、カナギと詩人を見上げている。

　青ざめた顔で横たわっている少女を見下ろし、カナギと詩人はごく静かに声をかけた。

「静かにしてろよ。無茶はするな」

「すぐに帰ってきますからね」

　そうとだけ言って、二人は扉とびらのほうへと向かう。道案内役の魔導師が、地下水路へ降りる口について説明しながらついていく。

　体温が下がるような気がして、ミリアンは震ふるえる指で毛布をつかんだ。

（私、無力だ）

　ぼんやりと思う。こんなにひどい無力感を感じるのは久しぶりだった。

　ミリアンは無力な子供でいるのが嫌いやで、無力さと虚むなしさから抜ぬけ出すために懸けん命めいに生きてきたはずだった。でも結局は弱い。弱いから、おいて行かれる。

　カナギと詩人が廊ろう下かへと出た後、軽い音がして扉が閉まる。

　途と端たんに、視界が少し暗くなった。

「ミリアン。何暗くなってんの。大丈夫よ。あんたはあたしが守るから」

　リュリュが声を明るくして言い、ミリアンの傍そばに座りこむ。ミリアンはリュリュの体温を感じると、震えて身を固くした。そんな少女を見下ろし、リュリュは少し困ったふうでもある。

「え……何、さっきのでおびえちゃった？　お子様ねえ。別に取って食いやしないわよ。あたしは基本的に、人間より魔法石のほうが好きだしね」

　面めん倒どうくさそうに言うが、これはきっと演技だと思う。理由はわからないが、リュリュの態度はどれも演技じみている。詩人のそれよりももっと、不自然で軽い。

　ミリアンは体に巻きつけていた毛布をさらに引き寄せて訊きいた。

「──リュリュ。リュリュはずっと、ひとりだったの？　好きなひと、いなかったの？」

　突とつ然ぜんの問いに、リュリュは決まり悪そうに首をかしげる。

「ええと……？　そう、ねえ。好きにも色々あると思うんだけど、恋のことでいいの？」

「……うん。多分」

「……昔、あったかなあ。こう、一緒になりたい感じになったこと」

　真しん剣けんに悩なやみながらリュリュは言い、ミリアンはゆっくり瞬まばたく。

「一緒に？　一緒に居たくなる気持ち？」

「ううん、ちょっとだけ違うの。一緒になりたいっていうのは、ほら、手で触さわったら、そこから体が溶とけちゃいそうになる気持ちのこと。体が溶けて、ついでに心も溶けちゃって、何も言わなくても気持ちが通じる気がして……心も体も、別々でいるのがばかばかしくなって、自分とかがいらなくなって、全部が繫つながる気がして。そういう感じがしたら、きっと恋よね」

　低めの女声で一いつ生しよう懸けん命めいに説明され、ミリアンは少しだけ眉まゆを寄せた。

「溶けるの？……怖こわくない？」

「まあ、怖いわよ。でも、恋してる間は怖くないの、不思議なことに」

「そのひととは、どうなったの」

　ミリアンの問いに、リュリュは親指の爪つめを嚙かんだ。ほとんど無意識の所作なのだろう。リュリュは軽く顔をうつむけ、わずかに語ご尾びを震わせて言う。

「綺き麗れいに壊れたわ。……むしろ、あたしが逃にげたのかな。ひっどいんだもん、その子。すぐに、あたしのこと忘れちゃうのよ。少しずつ仲良くなって、繫がったかな、って思うたびに……忘れちゃうのよ。一度じゃないわ。あたしそのたびに、死ぬほどつらくってさ。逃げちゃった」

「そのひと、女の子？　だからリュリュは……女の子の格好してるの？」

　ミリアンが言うと、リュリュは爪を嚙むのをやめた。唇くちびるを半ば開いて凍こおりつき、しばらく沈ちん黙もくしたのちに、妙みように平へい坦たんな声で返す。

「違うわ」

　リュリュの返事は否定の言葉だったが、ミリアンは確信した。

　このひとは、何かから逃げているのだ。だから偽りの気配がする。ミリアンはなおも問う。

「だから、世界中と闘たたかってるの？」

「違うって。ミリアン……」

　リュリュの口元があいまいな笑えみを浮うかべるのがどことなく悲しくて、ミリアンは自分の腹の傷に手をあてた。まだずきずきと痛むそこをそっと押さえて、どうにか上半身を起こす。

「ちょっと、起きちゃ駄だ目め……ッ！　あ……」

　慌あわてて押さえこもうとしたリュリュの、みぞおちにミリアンの当て身が綺麗に決まった。

　崩くずれ落ちるリュリュを見下ろし、ミリアンはどうにか呼吸を整えて囁いた。

「ごめんね。私……リュリュのこと、まだよく知らないし。ここに、いちゃ駄目なの……よく、わかったから。……もう、行くね」

　ミリアンは毛布をはねのけ、ゆるめられた胴どう衣いの下の傷を見下ろす。血のにじんだ包帯を押さえ、もう一度きつく結び直す。

　身動きするたびに、耳元で血の流れる音が大きく響く。痛む。冷や汗がでるほどに痛む。でも、きっと動ける。

　衣類をきちんと整え、武器のある場所を確かく認にんした。倒れたリュリュの傍かたわらに彼の魔法石を置き、壁かべにすがってミリアンが起きあがると、魔導師たちの間からも驚おどろきの声があがる。

「おい、傷が開くぞ！　何をやってる！」

「私、行かないと」

　短く答えて、ミリアンは石床に落ちていた、炭化した薪まきの欠片かけらを拾う。ぎこちない手つきで、石壁に大きな文字を書きつける。魔法文字ではなかった。ただの共通語だ。死んだフェイギン家の老婦人に教わった文字だ。書き終わって、ミリアンは床を踏ふみしめた。立てる。

「行くって、一体どこへだ！」

　魔導師の声には、心配の色が宿っていた。彼も、ミリアンのことを無力だと思っているのだろうか？　そうかもしれない。実際、今のミリアンは無力だ。

　けれど、だからといってうずくまっているわけにはいかなかった。この世に逃げ道などはなく、無条件にさしのべられる手などなおさらない。

　おいて行かれたくないのなら、自分の役割を果たすだけだ。

　ミリアンは血の気をなくした無表情で、挑いどむように扉を見つめた。

「ウゴルのところ」

　ぽつりとつぶやくと、辺りには緊きん張ちようをはらんだ静せい寂じやくが落ちる。

（最初から、こうすればよかった。ウゴルを倒せるかもしれないのは、きっと私だけなんだ）

　ミリアンの体調は実にひどかった。立っているのが不思議なくらいにふらつくし、頭は重く石のようで、吐はき気は激しく、今にも体がばらばらになってしまいそうに全身が痛い。

（カナギって、いつもこうなのかな）

　ミリアンは、ぼんやりとカナギのことを考えた。結局最後にはひとりで歩いていってしまいそうな、彼のことを。詩人とは別の、しかし恐おそろしい場所へ向かって歩いていくひとのことを。

　ミリアンがウゴルを倒せなければ、カナギがウゴルのところへ行くだろう。

　そして死ぬ。きっと死ぬのだ。

　何かを決めてしまったカナギは、多分誰だれにも止められないから、彼が死ぬ前に自分が行こう。行って闘おう。自分が無力ではないことを証明しよう。闘えなかったら、負けたら死のう。それが正しい。きっと世界はそんなふうにできている。

　ミリアンは慎しん重ちように一歩を踏み出す。ほら、大丈夫。まだ歩けるから、もう少し先へ行ける。


◆



「最悪だな」

「体調が？　顔色が？　状じよう況きようが？」

「……全部だ、全部！」

　小声で吐き捨てるように言い、カナギは水路を歩む。清明な水の流れはカナギたちの腰こしあたりまであり、水路の幅はばは両手を広げたくらい、天てん井じようもそう高くはない。

　真っ暗な水路の中を、カナギと詩人は魔法石の淡あわい光を頼たよりに進んでいた。

「底がぬるぬるしてるせいでまともに進めないし、水は見事に冷えてるし……」

「まあ、健康によい場所ではありませんね。君、一度ならず見事に転びましたし」

　詩人がのんびりと言い、カナギは反論できずに髪かみからしたたる水を手の甲こうでぬぐう。もとより体調不良の体は水で冷やされて、あちこち悲鳴をあげている。文句のひとつも言わなければ精神的な負ふ荷かが振ふり切れてしまいそうだった。

　どうどうという水の流れる音が大きくなってくるのを感じ、カナギは壁にすがる手に力をこめた。今浸つかっている流れはそう速くないが、流されてしまったらただではすまない。

「先のほうに明かりが見えますね。分ぶん岐きでしょうか」

「らしいな。ちょっと待て」

　胸から下げた魔法石を掲かかげて見ると、狭せまい水路はしばらく先へ行ったところで途と切ぎれている。カナギたちのいる水路は、少しの段差の後、別の大きな水路と垂直に交わる様子だった。カナギは水をかきわけ、慎重に狭い水路から首を出して先をうかがう。

　左右に流れる大きな水路は、幅が一五歩ほどもあり、両端には点検用の通路ももうけられている。石壁に埋うまった鉤かぎにくくりつけられたいくつかの松明たいまつが音を立てて燃え、半円アーチ状に掘ほり抜ぬかれた高い天井をぼんやりと照らし出していた。

　カナギが薄うす明あかるい大きな水路へと魔法石をかざして指で叩たたいてやると、貴石は清明に響ひびく。

「こっちで大丈夫だ。段差があるから注意しろ」

　カナギは詩人に声を投げてから、ひと思いに下段の水路へと飛び降りた。靴くつ底ぞこがぬめりを帯びた水路の底につくなり盛せい大だいに滑すべり、カナギは水音を立てて転てん倒とうする。

「っ……くそ！」

　悪態をついて壁のくぼみにすがり、どうにか流れにあらがって起きあがる。

　カナギが懸命に振り返ると、詩人は壁づたいにひらりと下段の水路へ降り立ったところだった。楽器と杖つえを濡ぬらさぬように抱かかえた上での優美な所作に、カナギは憮ぶ然ぜんとする。一体どうしたらそんなことができるのだか、訊きいてもろくな答えは返らないのだろうが腹は立つ。

「端はしに通路があるな。上ろう」

　むすっとしたままカナギが言い、膝ひざまでの水を蹴け散ちらして広い水路を渡わたっていく。この水路にはあちこちから細い水路が繫がっているらしく、各所で複雑な水音が聞こえた。

「あちらのほうから妙な音がしますね。どこか旋せん律りつめいた……魔法かもしれません」

　カナギに続いて水路から一段高い通路へあがり、衣ころもの裾すそをしぼった詩人が言う。

　カナギが改めて耳を澄すませてみると、確かに水の流れる音と共に、何かが軋きしむ音や、虫の羽音に似た音が聞こえる場所だ。大気がまったりと重く、先へ進みたくないような気分にもなる。カナギは松明の明かりに照らされる詩人の横顔に問うた。

「どうにかなるか？」

「やりましょう」

　言葉少なに詩人は楽器の荷を解き、しばし目を伏ふせて辺りの音を探さぐった。詩人の指がそっと弦げんを弾はじくと、辺りの大気がわずかに震ふるえる。素そ朴ぼくな弦楽器の音はどこまでも響き、周囲の音と調和した。囁ささやくような高音が、どこか遠いところでいく度か響いた気がする。

　詩人の指はさらに楽器の上を踊おどり、そのたびに、すっと大気が清せい浄じようになる。

　大気の不可解なよどみがゆるまったところで詩人は弾きやめ、カナギと共に歩を進めた。

　魔法石の導きでもっていくつかの角を曲がると、木製の歯車の軋みがひどく大きくなってくる。カナギは通路の端に立ち、左に折れる水路の先を見やった。

　水路の進む先は重い鉄の格こう子しでふさがれていたが、その先には複雑に動く巨きよ大だいな歯車がかみ合い、水力で回転している気配があった。カナギは胸むな元もとの石を軽く叩いて訊く。

「おい、あれを壊こわせばいいのか？」

　すると魔法石はひときわ大きく輝かがやいた。カナギが振り向くと、詩人が軽くうなずいて懐ふところから陶とう器きの小さな壺つぼを取り出す。壺の中には、もっと小さな陶器製の調味料入れが二つ入っている。

　片方の調味料入れには魔物の休きゆう眠みん体が、もう片方には血ぬれた包帯が仕こまれているのだ。

　カナギは鉄格子の際きわまで歩み寄り、通路に灯ともる明かりを頼りに歯車までの距きよ離りを目測する。

「……ちょっと遠いな」

　鉄格子は縦に鉄棒を並べただけのものだが、はめごろしで開けられそうにない。

　少しばかりためらった後、カナギは懐に収めていた予備の包帯を取り出した。ある程度の長さのある布きれの片方を手首に結びつけると、布を二つに折りたたみ、折りたたんだところへ魔物の入った壺を挟はさんで、結んでいないほうの布の端を手に取る。詩人が小さくつぶやいた。

「なるほど、投石の要領ですね」

「失敗しないよう祈いのってろよ」

　カナギは布にくるんだ壺の重さを確かめ、恐ろしく集中して歯車を見やる。

　格子にあててしまったらそこで終わり、水に沈しずめてしまっても駄だ目めだ。

　普ふ通つうは無理だ、そんなこと。カナギの頭の端に残った理性が囁くが、今必要なのは理性ではない。すべてを研とぎ澄まし、信じることだ。腕をはじめ、全身の感覚だけに集中する。呼吸と共にふくれあがる痛みを念入りに感覚から切り離す。

　壺をくるんだ手の中の布を、試ためしに軽くふってみてから体の横で回した。遠心力をつけるには二、三度の回転で充じゆう分ぶんだ。耳の近くで壺が風を切る音がする。──今だ！

　すかさず布から手を離すと、壺が弧こを描えがいて格子の向こうへ放ほうり投げられる。

　カナギは格子をつかみ、痛いほどに歯車のほうを見つめた。水音は──しない。

　壺は水中には落ちなかった。それはいい。

　しかし、鉄格子の向こうでは、いつまでも規則正しい歯車の軋みが響いている。

「……うまく壺が砕くだけなかったのか？」

　こめかみに汗あせを浮うかべてカナギが囁く。陶器製の壺が砕け、中の魔物に血がついてくれないと、魔物は目を覚まさない。やがて、傍かたわらの詩人が静かに言った。

「いえ……待ってください。……二つ、歯車が止まりました」

　本当か？　カナギが問い返そうとしたちょうどそのとき、格子の向こうでめきめきとすさまじい音があがった。木製の歯車の破は砕さい音である。

　包帯の血で目覚めた魔物が巨大化し、歯車のかみ合わせを破砕したのだ。硬こう度どの高い魔物の体にひっかかり、歯車が割れ、軸じくが歪ゆがむ。歯車の欠片かけらが水路へ落ちる大きな水音が連続して響くのを確かく認にんし、カナギは即そく座ざに身を翻ひるがえした。

「よし、逃にげるぞ！」

　カナギと詩人は元来た水路を駆かけ出す。一目散に駆けていくと、カナギは不意に前方から轟ごう音おんが近づいてくるのに気づいた。

　水路全体を鈍にぶく震わせる、腹に響く低音。──水音だった。

　大量の水が、一気に水路を駆け下ってきたのだ。そう理解したときには、目前の角から水しぶきが噴ふき出す。続いて真っ黒な壁かべのような水が飛び出し、見る間に眼前に迫せまってくる。

「こっちだ！」

　カナギが叫んで、脇わきの高い場所にある水路へと身を押し上げた。詩人が続いて水路の際に手をかけ、カナギが彼の襟えり首くびをつかんで、二人して脇の水路へ転がりこむ。

　直後にものすごいとどろきが水路を走り、二人の隠かくれた脇の水路へも波が押し寄せた。

　思い切り全身に冷水をかぶり、詩人は軽く首をふる。白い髪から水をしたたらせて詩人が顔をあげると、脇の水路へ入った水は一波だけで退ひいた様子であった。

　細い水路で座りこんだカナギと詩人は靴くつや衣の一部を洗われているだけだが、今まで走ってきた広い水路では、まだ大量の水がどうどうと音を立てて流れている。

「どこかの水門が開かれたのですね。……カナギ？」

　濡れた髪を押しやりながら詩人はカナギを見やった。狭い水路の少し奥で、カナギはうずくまるようにして頭を抱えている。

「大丈夫だ」

　低く返したカナギの声は震えていた。詩人は水路の壁に手をかけ、カナギをのぞきこむ。

「どう聞いても『大丈夫』という声ではありません。不調が出ましたね？　対たい抗こう薬は？　最近また、使っていなかったようですが」

　静かな詩人の声が遠くに聞こえ、カナギは何度か咳せきこむ。すると、目の前がみるみる灰色じみた。まずい。カナギは震える指で上着の裏を探る。

「単に……なくなったんだ、対抗薬。ウゴルとの立ち回りで、使ったからな。……代だい替がえ品はさっき作った。今、使う」

　カナギはなるべく平静な声を出すよう努力したが、多分うまくはいかなかったのだろう。それより今は、代用薬を適量体の中に入れるのが先だ。上着の裏からどうにか薬の小こ瓶びんを取り出し、もどかしくしか動かない指先で栓せんを抜く。これこそのみ過ぎたら終わりだ。

　一いつ滴てき、二滴、と手の甲こうに落として、どうにか唇くちびるを湿しめした。吞のみこむと同時に、ひどく震える。不快でたまらない。全身がざわつく感じがする。詩人はまだ喋しやべっている。

「どうしてぎりぎりまで薬を使うのを引き延ばしたんです？」

　詩人の声は、すべてを見み透すかしたように響く。カナギは唇で苦く笑しようして囁く。

「──副作用がひどい。一度、症しよう状じようが……がくっと悪くなる。その後は、普段よりは動けるようになるはずだ。本当はウゴルのとこへ行く直前に使いたかったんだけど、な」

　囁き終えたところで限界が来た。カナギは抱えた膝に額をつけて、何度か荒あらい息をする。

　詩人はカナギを静かに見み据すえ、常のように話しかけた。

「呪のろいの対抗薬と言いつつも、どうせ自分の体も傷いためる強きよう烈れつな毒なのでしょう？　魔ま物ものを抑おさえて、自分を殺しては意味がない。君が死んだら、誰だれがミリアンに心を与あたえるんです。わたしができるならそうします、けれどそれは無理だ。わたしには心がありません」

　詩人の声は、少し寂さびしげに響いただろうか。これが詩人なりの、精せい一いつ杯ぱいの心配のしかたなのかもしれない。カナギは苦笑しようと思ったが、ひどい寒気にさえぎられた。

「あ……か……」

　全身の震えがやや尋じん常じようでなくなったとき、カナギは苦しみに任せて自身の喉のどをつかむ。何度か喉が嫌いやな音を立てたかと思うと、カナギは水路の底へ溜たまった水の上へ、勢いよく血の塊かたまりを吐はき出した。かつてないひどい喀かつ血けつに、詩人はカナギの肩かたをつかんで支える。

　勢いよく震えるカナギの顔をのぞきこみ、詩人は静かに問う。

「カナギ。君の、望みは？」

「は……」

　詩人の声などろくに聞こえていないであろうカナギは、目を瞠みはって震え続け、肌はだを土気色にしてうなだれる。しかし詩人はなおも問うた。

「望みを言ってください。わたしに何かを望んでください。──あるでしょう、何か」

　執しつ拗ような問いに、カナギの唇がわずかに動く。詩人がじっと見つめる前で、カナギは囁いた。

「──ろ。喋って……ろ、くだらない……なんの役にも立たない……こと……を」

　言葉を吐き出し終わると、カナギの全身からは力が抜ぬける。ずるりと床ゆかへ崩くずれたカナギを見据え、詩人は表情を失した。生き物の気配のしない顔で指を伸のべ、カナギの顔に触ふれる。

　細い呼吸が感じ取れた。カナギは死んではいないが、顔色は死体だ。詩人はぽつりと言う。

「……そうではありません、カナギ。助けてくれとか、生きたいだとか、呪いを解いてくれだとか、そういうことを望めと言ったのです。あの、ラートリで君が一度死んだときのように。わたしは、ひとに望まれなければろくな力を使えないのだから」

　ラートリ。それは以前カナギたちが訪おとずれた、不死者の住まう遺い跡せきの街の名だ。そこでカナギは死にかけたが、ミリアンの練り直しで助かったはずだった。しかし、詩人は奇き妙みようなことを言っている。言いながら、ゆるりと微笑ほほえんでいる。カナギやミリアンが見たら、悲しむような顔で笑っている。

「なんの役にも立たないことを喋れ、ですか。なるほど──君も我が王と同じことを言う。『無力になれ』とわたしを呪い、羽をむしった我が王と」

　詩人がつぶやいた後、背後の水路で変化が起こった。

　どうどうと音を立てていた水流が、いつの間にやら細ってきたのだ。

「これは……誰か、来ますね」

　詩人は振ふり返ってつぶやき、カナギをちらと見やる。水路の壁にもたれるようにして倒たおれている彼の胸むな元もとに、魔導師から預かった魔法石を置き直してやり、詩人は脇の通路からはい出した。見れば、幅はば広ひろい水路の水量は、最初ここへきたときよりも減っている。

　そして水路の向こうから、明かりを持った人ひと影かげが足音高く近づいてくるところだった。

　詩人が軽かろやかに水量を減らした水路へ降り立つと、やってきた魔導師らしき人影はぎょっとした様子で足を止める。

「貴様……！　詩人か！　どこからここへ入りこんだ！」

　この詰きつ問もん口調からすると、『黒いゆりかご』派の魔導師のひとりが、歯車の異状に気づいて飛んできたというところだろうか。詩人はゆるやかに微笑み、魔導師に手を伸べる。

「さて。わたしはどこへでも行き、どこへも行かないものですからね。さあ君、こちらへ」

『こちらへ』──そう招く声が頭に響くと、魔導師はすぐにわけがわからなくなった。

　頭が一いつ瞬しゆん真っ白になり、すべての感情が消し飛ぶ。記き憶おくと意思が泡あわのようにはじけ消え、魔導師の顔は弛し緩かんした。詩人がさらに優美な所作で招くと、魔導師はぱしゃぱしゃと水を跳はね返して詩人に歩み寄る。

　詩人は優やさしく微笑み、懐ふところから小石のようなものを取り出して魔導師に手て渡わたした。

「ほら、これをあげます。眠ねむっている魔物ですよ。君はこれを地上の閉へい鎖さ魔法の拠きよ点てんに仕し掛かけて、自分の血をかけるのです。うまく逃げれば死にはしません。……行きなさい」

　詩人もまた、魔物の休眠体をひとつ、誰にも知られないよう懐へ忍しのばせていたのだ。

　魔導師は白茶けた顔のまま、特におびえるでもなくうなずき、ぎこちなく踵きびすを返して水路を去っていく。魔導師は暗示によって操あやつられているのではなく、完全に心を壊こわされていた。

　詩人が言いつけた仕事を終えれば、魔導師は誰が話しかけても反応しない廃はい人じんになるだろう。これは精神的な殺人だった。詩人が、カナギたちの前ではけして使おうとしなかった力だ。

　詩人は、少しばかり甘く笑って天てん井じようを見上げる。

「やれやれ。……カナギ、君まで黙だまると、世界はいささか静かすぎますね。わたしはやはり、早く世界の王に会わなくては。そうして直してもらいましょう、この歪ゆがみと傾かたむきを」

　詩人のつぶやきに答えを返す者はなく、詩人の姿は少しばかり揺ゆらいだのかもしれない。

　蠟ろう燭そくの火がゆらめくように、ほんの一瞬だけ。

　誰も見ていないとき、詩人の姿は本当に、水みな面もの影のように淡あわいのだ。








５　楽園への階段









　日が暮れようとしていた。

　ウゴルは渓けい谷こくを見下ろすテラスに立ち、黒い衣ころもを風になびかせている。

　風が鳴いていた。眼下には、谷底にべったりと広がる迷めい宮きゆう市街が見える。砂が風に吹き飛ばされて舞まい、時おり視界を霞かすませる。谷の向こう側は灰色の切り立った崖がけで、そのさらに上に、橙だいだい色いろに燃え立つ太陽が見えた。

　うなりをあげているかのようにゆらめく巨きよ大だいな日は、とどめようもなく沈しずみゆく。

　今はこの聖せい獣じゆう宮きゆうも、夕日で赤く染まっているのだろう。

「なぜ、世界はこうもあからさまな暗あん喩ゆでできているのであろうな。血色の夕暮れ、死肉の紫むらさき、そして暗黒の夜が来る」

　仮面の男は淡たん々たんとつぶやく。なんの欲も、情熱も感じられない、ごく乾かわいた声だった。

　風の音を聞き、ウゴルはひとつの歌をくちずさもうとして、視界の端はしがざわめくのを感じた。

（これは西南の実じつ践せん塔とうか。内部が破は壊かいされたな。先ほどは地下水路も破壊されたはずだが、ずいぶんと報告が遅おそい）

　闇魔法教会本部の中をすべて把は握あくしていながら、ウゴルはただ立っているだけだった。

　そこへ、息を切らせて団員の魔導師が駆かけこんでくる。

「だ……団長！　ただいま、西南の実践塔で魔物が出ました！　あの、大台所へ落とした魔物です！　本部を閉鎖している静魔法に重大な影えい響きようが出ております！」

　ウゴルは横顔で振り向き、一三階の広間にいる魔導師たちをあごで招く。

　我先にとテラスへ走り出てひざまずく魔導師を見渡し、ウゴルは矢や継つぎ早に指示を出した。

「クリフトの子、ザーリ。おぬしは五人連れて西南の実践塔へ行け。あの魔物なら火に弱いゆえ、魔法で縛ばくして燃やすのだ。リンディア、おぬしは七人を選び、閉鎖魔法を司つかさどる他ほかの七カ所の拠点へ配備せよ。すべての拠点を強化せねば、すぐに閉鎖をやぶられる。マルクトー、おぬしは大台所だ。まだ残党がおる。魔物を使って実践塔を破壊したのもあそこにいた者たちであろうから、四人は連れていけ」

　指示を与えられた魔導師たちは残らず深く頭を下げて、慌あわただしく立ち去っていった。

　魔導師たちがウゴルの指示で各所へ散ってしまうと、広間に残ったのはせいぜいが五、六人になってしまう。指示を受けなかった魔導師のひとりが、いささか心配そうな顔で問うた。

「恐おそれながら……団長、ここの警備が手て薄うすになっているようですが」

　わずかなおびえを含ふくんだ声に、ウゴルはゆったりと笑う。

「わしに本来護衛はいらん。そうだ、おぬしはここにいる残りを連れて、鐘かねのところへゆけ」

「は……鐘で、外部と連れん絡らくをなさるのですが」

「うむ。おぬし、子こ守もり歌うたを知っておるか？　こういうのだ。『おやすみ、優しい子。もう夜がくるから、その瞳ひとみを閉じなさい──』」

　ウゴルがクオーリアの声を借りて歌い出したのは、この大陸に古くから伝わる子守歌だ。魔ま導どう師しはぽかんとして聞いていたが、どうにか真顔に戻ってうなずく。

「はい、存じております。それで……？」

「その歌を、鐘で演奏するのだ。行け」

　穏おだやかな、それゆえにあらがい難がたい声でウゴルが言い、魔導師は慌てて頭を下げる。

　ウゴルはすべての魔導師が広間から出て行くのを横目で見て、もう一度夕日に向き直った。

　煮にえたぎる巨大な太陽が、音もなく沈んでいく。岩山の影が黒々と谷底にわだかまる。

　すべてを視界に収めて、仮面の男は歌う。何かを懐なつかしむように、優しく。

「『それでも、もし、暗いうちに目覚めたならば──お前は幻げん視しするでしょう。この世の始まりと終わりを。お前は暁あかつきを見るでしょう』」


◆



「バシュラール様！　たった今、閉鎖の静魔法が大きく乱れました！」

　シュナルが勢いこんで言い、バシュラールは昇しよう降こう機の傍かたわらで振り向いた。

　バシュラールとラングレー一行は森で木を切り、滑かつ車しやと綱つなと強い袋ふくろで簡易昇降機を作り、闇魔法教会本部のある渓谷へと降りている最中だった。

　いち早く谷底へ到とう着ちやくしていたバシュラールは、昇降機の巻き取り機にとりついていた部下を怒ど鳴なりつける。

「巻き方、やめ！　綱を結べ！」

　バシュラールの命令で部下は巻き取りを中止し、綱を木き枠わくに結んで固定する。結果、谷に降りる途と中ちゆうで、ひとの乗った布袋が宙づりになることとなった。

「何事だ！　何があったのだ、バシュラール卿きよう！」

　袋の中で叫さけぶラングレーは放置して、バシュラールはシュナルと闇魔法教会本部に向き直る。

「静魔法が乱れたってぇのは本当か。何があった？」

「はい、おそらくは内部から施し設せつが破壊されたか、魔導師が殺されたものと思われます。場所を選べば、護ご符ふ程度の力で突とつ入にゆうできますわ」

　先ほどまで魔法力の測定器具を抱かかえて、閉鎖魔法の隙すきを探すので四苦八苦していたシュナルが、瞳の輝かがやきを隠かくせずに言う。バシュラールはうなずき、部下たちに合図を送った。

「ようし。乗りこむぜ！」

「待て、バシュラール卿！　とりあえず先にわたしを降ろしたまえ！　貴き殿でんはまさか、闇魔導師から助けてやった恩を忘れたわけではあるまいな！」

　神経質そうなラングレーの必死の叫びに、バシュラールは振ふり向いて崖を見上げた。

　ラングレーが袋に入ってつり下げられているのは、建物で言えば四階ぶんほどの高さの場所だ。まあ、落ちたら死ぬだろう。

　バシュラールは真顔で拳こぶしを握にぎり、軽く自分の胸にあててラングレーを見やる。

「恩に着る。……じゃあな！」

「ッ……！　貴様、それだけか！」

　すぐさま身を翻ひるがえして走り出したバシュラールの後ろ姿に、ラングレーは悲ひ愴そうな叫びをあげた。

「あったりめえだ。いちいちつきあってたら埒らちがあかねえ」

「ラングレー卿も、あの方の部下の皆みなさんも優ゆう秀しゆうですから、きっとどうにかなさいますわ」

　バシュラールの隣となりを走りながら、シュナルが言う。バシュラールはげんなりした顔になった。

「そうだろうなあ。どうにかしちまうんだろうなぁ。とりあえず、その前に闇魔法教会本部の事情を探さぐって、『ついでに』あの詩人をとっつかまえるぜ」

　ついでに、を強調したバシュラールへ視線をやり、シュナルは迷宮市街へと飛びこんだ。すばやく記き憶おくを探り、シュナルは一本の横道へとバシュラールを導く。セロフから聞いた道である。ここは魔導師の街、まっすぐに進んでは聖獣宮の入り口にたどりつけないのだ。

「しかし、この広い本部内でそんなに都合よく目当てのものが見つかりますか」

　シュナルに続いて路地へ入り、後に部下たちが続いて走ってくるのを確かめてから、バシュラールは高くそびえる聖獣宮を見上げてにぃと笑う。

「見つかるね。何しろあいつはいつだって、騒そう動どうのど真ん中にいやがる！」


◆



「なんで止めなかった！」

　大台所へ帰ってきたカナギに怒鳴りつけられ、リュリュは軽く肩をすくめてみせた。

　皮肉に歪めた唇くちびるでリュリュが何かを言おうとした途と端たん、カナギの指がリュリュの襟えり首くびをつかんで引き寄せる。

「や……めてよ！　あたしは何もしてないわよ、あの子が、ミリアンがウゴルを倒たおすとか言って勝手に出てったの！　あたしなんかあの子に殴なぐられたんだからね!?」

　長身のカナギに引きずられ、リュリュはつま先立ちになって抗こう議ぎした。

　しかしカナギは煮えたぎる瞳でリュリュを見み据すえたまま、指の力をゆるめようとはしない。

「ミリアンはけが人だぞ、おとなしく寝ねてたって、完治するかは怪あやしいもんだった！　それがウゴルを倒すだ!?　自殺行こう為いだ！　お前はミリアンを守るって言っただろ！」

　怒いかりにまかせて叫ぶカナギの顔色は、激情のせいで青ざめたぶんをのぞけば妙みように健康な色をしていた。地下水路でのんだ薬のせいなのだが、カナギと詩人以外はそんな事情は知らない。

　リュリュは苦しい息の下もと、うすら笑って答える。

「言ったけどさ、あの子がほんとに死にに行きたいんなら、しょうがないもん。本気で死ぬ気の人間なんか、誰だれにも止められないわよ。大体、あんただってひとりでウゴルを倒しに行こうとしてたんでしょ？　ミリアンがウゴルのところへ行ったの、あんたのせいだと思うわよ、あたし。あの子、あんたのことずっとすごく気にしてたもんねえ」

　リュリュの言葉に、カナギは心臓が痺しびれるのを感じた。体の芯しんが震ふるえ、ゆっくりと冷えていく。カナギは歯を食いしばり、痛みと悲しみをどうにか怒りへ変えようとする。

　怒っているうちは走れる。先へ行けるのだ。

　他の魔導師たちが心配げに見守る中、ひとりすんなりと立った詩人は、壁かべへ視線をやって柔やわらかにつぶやいた。

「ミリアンには、死ぬ気などありませんよ。その証しよう拠こに、彼女は置き手紙をしている」

　詩人の穏やかな声につられ、魔導師たちは大台所の石の壁へと視線を移す。

　灰色の壁には、木炭で不格好な文字が記されていた。

　ぎこちなく並んだ文字は、共通語で『すぐ帰ります』と読める。くだらない、ほんの短い一文が瞳の奥までしみこんでくるようで、カナギは一度強く目を閉じた。

　次に目を開けたときには、すっかりと心を決めている。

　熱を奥に秘ひめた乾かわいた瞳でリュリュを見つめ、カナギは低く淡たん々たんと言う。

「リュリュ、ウゴルがいるのは一三階の広間だったな。お前も来い」

　リュリュはカナギに襟首をつかまれた状態で、盛せい大だいに顔を歪ゆがませた。少年は大きな帽ぼう子しのつばを揺ゆらして叫ぶ。

「嫌いやよ！　せっかく地下の水車の崩ほう壊かいで、封ふう鎖さの静魔法に隙ができたのよ!?　静魔法が修復される前に逃にげるわ。当然でしょ？　あたし、お涙なみだちょうだいは嫌きらいだし、心中の趣しゆ味みなんてまったくないの……って、ちょっとあんた！　聞いてんの！」

　抗議の声を無視して、カナギはリュリュを引きずって大台所の扉とびらへと向かう。

「嫌でも来い！」

　吐はき捨てるように言うと、リュリュも本気で腹を立てたのだろう、歳とし相応の男声に戻って怒鳴り返した。

「ふざけるな！　放せって！」

　カナギは扉の前で立ち止まり、もがきながら引きずられているリュリュを引き寄せ、帽子の下の顔をのぞきこむ。大きな茶色い瞳と視線をあわせた。

　リュリュの瞳が震えているのが見えた気がする。震えのもとは怒りなのか、おびえなのか、何か他の感情なのか、カナギは知らない。カナギはただ、まっすぐに見据え、静かに言う。

「後こう悔かいするぞ」

「しないわよ」

　力をこめて、リュリュが囁ささやく。途端に、カナギの瞳は冷えた。

　リュリュから急速に興味が失うせ、華か麗れいな女装をした体をもののように床ゆかに放ほうり出す。

「そうか」

「やっ！　ちょっと……」

　床に転がったリュリュが文句を言う前に、カナギは扉を開けた。詩人が長い杖つえを手に、気配すらさせずにカナギの後を追う。りり、と詩人の杖の鈴すずが音を立て、二人の姿は廊ろう下かへ消える。

「一三階だ」

「結局正面突とつ破ぱですか。そうなる予感はしていましたが」

　まるで日常会話の続きのように喋しやべりながら、カナギと詩人は扉を閉めた。

　残されたリュリュは、呆ぼう然ぜんとして床に座りこみ、閉まった扉を見ている。手を貸しあって逃げる用意を始めていた魔導師たちは、ちらちらとリュリュのほうを見やっては作業を再開した。

「……くっだらない」

　リュリュは小さくつぶやくが、彼の声は震えていた。

　自分の声の震えに気づき、リュリュは唇を嚙かんだ。すると、歯の根が合っていないことにも気づいた。奥歯がかたかたと鳴っている。リュリュは目を見開き、自分の両手を見下ろした。

　リュリュの指もまた、見み間ま違ちがいようもなく震えていた。リュリュは微笑ほほえむ。

「わぁ、なーに、これ。あたし、何におびえてるわけ？　くっだらなぁ……ッ、く、畜ちく生しよう！」

　自分でもわけがわからないうちに叫さけび、震える指を強くつかんだ。いくら強くつかんでも、震えは治まらない。むしろひどくなる一方だ。

　リュリュは震えて笑い、小さな声でつぶやいた。自分のためだけのつぶやきは、いつしかリュリュ本来の男声へと戻もどる。少年は囁く。

「畜生、畜生……なんなんだよ、ぜんっぜんわかんねーよ、なんなの？　俺、何が怖こわいの。俺はなんにも間違ったことしてないだろ、ばかなのはあっちだろ、勝手で無む謀ぼうで暗くって、ついてこいとか言ったあげくにすぐに放り出しやがって、せめてもうちょっと誘さそおうとかお願いしようとかいう気ないわけ？　これじゃまるで俺がゴミみたいじゃん、全然綺き麗れいじゃない！」

「──リュリュ。逃げるぞ」

　つぶやき続けるリュリュに、長ちよう卓たくの脚あしで作った即そく席せきの杖をついた魔ま導どう師しが声をかける。

　そのとき、不意に大台所の壁かべが震えた。

　魔導師たちが一いつ斉せいに顔をあげ、不安げに振しん動どうの正体を探る。

「ほお……こりゃ、鐘かねじゃのう。鐘が鳴っておる」

　小さな老魔導師がどこかのんきな声を出した。確かに、震えは幾いく重えにも重なった鐘の音であった。議場の上に設置された鐘が、今再び鳴り響ひびいている。

「なんなんだこれは。また大気を不安定にさせようというのか？」

「いや、違うのう。よく聞いてみるがよい。こりゃ、子こ守もり歌うたじゃよ」

　若い魔導師の不安を軽く否定し、老魔導師は軽く傾かたむいて鐘の音を聞いた。他ほかの魔導師たちも、怪訝けげんそうに耳を澄すます。すると、鈍にぶくゆっくりと響いてくるのは老魔導師の言うとおり、古い子守歌なのである。誰もが親しんだ懐なつかしい旋せん律りつに、魔導師たちはしばし沈ちん黙もくする。

「どうして、こんなときに──ばっかみたい」

　リュリュは虚うつろに笑って囁いたが、老魔導師はなおものんびりと言う。

「こんなときでも、歌はよいものじゃのう。ほほ、しかしずいぶん若造が奏かなでているとみえる。ほれ、また間違った。鐘の扱あつかいに慣れておらんのじゃな」

「……え？」

　急に老魔導師の言葉がひっかかり、リュリュは瞳ひとみに生気を取り戻した。まだ考えがまとまらないうちに、リュリュは老魔導師に問う。

「ねえ、おじいちゃん。あんた、あの鐘に詳くわしいの？」

「む？　うむ、もちろんだとも。わしは動魔法なんぞいっこも使えんが、第三書庫の中身はすべて暗記しておるからの。鐘の操作法も、鐘を使っての暗号も、すべて覚えておるぞ」

　無む邪じや気きな老人の言いように、他の魔導師たちも顔を見合わせる。リュリュは瞬まばたき、身を乗り出した。

「じゃあ……ひょっとすると、鐘のところまで行ったら、外と連れん絡らく取ったり、あの──ウゴルたちがやってた大気を不安定にする技わざとかも使えたりするわけ？」

「そりゃそうじゃ。実際に鐘を操作する者数名がおれば、じゃがな」

　老魔導師の答えを聞いた魔導師たちの間には、微び妙みような空気が流れた。それはそうだろう、鐘を操作して周囲に助けを呼べば、いち早く救きゆう援えんがくるかもしれない。大気を不安定にして魔法を使うのを難しくすれば、物理攻こう撃げきしかできないカナギたちにも勝ち目が出るかもしれない。

　しかし、実際に鐘を操作するには大きな障害がある。魔導師のひとりが、皆みなの考えを代表して言う。

「とはいえ、鐘つき場のような要所、絶対に『黒いゆりかご』の団員が見張っているぞ」

　心配に満ちた声に誰もが沈黙し、顔をそらす。『黒いゆりかご』に対たい抗こうできるくらいなら、最初から籠ろう城じようなどしない。リュリュは、自分の手の甲こうにある魔法石の装飾品を見下ろした。

　ミリアンが返してきた石たちだ。

　この石ごしに感じた、乱暴なまでにまっすぐなミリアンの魂たましいを思い出し、リュリュは強く首をふった。怖かった。ミリアンのことを思い出すのが怖い。

　彼女が、今生きているか死んでいるかわからないことが怖い。

　──後悔するぞ。

　憎にくたらしい男の声が頭の中で響き、リュリュは思い切りしかめっ面つらになって顔をあげる。深呼吸をして、腹に力をこめて声を出した。

「あー……くそ。しょうがない！　あたしが行くわよ、そうすりゃいいんでしょ！──ねえ、おじいちゃん。あたし、鐘つき場まで行こうと思うんだけど、一いつ緒しよに行ってくれる？」

「おお、走るのか、若者。ならばつきあおう。若いときは突つっ走らんといかんからのー」

　うなずく老魔導師とリュリュを眺ながめ、互たがいに顔を見合わせた魔導師が三人ばかり、前へ出る。

「……そういうことなら、俺たちも行く」

「はいはい、うっつくしー自己犠ぎ牲せい精神ありがとー。で、あんたら何ができるの？」

　リュリュに皮肉に問われ、負傷した魔導師たちや、まだ修しゆ行ぎよう中の若者が目を伏ふせた。リュリュは彼らを見み渡わたし、自分の派手なドレスの裾すそをつまむ。眉み間けんに皺しわをよせてドレスを眺めた末に、リュリュはため息まじりに言った。

「……あんたらさ、魔法陣くらい描かけるわよね？」

　若者がためらいがちに答える。

「描けはしますが、魔法陣で発生させる静魔法には、多くの呪じゆ具ぐや場所の選定が必要かと」

「そんなもん、魔法石を埋うめれば、どんな呪具の代わりにでもなるでしょ」

　面めん倒どうくさそうにリュリュが言い、魔導師たちはざわめく。

「しかし、己おのれの魔法石を回収できるかどうかもわからない魔法陣に埋めるというのは、さすがに困る」

　困こん惑わくした魔導師の声に、リュリュはドレスの裾をたくしあげて、やけっぱちでにっこりと微笑んだ。

「ここで問題です。魔法石大好きな魔導師、リュリュの服についてる無む駄だな屑くず宝石、この正体は一体なんでしょう？」

　場ば違ちがいに華はなやかなドレスが揺ゆれ、小さくした炉ろの明かりでドレスに縫ぬいつけられた無数の屑宝石が光り輝かがやく。魔導師たちはリュリュの顔とドレスを交こう互ごに見やり、思わず声をなくした。

「まさか……」

「これ全部魔法石。この際だから供出するわ」

　投げ出すように言ったリュリュを凝ぎよう視しし、ひとりの魔導師がひきつって問う。

「リュリュ、お前……これだけの量の魔法石を常に身につけているには、相当の魔法力が必要なはず。ひょっとして……普ふ段だんお前に魔法力の気配が薄うすいのは、単にこれを着ているせいか」

「野や暮ぼなことは言いっこなし。おしゃれって、無理してするもんなのよ」

　せいぜい愛らしく言い、リュリュは片目をつむってみせた。


◆



「大台所に残っているのは、すべてけが人か老人、若造だ。手っ取り早く片づけるぞ」

　先頭に立って歩く魔導師が言うと、続く四人はおのおの低い声で了りよう解かいの答えを返す。

　ウゴルから大台所に残った魔導師たちの殲せん滅めつを命ぜられた『黒いゆりかご』の面々は、足音をひそめもせずに地下一階への階段を下りる。

　使用人たちの使う地下一階の廊下は暗く、大台所の扉とびらの隙すき間まから淡あわく光が漏もれるばかりだ。

「……待て。魔法の気配がする」

　階段を下りきった先頭の魔導師が言い、続く魔導師たちを手で制して角灯を掲かかげた。

　明かりで照らし出された廊下の石床には、木炭で何やら複雑な文様が描かれている。

「魔法陣だ。面倒な」

「中身を読んで解体する。……魔法陣の中央に使ってあるのは魔法石か？」

　魔導師のひとりが気づいて指さす。床に描かれた多重同心円の真ん中で鈍く明かりを跳はね返しているのは、確かに貴石の欠片かけらである。

「そのようだな。解体がうまくいったなら、石はお前が持って行け」

　欠片とはいえ魔法石は貴重品だ。魔法陣を読んだ魔導師は熱心にうなずき、膝ひざをついて魔法陣の分ぶん析せきを続けた。

「青が七七、黄が二三、雷かみなりの外向式が五九番。一八、一〇、六の順番で時間差をつけてある」

「多少はひねっているが、単純なものだ。風の外向式九八番で砕くだけるだろう」

　魔導師たちは話し合い、奇き怪かいな韻いん律りつの魔法言語をくちずさみ始める。大気が震ふるえ、うなるような響きが廊ろう下かの闇を満たした。震えは徐じよ々じよに大きくなったかと思うと、何度か火花の散るような音を立て、後は噓うそのような静せい寂じやくが戻る。

「──では行こう」

　魔導師はつぶやき、無造作に魔法陣の中央にあった魔法石を拾い上げる。五人の魔導師はまっすぐに大台所へと進んだが、数歩前へ出たところで足あし下もとが水にひたったのに気づいた。

　明かりをかざすと、廊下の途と中ちゆうから大台所の前までが、すっかり水に濡ぬれている。

「なんだ、水みず浸びたしになっているぞ」

「地下水路が襲しゆう撃げきされたのと、何か関係が……」

　関係があるのか、と、そこまで言う前に、手に魔ま法ほう石の欠片を持った魔導師は違い和わ感を覚えた。はっとして石床を見下ろした途と端たん、魔法の発動する大気のうねりが足下からわき上がった。

「離れろ！」

　魔導師が叫んだときには、何かをたたきつけるような音が響ひびき渡わたる。

　辺りが閃せん光こうに照らされ、同時に水に触ふれていた魔導師たちは殴なぐられたような衝しよう撃げきで悲鳴をあげた。雷らい撃げきが水を伝って魔導師たちを打ったのだ。血泡を零こぼして四人の魔導師が次々に倒たおれ伏し、倒れたひとりの手からは魔法石の欠片が転がりだして水に落ちる。

　唯ゆい一いつ水に踏ふみこまなかったせいで無事だった魔導師が、青ざめた顔で歯がみをした。

「まさか……水中に魔法陣を描いたのか!?　しかし魔法の気配はしなかったはず……」

「二つ目の魔法陣は、最初の魔法陣の石が効果圏けん内ないに入ったことで発動するように小細工しといたの！　あたしの魔法石、拾ってくれてありがとね！」

　やけっぱち気味のリュリュの声がして、魔導師は慌あわてて魔法石の護ご符ふに触れた。

　仲間の敗北に動どう揺ようしていた魔導師より、わずかに早くリュリュが眩げん惑わく魔法の呪じゆ文もんを唱え終わる。魔導師の眼前には彼自身の故郷の風景が急激に広がり、郷きよう愁しゆうと混乱で魔導師は棒立ちになった。そこへすかさず大台所の扉が開き、卓たくの脚あしやら火かき棒やらを持った魔導師たちが飛び出した。負傷した魔導師たちは、突っ立った『黒いゆりかご』の魔導師を殴って気絶させる。

　続いて飛び出したリュリュの背には、小こ柄がらな老魔導師がしっかりとおぶさっていた。

「それじゃ行くわよ、おじいちゃん。鐘かねつき場は五階だっけ!?」

「そのとおり！　がんばれ若者ー」

　老魔導師に気楽に言われ、リュリュはひきつりつつどうにか走り出す。

「思いっきり体力勝負……ああ、ほんとに、美しくないわ……！」

　老人をおぶって必死で石段をのぼり、息を切らせてリュリュは毒づいた。後に魔導師見習いの若者や、足あし腰こしに負傷のなかった者たちが魔法陣を描いた敷しき布ふや木炭を抱かかえてついていく。

　特に妨ぼう害がいは受けず、一気に五階まで駆かけ上ると、見習いの若者が裏返った声で叫んだ。

「我々はこの近くで魔法陣を発動させ、敵を引きつけます！」

「はあい、がんばって！　鐘つき場はこの先ね！」

　過か剰じような運動量に汗あせをしたたらせたリュリュが若者に叫び返し、薄うす暗ぐらい廊下の先をうかがった。直後、騒さわぎに気づいた『黒いゆりかご』の魔導師が階段の下から顔を出す。

「貴様……リュリュ！　裏切り者め！」

　憎にく々にくしげな魔導師の叫びに、リュリュは背負っていた老魔導師を振ふり落として階段へ向き直った。荒あらい息を整え、それでもリュリュは帽ぼう子しのつばに手をかけて姿勢を正す。

「あらあ、いらっしゃい、『黒いゆりかご』の皆さん。早かったわね……え？」

　リュリュが芝しば居いがかった声を出すと、『黒いゆりかご』の魔導師は不意に喉のどの奥でうなって床に崩くずれ落ちた。あっけにとられたリュリュの眼下で、魔導師の後ろに立っていたのは紺こん色いろの軍服を着た男である。きちんと後ろへなでつけた灰色の髪かみに水色の鋭するどい瞳、手には今さっき目の前の魔導師を突つき刺さした優美な片手剣を持っている。

　部下たちの協力で、昇しよう降こう機の宙づりから逃のがれてきたラングレーだ。リュリュは彼の軍服を見ると、驚おどろきと警けい戒かいをにじませて囁ささやく。

「──帝国神聖騎き士し団、巡じゆん査さ庁」

「詳くわしいな。貴様も『黒いゆりかご』一味か」

　冷れい徹てつな声で言うラングレーの背後には、数人の部下が歩み出る。ラングレー一行の誰だれもが淡い魔法的な守護を受けていることを感じ取り、リュリュは帽子の陰かげで目を細めた。

「違うって言ったら？」

「この騒ぎの首しゆ謀ぼう者しやのもとへ案内したまえ」

　ラングレーの声には迷いがなく、高圧的だ。逆らう者を許さず、信念を貫つらぬく者の声である。

（逆らうのも面倒、だけどここであたしが従ってこいつをウゴルのところへ案内したら、やっぱりウゴルのところへ向かってるカナギたちが面倒なことになりそうね）

　少しばかり考えこんでから、リュリュは全身から力を抜ぬいた。

「……わかったわ。ちょっと、脱ぬぐから待ってて」

「……何？」

　眉間に厳しい皺を寄せ、ラングレーが問う。リュリュは艶つやっぽく微笑ほほえみ、己おのれの肩を抱だいた。

「服を脱ぐのよ。案内するにしたって、ここからは危ない道なの。この格好じゃ無理だわ」

　ならばどうして最初からそんな格好をしているのか、という話だが、ラングレーはしばらく厳しい無表情でたたずんだあげく、実に不快そうに鼻を鳴らして剣を鞘さやへ納めた。

「早くしろ」

　ひとこと吐はき捨て、ラングレーは自分の軍服の上着を階段上へ放ほうり投げる。リュリュはわずかな間きょとんとしたが、すぐに数段階段を下り、上着を拾って微笑む。

「ありがと。あんた、いいひとね」

　リュリュの礼には答えず、ラングレーは無言で腕を組み、律りち儀ぎに横を向いている。

　その脇わきで戸と惑まどっているラングレーの部下たちは、ちらと着き替がえるリュリュのほうをのぞき見ると、真っ青になって叫んだ。

「た、隊長……！　あれは……！」

「何を見ている、貴様ら。戦場といえど、最低限の礼儀をわきまえぬ人間は帝国騎士を名乗る資格がない」

　ぞっとするほど暗い声で言われたが、今度ばかりはラングレーの部下も黙だまらない。

「いや、でもですね！」

「よーし、もう見ていいぞ」

　突とつ然ぜんと聞き慣れない若い男の声がして、ラングレーはしばし固まる。彼が険しく凍こおりついたままの顔で階段上を見上げると、そこに立っているのは恐おそろしく派手な容よう貌ぼうの少年だった。

　バラ色のくせ毛はきままにうねりながら腰こしまで届き、今は後ろでひとつにまとめられている。白い顔は彫ほりが深く繊せん細さい、女だと言われれば納なつ得とくしないでもないが、不敵な表情は小こ憎にくらしい少年のものだ。容貌の均きん衡こうを危あやうくしそうなほどに大きな瞳は温かな茶色で、わずかな明かりでもよく光る。腰の細いすんなりとした体にまとう下した穿ばきは男物だが、長靴は革かわの切り替かえが美しい中性的な代しろ物もので、今はその上にラングレーの上着を遠えん慮りよなく羽織っている。

「おしゃれは楽しいけど、やっぱり肩こるわ。たまには本気で闘たたかわねーと、色々おかしくなるし。ってことで、あんたらはここで足止めだ。さ、俺と喧けん嘩かしようぜ」

　リュリュは明るく言って利きき手の拳こぶしを前に出す。リュリュの利き手には、魔法石をつけた装そう飾しよく品が光っている。一方ラングレーは、蠟ろう人にん形ぎようのように固まって、まだリュリュを見上げていた。おそるおそる、といった調子で部下が口を出す。

「隊長……その……」

「おもしろい話だな」

　ぼそり、とつぶやいたラングレーからは、ほとんど体感できそうな冷気がにじみ出していた。

　息を吞のんで部下たちは黙りこみ、階段上のリュリュは無む邪じや気きに何度か瞬またたく。

「あれ？　なんかあんた、さっきより殺気がひどくなってねえ？」

「ああ、おもしろいとも……だがな……人生は、おもしろくなくともいいのだ」

　暗くつぶやき、ラングレーはすさまじい勢いで自身の剣を抜いた。


◆



「現在七階、最上階まではあと六階です」

　詩人の声が妙みようにゆっくりに聞こえた。

　カナギと詩人は、狭せまい階段室に押しこめられた石段を駆け上る。

　カナギの体は、薬のせいで今だけは好調である。疲ひ労ろうはない。痛みもない。片手の剣が軽く、心はひりついた不安の上で危うく浮うき立ち続ける。

　世界のあらゆるものがゆっくりと動き、自分だけが走っているかのようだ。

「カナギ、踊おどり場にまた魔導師の死体がありますよ」

　詩人が杖つえの鈴すずを涼すずやかに響かせて言い、階段が折れ曲がる場所、小さな踊り場を指さした。カナギは踊り場につくとすぐさま、隅すみに投げ出された死体を見やる。

　魔導師らしき男のものだ。──ミリアンではない。

「まだ上だ！」

　カナギはひとこと叫び、階段の先へと急いだ。ここまで上ってくる間、見たのはほとんど死体ばかりだ。死体を見つけるたびに、それがミリアンのものではないことを確かく認にんした。

　この階段に転がっているのは、ミリアンか、ミリアンに殺された死体かのどちらかなのだ。

　早く、ただひたすらに早く、先へ。

　カナギと詩人が八階にたどりつこうとしたとき、不意に階下で轟ごう音おんが響いた。思わず足を止め、ぱらぱらと埃ほこりを落とす天てん井じようを見上げる。階下からは、慌てた魔導師の叫びが届いてきた。

「なんと……壁かべを魔法機械で爆ばく破はするとは……！　おぬしら、何者か！」

「黙れ！　貴様らには他ほかの任務を与あたえたはずだ！　持ち場へ戻れ！」

　魔ま導どう師しを頭ごなしに怒ど鳴なりつけた声は、命令に慣れたつぶれ気味の低音だ。

「おい、詩人。今の声……！」

　聞き覚えのある声にぎょっとしてカナギが言う。階下では、魔導師が戸惑った声を出した。

「な……何を言っておるのだ、おぬしら、どう見ても光魔法教会ではないか！」

「あー、やっぱ勢いだけじゃあだまされてくれねえか。面めん倒どうくせえなあ」

「……間ま違ちがいありません。ギスラン・バシュラールです。まさかここまでくるとは」

　詩人は無表情でつぶやき、手の中の長い杖を握にぎり直して階下へ向き直る。

「先へ行ってください。彼の目的はわたしひとりのはず。けして君たちに迷めい惑わくはかけません」

「──ああ」

　カナギはうなずいたが、ほんのかすかなためらいも感じていた。詩人は数歩階段を下りてから、まっすぐな白い髪を揺ゆらして振り返る。そうして何かを見み透すかすように、じっとカナギの顔を眺ながめて口を開いた。

「君に祝福と、ひとつの予言をしましょう、カナギ。君は笑うかもしれませんが、わたしには君の心が見える。……本当に見えるのです。君の心は善よくも悪くもなく、青銀に火花を散らし、ときたますさまじく美しい。君は己の心を明かりとし、君の心が恐れを抱く場所へ、まっすぐに進んで行きなさい。そこに滅ほろびの運命は在る。君はいつか、滅びの運命を斬きるでしょう。それはまでは、何人たりとも君を滅ぼすことは能あたわない。──行きなさい」
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　言い切って、詩人は淡あわく笑った。語る声は大きさにかかわらずよくとおり、木々のざわめきのように遠く、不思議に心揺さぶるものであるのに、詩人の笑え顔がおは妙に人間じみていた。

　ただ穏おだやかに虚うつろで、寂さびしい子供のものだった。

（ああ、まずい）

　詩人はカナギに背を向け、軽快に階段を下りていく。このまま見送ってはいけない、カナギはそう直感するが、引き留めている時間はない。カナギは先へ行かなければならない。

　それでも、何か。薬のせいで浮き立ち、空回りする頭で必死に考えた。言える言葉を探した。

「──ソラ！」

　思考の果てに出てきたのは、ただの名前だった。

　詩人の名前だ。詩人は立ち止まり、不思議そうに振ふり向く。

「……はい」

　ぎこちなく応こたえた詩人に、カナギは叫ぶ。

「後から来い、必ずだ！　いいな！」

　勝手に叫び、身を翻ひるがえす。カナギは階段を駆かけ上がる。

　九階に達したところで、カナギは上から下りてくる魔導師と出くわした。下の階でバシュラールたちが起こした爆発が引き寄せた魔導師かもしれない。

　魔導師はカナギを見て驚おどろきの表情を作り、何かを言おうと口を開ける。

　そのすべての動作が、滑こつ稽けいなほどに遅おそい。

　カナギの剣けんが動き、なんの抵てい抗こうもなく魔導師の口の中に吸いこまれる。相手が最初のひとことを発する前に、カナギは魔導師の脳天を斬り上げた。

　目の前を盛せい大だいな鮮せん血けつの霧きりが覆おおい、魔導師の体はのろのろと倒たおれる。カナギは気にせず走った。

　──一〇階から上は、外階段を使うしかないの。風が強いから大変でさあ

　リュリュが雑談として語った話が耳に蘇よみがえり、カナギは一〇階の廊ろう下かへ飛び出した。がらんとした本部内を夕日の差しこむほうを目指して走りながら、カナギは疑念を浮かべる。

（それにしたってひとが少ないな。こんな少人数で、ウゴルは何をやる気なんだ？　むしろ、本当に何かをする気だったのか？）

　走っているうちに、まっすぐに夕日が差しこんでくる廊下に出た。廊下の果てが外階段だ。

　橙だいだい色いろに染まった石の廊下には、またぽつり、ぽつりと死体が転がっている。

　ところどころ血にぬめる廊下を走り抜ぬけ、カナギは外階段へ通じるテラスへ出た。

　風が、どう、と音を立ててカナギを襲おそい、深しん紅くの上着をはためかす。砂すな粒つぶがぱらぱらと体に当たる音がした。いびつな彫ちよう刻こくの生えたテラスの先には黒々とした渓けい谷こくが口を開け、その向こうには三分の一ほどが消えた巨きよ大だいな夕日がひっかかっている。

　崖がけの落とす影かげでかっきり半分薄うす暗ぐらくなったテラスから、聖せい獣じゆう宮きゆうの表面にはりつくようにして続く外階段へ向き直り、カナギは目を瞠みはった。

　夕日を受けて、灰色の聖獣宮の上階とその外階段は、灼しやく熱ねつの赤に染まっているのだ。

　厳しい風で削けずられた外がい壁へきが赤い。階段の手すりに生えた聖獣彫刻が赤い。じりじりと煮にえ立つこの赤は、桶おけで血をぶちまけた色だろうか。──いや、違う。

　これは炎ほのおの照り返しだ。

　ミズネ・タカミネは燃えている。

　そこまで考えて全身が震ふるえた。おびえではなかった。悲しみではなかった。そんな高級な感情にはなり得ない、原始の快と不快がカナギの全身を揺さぶった。

　ミズネ・タカミネが滅びたのは何年も前だ。ここはミズネ・タカミネではなく、この赤は夕日の照り返しだ。わかっている。でも、そんなことはいいのだ。

　時間の違いはどうでもいい。場所の違いもどうでもいい。この階段の先にいる少女の、髪かみの色も名前も年ねん齢れいも、この感情には関係がない。

　自分はただ、取り戻しに行く。

　──今だ、走れ！

　耳元で誰かが叫ぶ。傍かたわらには誰もいないのに、大声で叫ばれた。叫んだのは多分、過去の自分だ。カナギは砂でざらついた石床を蹴けった。手にした剣の重みを確かめた。うるさいほど鳴っている心臓の位置を確かめた。心臓の傍そばで激情に震えているものを確かめた。震えているのが、おそらくは心だった。それさえあれば、もう少しは走れた。

　──走れ！

　過去の声に唱和し、カナギは夕日に染まる真しん紅くの階段を駆け上がる。


◆



「いよう。ちょっとの間のご無ぶ沙さ汰ただったな」

　十数段の階段を挟はさみ、バシュラールと詩人は向かい合っている。詩人は上段から、バシュラールと、シュナルをはじめとして彼に従う部下たちを見下ろして穏やかに笑う。

「まったく懲こりないひとですね。わたしが学ばない人間を苦手とするのを、君は知っているくせに」

　バシュラールは少しだけ乾かわいた笑いを漏もらし、じっと詩人を見上げて言った。

「ばか言うんじゃねえ、俺はお前さんからは学ばねえだけだ。だってそうだろ？　お前さんは教えるんじゃなくて、操あやつって──引っかき回す。それだけだ。声をひそめろ、お前さんは滅びを呼んでるぜ。……今日はあの、かわいい女の子の護衛はいねえのか。顔色の悪い薬屋も」

「二人は所用がありまして。君の相手はわたしがすることにあいなりました。君、彼らのいるところへはたどりつけませんよ」

　聞きよい声で囁ささやき、そっと目を細める詩人を見つめ、バシュラールはふと表情を崩くずした。詩人の態度が妙みようなことに気づいたのだ。詩人が口にしたのは脅おどし文句だ。

　度を超こした美び貌ぼうの男が口にする脅しに威い力りよくがあるのは間違いないが、詩人はそもそも、なんの意志もないかのような態度こそ恐おそろしい男であったはず。

　正体不明の嫌いやな予感にさいなまれ、バシュラールは歪ゆがんだ笑顔で言う。

「……おいおい。正気か、お前さん。なんだかまるで普ふ通つうの人間みてえなこと言いやがって」

「おや、普通の人間、ですか。君にそんなことを言われるのは初めてですね。いつでもわたしを化け物呼ばわりしていたのに。一体どんな心境の変化です」

　詩人の笑みがかすかに温かいものであるのを知り、バシュラールは確信する。詩人はおかしい。いや、むしろ以前がおかしかったのだろうか。バシュラールが追っていたのは、世界のすべてに歪みをもたらす不ふ吉きつの星だ。伝説の魔導師だ。ひとを、世界の理ことわりを超ちよう越えつした何かだ。

　──こんな、人間めいた何かではない。

　絶望に似た感覚で、バシュラールの指先は冷えてくる。それでもバシュラールは浮かべ慣れた笑顔になって、詩人に声を投げかけた。

「変わったのはお前さんだ。誰かのとこに滞たい在ざいするんならともかく、誰かと一いつ緒しよに長々流れるってのも気にくわねえ。なあ、おい。あの二人は、何か特別な奴やつらなのか」

　バシュラールにカナギとミリアンのことを問われ、詩人は白い顔に気配だけの笑みを含ふくむ。穏やかに懐なつかしい顔で、詩人は言う。

「いいえ。彼らは実にくだらない、ごくありきたりの人間です。感情を鳥かごに入れて持ち歩き、欲にあがき、泥どろにまみれて生きる。それが彼らだ。血泥の中に砂金を拾う、そんな生き方を選ぶ彼らを笑うことはたやすく、さげすむことはさらにたやすい。けれど、彼らをさげすむ者は誰しも、知らぬうちに膨ぼう大だいな対価を払はらうこととなるでしょう。──彼らはあまりにも『人間』なので」

　詩人の言葉を注意深く聞き、バシュラールは小さく笑った。すぐには笑いを納めることができなくて、バシュラールはしばらく笑い続ける。シュナルが少し心配げに見ているのがわかる。

　バシュラールは、自分の中に乾いた絶望が入ってきたのを感じた。視界は鮮あざやかな色を失している。世界はくすんでいて薄うすっぺらだ。バシュラールは階段へ落ちていた視線を、詩人の上に戻す。詩人は相変わらず綺き麗れいな男だった。だが、それだけだ。

　バシュラールは優やさしく言う。

「なんだか、無様な人間になっちまったなあ、お前さんは。……殺せ」

　バシュラールが手をふって部下に合図すると、すぐにシュナルが一歩前へ出た。

「バシュラール様！　詩人を死罪にする法案は、まだ議会を通っては……！」

　険しい声で言うシュナルの右手を、バシュラールは無造作につかみとる。滅めつ多たにないバシュラールの乱暴な所作に、シュナルは目を瞠った。シュナルの薄茶色い瞳には、バシュラールの指にはまっている数々の指輪が映る。バシュラールの指輪の中のひとつは、シュナルがバシュラールからもらってつけているものと同じ、地味な黄金造りのものだ。

「悪いな。やっぱりあの指輪、仕し掛かけがあったんだ」

　バシュラールは苦く笑って囁き、自分の指輪をシュナルの指輪とあわせる。瞬しゆん時じに指輪の中にしこんであった魔法石と魔法陣が反応し、シュナルは頭の端はしに強い光を感じて昏こん倒とうした。

　崩れ落ちるシュナルを抱だきとめて部下の青年へと引き渡わたし、バシュラールは詩人に向き直る。

「なあ、詩人。崩れた理想にゃ、厳しくなっちまうのが俺の性さがだ。すまねえが死んでくれ」

　バシュラールが静かに微笑ほほえんで腰こしの剣を抜くと、それを合図に鎧よろい姿の部下たちが詩人へと斬きりかかった。振り上げられた大剣が空を斬り、詩人は石段の上を飛び退すさる。

　さらなる一いち撃げきを優美に避さけて、詩人は動きの鈍にぶい鎧の脇わきを軽快にくぐり抜けた。ひとり、二人とすり抜けて階段を下りていったところで、バシュラールと出くわす。

　バシュラールの剣が横よこ薙なぎに詩人へ迫せまり、詩人はそれを長い杖つえで受け止めた。材質不明の杖は硬こう質しつな音を立てて刃やいばを受け止め、詩人は楽しそうに笑って囁く。

「バシュラール、昔、君はわたしに何を見ました？　わたしは君の『神』でしたか？」

　ろくでもない問いだった。バシュラールはこめかみに冷や汗を浮かべて笑い、力をこめて詩人を押し離す。続いて突つきを繰くり出すと、ち、と小さな音を立て、詩人の衣ころものフードがわずかに切れた。相手は……詩人は、生身だ。

　特に達者ではないバシュラールが操あやつる剣ですら、斬ったら血が出るだろう。

「……お前さんの連れの二人にとっちゃ、お前さんは一体何だったんだ？」

　押し殺されたバシュラールの問いを受け、詩人はまだ笑っている。

「ただの人間」

　詩人の囁きがバシュラールの耳を打った、同じときに辺りに異音が走る。

　どおん、という鈍い音の次に、何かが割れる尖せん鋭えいな音が辺り中を駆かけめぐった。次の瞬間、石段は全体的にわずかに沈しずむ。

　階下でバシュラールが壁かべを爆ばく破はした余波だ。弱っていた石段が、大人数の立ち回りに耐たえかねたのだ。

　バシュラールがひきつり、何かを叫ぶ前に、辺りはすさまじい轟ごう音おんと白い埃ほこりに包まれた。








６　あまりに長い回り道









　ミリアンは静かなところに居た。

　静かで暗い場所に、銀色の光がきらめきながら落ちてくる。これはなんだろう、そう思ったときに、穏おだやかな声がする。

「もう終わりか、炎ほのおの子」

「あ……ぐ」

　ウゴルの声に、ミリアンは弾はじかれたように目を開ける。同時に、息苦しさと痛みに襲おそわれて低くうめいた。ミリアンは、一三階の広間の真ん中に転がっている。血が流れていた。

（カナギが縫ぬってくれた傷、開いちゃった）

　そう思うと身も世もなく泣き崩れたくなったが、そんな暇ひまはない。

　苦しい息を継ついでも、少しも大気が体に取りこまれてこなかった。魔法を使おうと意識を集中させると、途と端たんにものすごい吐はき気にわしづかみにされた。

「や……ぁ、嫌……ッ！」

　全身にねばついた大気がはりつき、ミリアンの中に入りこもうとしてくる。自分が世界に溶とかされていくような嫌けん悪お感に身もだえると、全身の苦痛が沸ふつ騰とうし、頭の中が真っ白になる。

「そのような状態で魔法など使ったら、すぐに心も体もほどけて終わるぞ。あきらめろ」

　ウゴルの声は妙に静かで優しく、ミリアンは反射的に彼の言葉にすがってしまった。

　そうだ、あきらめればいい。あきらめれば楽になれる。

　そう思うと、辺りはふっと薄うす暗ぐらくなった。信じられないほど柔やわらかに、すべての感覚が遠くなっていく。痛みがゆるゆると鈍くなってきて、ミリアンはなぜか、少しだけ安あん堵どした。

（きっと私、もう死ぬんだ。ここまで来たけど──駄だ目めだったんだ）

　ミリアンはぼんやりと考える。すべてをあきらめて死んでしまうこと。それは思ったよりもずっと温かで、心安らぐことのようだ。痛みはなく、悲しみもなく、ミリアンの意識はただ甘くほどけていく。こんなに死が安らかなものなら、早く死んでしまえばよかった。

　ミリアンはもうすっかり疲つかれているし、これ以上あがいてもどうにもならない気がする。

　たどり着いた故郷は荒あらされて、親族は殺されて、すべては自分の無力のせいで、取り返しはつかなくて、それでも──自分は充じゆう分ぶん頑がん張ばった。

　できるところまでやって倒たおれたのだから、きっとみんなも許してくれると思う。死んだひとたちも、よくやったと言ってくれると思う。……だからきっと、もう死んでもいいのだ。

　甘い安らぎの中に沈もうとして、ミリアンはふと、かすかなひっかかりを感じた。

（あれ……今、私、カナギと一緒……？）

　思い至ってはっとした。力なく打っている心臓の音が、ひとつだけ大きく聞こえた。

（そうだ、カナギも自分のせいで故郷と親族が滅ほろびちゃって、ひとりで、ぼろぼろで）

　でも、死なない。なんで？

　問うと、ミリアンの記き憶おくの中で、カナギの自じ嘲ちよう的な笑顔がひらめく。

　そうだ、カナギはきっと、嫌いやなんだ。ぼろぼろのまんま、甘えて死ぬのが嫌なんだ。

（そうか──甘えなんだ、これ。死んでもいいとか、みんなが許してくれるとか、全部ただの言い訳だ。死んだひとは私のことなんか許さない、許すのは神様だけだ）

　気づいてしまったせいで、ミリアンの穏やかな気持ちは吹ふき飛んだ。代わりに体と心の痛みが戻ってきて、ミリアンはがたがたと震ふるえる。痛みを堪こらえて、心中で謝罪する。

　ごめんなさい、死んでしまったすべてのひとたち。善良で、私に手を伸のべてくれたひとたち。ごめんなさい。あなたたちが死んだ後まで、私はあなたたちに甘えた。

　カナギにも、謝りたかった。ごめんなさい、ちっともわかってなかった。カナギのことを、わかる気がなかった。自分に伸べられる優しい手だけ見ていた。優しくて、強いだけの人間なんていない。知っていたけれど、知らないふりをしていた。

　きっとカナギは孤こ独どくだろう。ミリアンと同じように、もしくは彼女よりももっと。

（──会いたい）

　カナギに会いたかった。会って謝りたい。彼がまだ生きているなら。

　でもミリアンの体は動かない。倒れ伏ふした少女を見下ろし、ウゴルの声が静かに言う。

「ミリアン。おぬしには強大な魔法力がある。それを制せい御ぎよする知識はないが、魔法の知識を持った者の欠片かけらが、おぬしの石に入っておる。おぬしは石の助けを借りて、高位の魔法を使えるはずだ。それができないのは……おぬしの心に、まだ誰だれも住んではおらんからだ」

　ウゴルの古びた言いように、ミリアンは誰かを思い出す。黒衣の老人、ミリアンには優しく、心の故郷のなんたるかを教えてくれた、前代闇魔法教会教主。

「おじい……ちゃん？」

　ミリアンが声になるかならないかの囁ささやきを漏もらすと、ウゴルは少しだけ笑った。

「そうか。父上は、君にも、こういうふうに話したんだね」

　優しく笑って、ウゴルはふと頭上を見上げる。

「ああ、鐘かねが……変わった、な」

　鐘つき場で演奏されていた子こ守もり歌うたはいつの間にか止やみ、新たな旋せん律りつが奏かなでられている。ウゴルが単純で緊きん迫ぱくした鐘の響ひびきに耳を傾かたむけていると、広間の入り口にひとの気配が宿った。

　相手の姿を確かく認にんする前にウゴルが呪じゆ文もんを唱える。魔法言語が大気に震えを呼んだ途端、広間のあちこちで何かがはじける音が響いた。

　一気に不安定になった広間の大気に、ウゴルは呪文を強ごう引いんに中止する。

　全身に痺しびれを感じて瞬まばたき、ウゴルはもう一度耳を澄すませた。鐘の音はさらに変わっていく。

「大気が震えている……鐘のせいか。すべての魔法力を乱反射させるこの響き、これはわしの使った音楽だ。──君が命じて奏でさせたのかい、カナギ？」

　かつてウゴルが議場で奏でさせたのと同じ鐘の音に、ウゴルは広間の入り口を見やった。

　ウゴルが口にした名に、歩んでくる足音に、ミリアンが震える。

　カナギは血刀片手に、ただひとり広間へと踏ふみこんだ。夕日に照らされた暗い色調の広間の中、カナギの瞳と剣だけがしごく冷えた光を帯びる。

「歌なんぞ知るか。ウゴル……じゃ、ない、な。お前、クオーリアか」

　カナギのかすれた声を受け、ウゴルは笑った。かつてクオーリアと呼ばれた闇魔導師の顔には仮面がない。ウゴルの仮面は聖せい獣じゆうに支えられた玉座の上に鎮ちん座ざし、クオーリアは瞳こそ赤いものの、ただ穏やかな顔で微笑ほほえんでいた。

「ああ、僕だよ。僕は多分、君を待っていたんだ」


◆



　たどりついた一三階の広間は、カナギの予想よりがらんとしていた。

　立っている者といえばウゴルだけで、あとは多くの柱の陰かげにもひとの潜ひそんでいる様子はない。

　広間の真ん中には小さな血ち溜だまりがあって、壊こわれた人形のようにミリアンが倒れている。

　ミリアンの姿を視界にとらえた瞬間、カナギの眼球は震えた。

「彼女は生きている。……まだ、今のところは」

　ウゴルの言葉に自分でもおかしいほどの衝しよう撃げきを受けて、カナギはウゴルを見やった。

　ウゴル──いや、本当にクオーリアなのだろうか。白はく金きん髪ぱつの青年は玉座へと戻り、ウゴルの仮面を抱かかえてカナギを手招いた。邪じや気きも敵意も感じなかった。

　少し疎そ遠えんな友人を迎むかえるように、クオーリアは言う。

「魔導師たちはみんな出で払はらってしまっていてね。君に殺された者もいると思うから、ろくなもてなしができないのは我が慢まんしてくれ。しかし、その子はすごいね。呼吸で世界の要素を取りこみ、ある程度生命力に転てん換かんすることができるのだろう。でなくば、もうとうに死んでいる」

　椅い子すの肘ひじ掛かけにほおづえをつき、クオーリアはミリアンを眺ながめた。カナギは慎しん重ちように歩を進める。ミリアンとクオーリアの間に割りこむと、すべてを見み逃のがすまいとクオーリアを見つめた。

「クオーリア。お前、一体何がしたかった？　何をしようとしたんだ」

「僕は闇魔法教会を乗っ取って、光魔法教会や帝国と闘たたかうんだ」

　なんの憂うれいもなく言うクオーリアに、カナギは容よう赦しやなく言いつのる。

「ばか言え、お前がいくら筋金入りのばかでも、本気で他勢力と闘う気なら、こんな派手で無意味なことなんかしないだろ！　せっかく闇に紛まぎれて正体不明だった組織を表おもて舞ぶ台たいに引きずり出して、何かいいことがあるか？　あっという間に取り締しまられて終わりだろうが！」

　カナギの言いようが意外だったのか、クオーリアは瞬またたいて感心した声を出した。

「おや、君は思ったより常識があるね。そう……僕はこの教会内に死の種をまきたかっただけだ。滅ぼしたかったんだ、闇魔導師を。光魔法教会や帝国と闘うには、内部の団員を使うほうがいい。闇魔導師は皆みなが勝手でまとまりがないし、世間からもうさんくさがられていて扱あつかいづらいんだよ。この機会に数を減らしたかった。相あい討うちしてくれれば充じゆう分ぶんだったんだ」

　少しも悪びれていない声だった。しかもクオーリアは、光魔法教会や帝国の中にも『黒いゆりかご』の団員がいるのだと言う。めまいを感じながら、カナギは押し殺した声で問う。

「前代教主を殺したのはお前の意志か、クオーリア」

「ああ。父上は本当に古い人間で……僕の主張を聞く耳を持たなかったから。世界の秘密を知っているくせに、世界を正そうとはしなかった。死ぬしかなかったんだ」

「世界を正すだ？　お前は神か。結局お前も自分の正義を振ふりかざしただけだろ」

　せいぜいせせら笑って言うと、クオーリアは辛しん抱ぼう強づよくカナギの言葉を否定した。

「いいや、違ちがう。僕は世界の真実を知っている。個人の正義の問題ではない。そう──せっかくだから、君にも世界の秘密について話そう。僕は君と争う気はない。ウゴルと契けい約やくはしたけれど、僕の意思は健在だ。君にミリアンが必要なら、治ち療りようだってするといい。止めないよ」

　クオーリアはミリアンのほうをちらと見てから、玉座の脇わきの世界儀ぎを引き寄せる。

　カナギは一いつ瞬しゆん迷ったが、クオーリアを視界の真ん中にすえたまま、ミリアンの傍かたわらに膝ひざをついた。少女はほんのわずかに目を開けていて、何かを囁こうとする。汗あせがじんわりとカナギの背筋を這はい、カナギは小さく首を横に振った。

　どこからどう手をつけていいのかもわからないが、とにかく懐ふところにねじこんできた包帯を、ミリアンの傷の位置に押しつける。クオーリアは半球形の世界儀をつついて喋しやべり出していた。

「ごらん、カナギ。世界儀だ。この世界が半球形だということは知っているかな。地表は最初は平面だと思われていたが、魔導師たちの観察によって半球形であることがわかった。しかし、大災害前には、世界は完全球体であったらしいのだ」

「──球体？」

　治療の手はとめず、カナギはクオーリアの台詞せりふをききとがめる。帝国直属の都市に留学していたこともあるカナギは、最さい先せん端たんの知識にも触ふれたことがある。それにしても、世界が球体だなどという話は聞いたことがなかった。クオーリアはうなずいて続ける。

「卵にたとえるとわかりやすいだろう。黄身が我々の住む世界。白身にあたる場所には、かつては今よりもずっと濃こい、力ある大気が満ちていた。殻からの外のことは神しか知らないが──前世界の住人は濃い大気を呼吸し、ほとんどものを食べる必要もなく、自然に魔法を使って暮らしていたらしい。大気で繫つながった人々は意思の疎そ通つうに困ることはなく、孤独感すらなかった」

　クオーリアの語る前世界は、カナギにとってはまるで現実感がない。

　笑っていいのかあきれていいのか迷ったあげく、カナギはあいまいに答えた。

「楽園だな、まるで」

「そうとも、そのとおり。前世界は楽園だった。もちろん前世界の住人たちも問題は抱えていたはずだが、彼らの苦く悩のうは我々の苦悩とはまったく違うものだったろう。さて、その楽園へ襲おそいかかったのが、七〇〇年前のあの大災害だ。なんらかの原因で世界の均きん衡こうは崩くずれ、大気は偏かたよった。以来、世界の半分はひどく希き薄はくな大気しかもたず、あとの半分はあまりに濃い大気のせいで生命の素もとが湧わき立つ混こん沌とんの海となる。……わかるかな。希薄な大気を持つ半球が今の我々の住む世界。そして我々が『果て』と呼ぶ気体の壁かべの向こうの半球が、混沌の海だ」

　突とつ然ぜんと今までの常識をくつがえされ、カナギはますます呆ぼう然ぜんとした。ミリアンの血止めを終え、彼女の肩かたにそっと手を置いたまま、少しでも考えをまとめようとする。

「……ちょっと待て。『果て』の向こうは地じ獄ごくなんだろ？　報むくわれない死者の行く……」

「カナギ、この世界に、死者の行く場所はない」

　軽く暗い声で言い切り、クオーリアは立ち上がる。彼は半球形の世界儀をなでて続けた。

「混沌の海ではあまりに大気の力が強いので、生物は個別の姿をとれない。混沌の海自体が巨きよ大だいな生物だと言ってもいい。この混沌の海と、こちら側の半球との境目、『果て』で生まれ、こちら側の半球の環かん境きように適応した生命が、我々が『魔物』と呼ぶものたちだよ。彼らは新しく、この半球に君臨すべき生命だった。だが、こちら側には我々人間がいた」

　どこか残念そうに言うクオーリアに、カナギはやっと鈍にぶい怒いかりを覚えて声を荒あらげる。

「……それで、お前らは『魔物がこの世の正しき主だ』とか言い出したってわけか？　阿あ呆ほか、どうして俺たちが魔物に『はい、どうぞ』って世界を明け渡わたさなきゃならない！　闘って勝ったほうが生き残るのが世の理ことわりだ！」

　カナギの叫さけびを聞いているのかいないのか、クオーリアは世界儀を見つめて淡たん々たんと言う。

「今の人間は脆ぜい弱じやくな種だ。魔法を使える者もごく一部。神と不死者がいなければ、けして生き残ることはなかった。神と不死者こそが魔物を封ふうじ、世界の聖地とも言える拠きよ点てんに楔くさびを打ち、世界が自ら大災害から回復しようとするのを押しとどめ、この地をひとに分け与あたえるために世界の均衡を崩した張本人だ。──偉い大だいなる闇魔導師、ウゴルが知ったのは、この事実だよ」

　クオーリアの声は、徐じよ々じよに熱情の艶つやを帯びてくる。クオーリアの目が憎にくしみと悲しみにぎらつき始めるのを目にして、カナギは言葉を吞のんだ。

　クオーリアの語る話はあまりに壮そう大だいすぎて、反射的にカナギの頭が理解を拒きよ否ひしかけている。ばかばかしいと言い切ってしまいたい。

　それでも、いくつか納なつ得とくできる点もあるのが本能的に恐おそろしかった。

『果て』の壁に触れた人間の姿がほどけ消えるわけ。魔ま物ものが何もない場所から生まれるように見えるわけ。魔導師に信心の薄うすい者が多いわけ。

　秘密の多くがまだ伏ふせられているにせよ、クオーリアの話にも真実は混ざっているのかもしれない。しかし──クオーリアの語る話が真実ならば、神は何を望んでひとを守るのだろう。

　そもそも、『ひと』ばかりを特別扱いする『神』とはなんだ。

　死んだ人間の行く場所がこの世界にないのだとしたら、死んだものはどこへ行く？

　カナギの胸に灯ともった疑問はよそに、クオーリアは淡々と言う。

「ひとが生き残るのは不自然だったんだ。無理に縫ぬい止められたままでは、いずれ世界は大気の力を失して崩ほう壊かいするだろう。我々『黒いゆりかご』は神に背そむき、不自然な楔を抜ぬき取り、この世界を元の姿に戻す。そのとき生き残るのはおそらくは魔物だけだ。ひとの世界は滅ほろびる。──でも、それでいい。我々は望まずに生まれた子供だ。せめて死ぬときは己おのれの意志で死ぬ」

「──人間全部を巻きこんだ、壮大な心中か」

　つぶやいたカナギに、クオーリアは淡あわく微笑んで世界儀から顔をあげた。

「確かに、そうだね。カナギ、どうして僕が君を気に入ったか知っているかな。それは君が誇ほこりある死を求めていたからだ」

　その言葉を聞いて、ミリアンの体がわずかに震ふるえたような気がする。カナギも一瞬、心臓に痛みを感じる。『誇りある死』。美しい言葉だった。そんなものを求めてはいない──そう言い切れるだけの根こん拠きよは、カナギの中には見つからなかった。

　クオーリアは熱を帯びた瞳ひとみで言う。

「君は力のみを偏へん重ちようする父を否定し、隣りん人じんへの愛と祈いのりと、誇りについて語った。あのとき僕は確信したよ。君が求めているのは不死などではない。気高い死だ。君は己の死に向かって、まっすぐに歩いていく。僕は……君のようでありたい」

　言い切ったクオーリアは、カナギをじっと見つめる。カナギは彼のような男を見たことがある。戦場にあこがれる若者や、学まなび舎やで出会った者たちに、こんな目をした男がいた。

　祈りについて語るクオーリアは、少しも宗教者のようではなかった。

「カナギ、君は光魔法教会と神聖帝国ルースの正体を知っているか？　あれは人集めのための機関だ。『法』というわかりやすいものを掲かかげてひとを集め、この、ひとのためだけの世界を長引かせようとする卑ひ怯きよう者たちだよ。僕はあれを滅ぼし、世界に安息の闇を広げる。ウゴルの復活は、昔から予言されていた、ひとの世界が滅びる先さき触ぶれなんだ」

　言い終えると、クオーリアは細く息を吐はいて目を閉じた。悲ひ嘆たんと満足がクオーリアの顔には漂ただよっていた。カナギはミリアンを見下ろす。彼女がまだ生きていることを確認して剣を拾い、静かに立ち上がる。

「クオーリア、覚えてるか。お前が俺に共感するって言ったとき、俺がなんて言ったか」

　カナギの物静かな声に、クオーリアは目を開けた。視線があうと、カナギは言う。

「俺とお前の祈りは違う」

　投げ出された言葉に、クオーリアは絶句する。言葉を吐き出さずに震える唇くちびるを眺ながめ、カナギはうっすらと笑った。

「ご高こう説せつだったな、俺みたいな目の前しか見えてないばかにはもったいないほど、ものすごい話だ。……お前はそうやって話せばよかったんだ。親おや父じにも、他ほかの幹部にも」

「そこでどうして父の話が出てくる」

　明らかに動どう揺ようしたクオーリアに、カナギはすかさずたたみかけた。

「お前、親父のこと怖こわがってただろ」

　クオーリアは答えなかった。ただ、何かを思い出すように瞳を揺ゆらした。カナギは言う。

「お前は話すべきだった、お前自身が話すべきだった。お前がどんなことを知って、どう感じて、どう考え、どうしたいのか。そうして賛同者を集めるべきだった。……別にお前はばかじゃないし、容よう貌ぼうがまずすぎるわけでもない。できたはずだ。だけどお前はウゴルを引っ張り出して、話す前にすべての人間を殺した」

　言いながら、カナギは剣を構えた。カナギは『クオーリア』に向かって話している。

　けれど確信してもいる。クオーリアが、ウゴルと対等な契約など結べたはずがない。クオーリアはおそらく、ウゴルに遊ばれているだけだ。ウゴルを利用したつもりで、弄もてあそばれたのだ。

　カナギの目の前にいるのは、きっとクオーリアではない。ウゴルだ。

「お前は世界のことを言い訳に、自分を縛しばりつけるものを壊こわしただけだ。……結局お前、仮面の後ろに隠かくれなきゃ、何ひとつ言えなかったんだろ？」

　カナギが言うと、クオーリアは怒りと当とう惑わくを育ちのよさそうな顔に浮うかべた。クオーリアは反論のために唇を開く。クオーリアの唇は激しく痙けい攣れんし、なぜか突然耳に痛い哄こう笑しようを解き放つ。

「カナギ、僕は……僕、は……はは……は、ははははは！　確かに、確かにそのとおり！　しかし誰だれもがそうなのだ、兄弟、カナギよ。誰もが何かに隠れてものを言う。責めるな！　隠れることも逃にげることも、自ら死ぬことですら、けして悪あしきことではない！　狂くるっておるのは世界のほうだ！　狂っておるのは神なのだ！　わしは確かに見たぞ、神の都を、神の庭を、世界の王と鳥の神を、呪のろわれよ、狂王とその僕！」

　クオーリアはすっかり元の穏おだやかさをなくして浮かれ叫び、玉座に置かれたウゴルの仮面を両手で取り上げた。押し頂くようにして仮面をつけると、目の位置にはめこまれた赤い魔法石がぎらぎらと輝かがやく。制せい御ぎよを失った、高さの安定しない声で『ウゴル』に戻った男は言う。

「遊ぼう、カナギ。この男はこの針で父を殺した。この男は父を愛しておったぞ。父もまた、息子むすこを愛しておった。愛し方が違ちがっただけだ」

　ウゴルが黒衣を片手で開いてみせると、厚い布地の裏に細く長い針が無数に仕こまれているのが見える。一本を抜き取り、ウゴルは針をカナギのほうへ向けて投げた。

　まっすぐに投げることも難しいであろう長い針は、恐ろしい高速で空を切る。

　わずかに早く自らの剣を鞘さやに戻していたカナギは、抜き打ちで針を叩たたき落とした。すぐに間合いをつめようとするが、ウゴルはもう片手で今度は三本の針を構える。

　床ゆかに飛びこみ、一転して針を避けたカナギの背後で、あり得ない音がした。わずかな時間差で投げられた三本の針が、軽い音を立てて石の柱に突つき立ったのだ。

　続いてさらに三本が宙を飛び、カナギは柱の陰かげに転がりこんで避けた。

「ほうれ、当たると毒を受けるぞ」

　ウゴルはしごく楽しそうだが、カナギは柱から柱へと移動してウゴルへ近づきつつ叫ぶ。

「阿呆が、俺に半はん端ぱな毒が効くか！」

「む。面めん倒どうな奴だ。ではこれでどうだ？」

　口元を歪ゆがめ、ウゴルは今度は回転させるように針を投げた。投げ上げられた針は回転して天てん井じようへ当たり、今度は下へ落ちていく。その下にはミリアンが居た。

　まずい、そう思ったときにはカナギは飛び出している。針を弾はじきとばすよりも先に、カナギは少女を抱だきかかえた。

　頭のすぐ脇わきで二本の針が床へ突き立つ音がして、三本目はカナギの肩かたに刺ささる。

「ッ……ぁ！」

　長い針は綺き麗れいに骨を避け、カナギを文字通り床に縫い止めた。カナギは小さく苦鳴を漏もらし、ウゴルはつまらなそうに笑って言う。

「これは美しい光景だ。もっとも、その子は喜ばんと思うがの。小こ娘むすめに甘ったるい同情を寄せる前に思い出せ、わしのしたすべてを。わしの殺した人間を。憎かろう、カナギ？」

　ウゴルのからかいには耳を貸さず、カナギは肩に刺さった針をつかんで一気に抜き取る。背筋を寒気が走ったのは、針に塗ぬられた毒のせいだろう。カナギが体を起こそうとすると、ミリアンの震えがひどくなるのがわかった。

　見れば、少女は乾かわいた瞳を見開いて、何かを見ようとしている。赤紫色の瞳に映る炎ほのおに似た影かげに気づき、カナギはミリアンが魔法を使おうとしていることを知った。

　ミリアンの中では、フェイギン家の老婦人とカナギが重なったのかもしれない。しかし、こんな状態で魔法を使ったら一体どうなる。カナギは青ざめてミリアンの肩をつかむ。

「よせ、ミリアン！」

「そうです。……あとほんの少し、待ってください。わたしがそこへ行くまで」

　不意にごく穏やかな声がして、広間にいた面々は一いつ斉せいに声のしたほうを見やった。

　ウゴルでさえも、広間の入り口に音もなく現れた人物を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　薄うす暗ぐらい中でも、たたずむ詩人の姿は白々と灯った炎のようによく見えた。詩人は片手を壁かべにつけ、片手に長い杖つえを持って、穏やかに微笑ほほえむ。

「ソラ、お前……」

　カナギがつぶやくと、ソラはカナギに視線を向けて笑みを深めた。

「バシュラールをまくのに時間がかかりました。……というより、そのとき足をやられたのでここに上がってくるのが大変で。久しぶりに疲つかれましたよ」

　ソラが自分で言うとおり、彼は片足を引きずっている。階段が崩くずれたときに、片足だけ石の下した敷じきになったのだ。ウゴルは少しの間、たたずむソラの姿に心を奪うばわれている様子だったが、すぐに自分のあごをなでて笑う。

「おもしろい。一体おぬしらが何者なのかがおもしろい。何をなしえるのかがな。わしとて、この鐘かねが鳴り終えるまでは魔ま法ほうを使うのも難なん儀ぎであるし……運がおぬしらについておる」

　カナギは床を踏ふみしめて立ち上がり、剣を取り直す。肩はずくずくと痛んだが、動けなくなるまでにはまだ間があるはずだった。ソラは杖にすがるようにしてカナギとミリアンに歩み寄ると、無造作に床に座りこみ、ミリアンの手を取る。

　ミリアンの血泥で汚よごれた手が力なくソラの白い指を握にぎり、少女は囁ささやいた。

「ソラ……」

　自分の名を聞くと、ソラはそっと目を細めた。そして静かにミリアンに話しかける。

「ミリアン、いいですか。君の魔法石の中には、強大な魔導師が居ます。彼女は、先日の議場で君の意識を借り、魔法を使いました。……彼女の力を借りれば、もう一度強大な魔法が使えるはず。やってみますか」

　ソラの話に、ミリアンだけでなく、カナギもまた目を瞠みはる。

　ミリアンは必死でうなずこうとしたが、もう体はそんなわずかな動きにすら耐たえられない。ソラはミリアンをのぞきこみ、彼女の赤紫色の瞳ひとみに肯こう定ていの意思を読み取って続けた。

「では、以前セロフ師の導きでしたのと同じよう、君は自分の魔法石の中に潜もぐってください。魔法石の中にいる魔導師を見つけ、協力を頼たのむのです。君にしかできないことですよ」

　ソラの話に、ミリアンは希望と絶望をいっぺんに感じる。

　自分にまだできることがある、それはものすごく嬉うれしい。

　でも、魔法石の中身は自分の心の最さい奥おう。それは何より恐おそろしい場所だ。

　あの恐ろしい場所にもう一度潜って、あの恐ろしいひとにもう一度会わねばならない。

　ミリアンの瞳をのぞいていたソラは、ミリアンの手を少しだけ強く握り直した。

　ソラの手は冷たかった、冷たいが優やさしかった。ソラは美しかった、美しかったが、血と埃ほこりで汚れていた。汚れる必要などないのに、彼はひととかかわったせいでひどく汚れていた。

　ソラは囁く。

「わたしはここにいます。必ずここへ帰ってきてください。君とカナギがいないと、世界が静かすぎるのです。わたしはただの木こ霊だま、真の静せい寂じやくの中では存在できない。いいですね、ミリアン。必ず帰ってきてください。──君の中にいる魔導師の名は、デクストラ」

　デクストラ、その名を聞いたとき、ミリアンの心の奥に光が灯ともった。聞いたことのある名前だ。懐なつかしい名前だ。

「……ばかな。それをわしが黙だまって見ていると思ったか？」

　ウゴルが笑って言う。一歩前に出たウゴルに答え、カナギも笑う。

「ばーか。黙ろうが叫さけぼうが、お前なんぞに邪じや魔まをさせるか」

（行こう）

　ミリアンは心を決めた。自分がやるべきことをやろう。今なら大丈夫だ、好きなひとがいるから。自分を信じてくれているから。ミリアンは視線だけで自分の石を見る。

（見せて）

　石に囁くと、ミリアンの視界が割れた。幾いく億おくの極ごく彩さい色しきの粒つぶに割れた世界の中で、赤と青にきらめくミリアンの魔法石から、するすると白い光の糸が伸のびる。

　光の糸が作り出した簡素なアーチの中に、ミリアンは意識だけになって飛びこんだ。

　途と端たんに世界が一変する。アーチの向こうは一面の花はな咲さく荒こう野やだ。

　果てなく広い大地には黄色い花が咲き、空はすさまじい夕暮れだった。荒野の果てに向けて、巨きよ大だいな夕日が容よう赦しやなく沈しずみゆく。

　橙だいだい色いろに染まった荒野の真ん中にはぽつんとひとつ、古びた黒い扉とびらが立っていて、大地にこれまた真っ黒な影を落としていた。ミリアンはその扉に向けて、一目散に走る。

（早く、早く、あの日が暮れる前に！）

　ミリアンは本能的に悟さとっている。あの日が暮れたらすべてが終わる。世界は有限であった。

　花を蹴け散ちらして走り、ミリアンは扉にとりついた。すぐに開けようとするが、向こうからかんぬきがかかっているらしい。少女は激しく扉を叩いて叫んだ。

「デクストラ！　デクストラ、そこにいる!?　私、また来たの、あなたの助けが必要なの！」

　扉はちょっとの間黙りこくっていたが、おそるおそる、少しだけ開いた。

　途端に髪かみの毛が灼やけるような悪あく臭しゆうが漂ただよってきて、ミリアンは息を吞のむ。ひるんだミリアンに、扉の隙すき間まから、か細い声が話しかける。

「困っているの？　ごめんね。少し、放ほったらかしたものね。私の……スィニストラ」

「あ……」

　扉の向こうから見えた細い指が赤黒く焼けただれているのを見て、ミリアンは声をなくす。

　傷ついた指で扉をつかみ、扉の向こうの声は震ふるえて謝罪した。

「ごめんなさい、醜みにくいでしょう。私も少し、つらいの。心のつらさが、ここでは外見に出てしまうから。……そっちには花が咲いているのね。私が出て行ったら、きっと枯かれるわ」

　笑うような、泣くような、扉の向こうからの声には聞き覚えがある。ミリアンは思わず泣きそうになって歯を食いしばった。聞き覚えがあるはずだ。これは、自分の声だ。

　デクストラの声は、自分の声にそっくりなのだ。

　デクストラは自分の近しい親族なのに違ちがいない。自分が求めていた肉親に違いない。そして、彼女はひどく苦しんでいるのだ。こんなに近くにいたのに、ミリアンは気づかなかった。

　ミリアンは必死に言う。

「デクストラ、私……あなたのこと、知らなかった。ちゃんと見ようとしてなかった。あなたも、つらいのに」

「いいのよ。あなたは、明るいところで生きなさい。私が、そうしてほしいの」

　虚うつろに笑うようにデクストラは言う。ミリアンは真っ暗な扉の隙間を見つめて訊たずねた。

「そこは暗い？　デクストラ」

「暗いわ。暗くてね、怖こわいひとがね……一いつ杯ぱいいるの」

　自分の声が、泣きそうになりながら喋しやべっている。放ほうっておけなかった。ミリアンは告げる。

「……私、きっとそこへ行く」

「駄だ目め！　絶対に駄目、あなたはそっちにいなさい、あなたがそっちにいると思うから、私はこっちで生きられるのに！」

　途端に凶きよう暴ぼうな響ひびきを帯びたデクストラの声にも、ミリアンはひるまなかった。

　デクストラは本当に怒おこっているわけではない。せっぱ詰つまっているだけだ。傷ついた獣けものと同じ。ここで突つき放したら終わりだ。ミリアンは辛しん抱ぼう強づよく言う。

「二人でこっちにいるのじゃ、駄目なの？　デクストラ……あなたも、私の、家族でしょ」

　ミリアンの言葉に、デクストラは答えを返さなかった。ただ、扉がもう少しだけ開いた。

　すかさずミリアンは手を伸べ、デクストラの焼けただれた手をつかむ。

　デクストラに触ふれた瞬間、ミリアンの手にも灼しやく熱ねつの痛みが走る。

「く……」

　顔を歪ゆがめたが、手は離はなさなかった。こんな痛みがなんだろう。痛みなら山ほど味わった。

　ミリアンは力をこめてデクストラを引き寄せる。黒い扉が悲鳴じみた軋きしみを立てて開き、突とつ然ぜんと少女の体がミリアンのもとへ飛びこんできた。

「あああああッ！」

　抱だきしめた途端に全身を激痛が突き抜ぬけ、ミリアンは絶ぜつ叫きようした。

　それでも手は離さず、目を見開く。

　突とつ如じよとして風が巻き起こった。荒あれ野に突風が巻き起こり、咲く花の花びらを引きちぎった。

　強い風の中で無数の蝶ちようが羽ばたくような音が響く。ミリアンが風に髪をなぶられながら顔を上げると、荒野の花はすべて枯れていた。

　かさついた花びらが、赤茶けた空に舞まい上がって渦うずを巻く。空を覆おおう花の渦を見ているうちにすっと全身の痛みが消えて、ミリアンはふと自らの腕うでの中を見下ろした。

　いつの間にやら、そこにデクストラの姿はない。残ったのは、ミリアンのてのひらに数粒転がる、黒ずんだ花の種だけだ。

「……デクストラ？」

　名を呼ぶと、種からは白い光が生まれた。息を吞む間に、白い光は荒れ野を覆い尽つくす。

（あ──入ってくる、全部）

　視界を灼やく光の中で、ミリアンの中へデクストラの知るものが次から次へと流れこんでくる。感覚的に繫つながっていたすべてが、不可思議な文字と韻いん律りつ、数式に組み替かえられて心の深いところへ落ちてくる。

　意識と無意識が手を結び、万ばん象しようの意味がミリアンに向かって開かれる。

　気づけばミリアンは、極彩色の世界に立っている。

　世界には魔法式でつむがれた糸が張り巡めぐらされていて、糸を持っているのはひとりの魔導師だ。壮そう年ねんの、学者然とした見慣れぬ男。

（あれ、ウゴルだ。仮面になる前の、元の姿で見えてるんだ）

「炎ほのおの子──お前はすばらしい。しかし、わしはお前には負けない。負けてはいけない。わしは神より先に、ひとに救いをもたらさねばならない。偽いつわりの生よりも、真の滅ほろびを」

　ウゴルは静かに言い、糸の端はしを引いた。すぐさま連動して幾本もの糸が引かれ、世界が動く。

　世界に魔法式の糸を張るのは、闇魔法教会の教主が行っていたのと同じ、覚かく醒せい位い魔導師が世界を操あやつる術だ。

　渦巻く世界に、しかしミリアンは影えい響きようされなかった。彼女はもっと深い場所に立っていた。

　ミリアンはウゴルが最終的に動かそうとした糸を見つけ、ウゴルより先にそっとつまんだ。

　震える糸は、ミリアンの指の間で動きを止める。途端に世界は静寂に満ちた。

　静止した世界で、ミリアンはウゴルを見る。

「──でも、あなたは、神様じゃない」

「ミリアン……いいや、純血のシェルヴェン家の娘むすめよ。おぬしは、神になるやもしれんな」

　ぴたりと止まった糸の動きを凝ぎよう視しして、ウゴルは薄うすく笑ってつぶやく。

「ならない。それはきっと、寂さびしいから」

　ミリアンは言い返して、ウゴルが張り巡らした糸を切る方法を自らの中に求めた。

「万物は混こん沌とんより出いで、波打ち、輝かがやく波動。切り裂さくなかれ」

　自然に言葉が零こぼれ出た。ソラが言うような言葉だ。言葉はミリアンの意識を研とぎ澄すまし、拡散させる。言葉が生まれた直後、世界はさらに細かな微び粒りゆう子しに砕くだけた。

　糸も、ウゴルの姿も、すべて極彩色の渦に変わる。

　世界は混沌としていた。しかしもう恐おそろしくはない。世界は美しい。

「ははははは！　おぬしは本当にすさまじい！　戻ってこい！　ここで勝っても、表の世界ではおぬしの仲間が危険にさらされておるぞ。おぬしの家族とやらを乗っ取ってやる！」

　ウゴルの声が響き渡わたり、ミリアンは息を吞む。

　ソラ、カナギ──名を呼ぼうとすると、急速にミリアンの意識は体のもとへと引き戻された。

「……ッ、は……」

　激流に流されるような感覚の後、ミリアンは目を開けてあえいだ。

　体に戻ったミリアンの瞳ひとみに映るのは、先ほどまでの薄うす暗ぐらい闇魔法教会本部の広間である。

　玉座の前に立ったウゴルはなおも笑い続けていたが、急にぎこちなくなった。

「ははははは……は……ん……？　ま、さか……おぬし……」

　ミリアンがどうにか視線でソラを見上げると、彼が優やさしい微笑ほほえみでウゴルを見ているのがわかる。ソラはミリアンの手を握にぎったまま、静かに告げる。

「ウゴル、まさか君、わたしを乗っ取ろうとしたんですか？　おあいにくさまですが、わたしには心がないのです。乗っ取れはしませんよ」

「……心のあるなしは別として、図太い変人にも色々と使い道はあるってことだ。ウゴル──貴様は、もう一度死ね」

　棒立ちになってソラを凝視するウゴルに、カナギが乾かわいた声で言う。ウゴルが我に返った瞬間、一いつ切さいのためらいを排はい除じよしたカナギの剣が一いつ閃せんする。

　重い音からわずかな間をおき、クオーリアのものであった体が勢いよく血を噴ふき出す。

　返す刃やいばで、カナギはウゴルの仮面の額を突き刺さした。

　カナギの剣はあやまたずにウゴルの仮面の継つぎ目へと刺さり、高く冷えた音が響く。

　わずかな沈ちん黙もくの後、ウゴルの仮面は元のよう、まっぷたつに割れて床ゆかに落ちた。

　仮面が外れたクオーリアはしばし突っ立ち、後に仮面の傍かたわらへと崩くずれ落ちる。

　カナギはクオーリアが倒たおれるのを見届けて、やっと剣を下ろした。

　頭の芯しんが痺しびれていて、まだまともな感情が戻ってこない。見下ろしたクオーリアの顔に子供っぽい困こん惑わくの表情が浮うかんでいるのをぼんやりと眺ながめ、カナギはふらりと身を翻ひるがえした。

　どうにかミリアンの傍らまで歩んだかと思うと、カナギは顔面からぱったりと倒れ伏ふす。

「あー……もう駄目だ」

　本当に死にそうな声でうめくカナギに、ソラはミリアンの髪かみをなでながら言う。

「クオーリア師の針に塗ぬってあった毒のせいでしょう。いくら毒に強い体質だとはいえ、体調が最悪なときに毒を受けたうえ、大立ち回りをして無事なわけがない」

「そう思うなら……助けろ……」

　カナギは恨うらめしげにうめき、ミリアンはどうにかかすかな囁ささやきを漏もらす。

「カナギ……死んじゃ、だめ……」

　ミリアンの声に小さく笑って、カナギはどうにか体を起こして床に座りこんだ。ぐらつく頭を押さえてミリアンの顔を見下ろしたところで、カナギは妙みようなことに気づく。自分の瞳と頰ほおが生暖かいのだ。なんだろう、と思っていると、ミリアンの頰に水すい滴てきが落ちる。

　カナギは自分の頰をぬぐい、怪訝けげんそうにソラに問うた。

「ソラ、俺、泣いてるか」

「どう見ても泣いていますね。昔の涙なみだでも、還かえってきたのではないですか」

「ばかいえ。還ってくるものなんか、ない」

　くだらない、とカナギは吐はき捨てた。ミリアンはそんなカナギをぼんやりと見上げていた。

　次から次へと落ちてくるカナギの涙が、銀色に光って見える。

　薄暗く霞かすんだ視界の中、落ちてくる銀色の光。これは何度も夢で見た光景だ。

　──それは、おぬしがつかまねばならぬものじゃ

　懐なつかしい老人の声がして、ミリアンは手を伸のべた。重い、重い腕をどうにか必死で動かして、光をつかもうとした。見た目は冷えて固そうな光だったけれど、触れれば暖かい。

　ミリアンはさらに手を伸べる。

　カナギの頰に触れて、ミリアンはどうにか彼の涙をぬぐおうとした。

　カナギは、血ぬれた小さな手が自分の頰に触れ、不器用に涙をぬぐいさるのを感じた途と端たん、ひどい痛みを感じて体を折る。

「……て……ててて……なん、だ……」

　一体なんの痛みだろう。疑問に思いかけて、カナギは唐とう突とつに気づく。

　これは、心の痛みだ。

　自分は悲しんでいる。そう自覚したら、さらに涙が零こぼれてきて止まらなくなった。カナギは震ふるえる手で口元を押さえて、思わず笑った。目を閉じてみたが、それでも涙は零れた。

「あ……れ……は、ははは……駄だ目めだ、こりゃ」

　悲しくて、苦しくて、気が狂いそうだ。でも心のどこかではわかっている。

　これが正常なのだ。これが正しい。悲しみを押し殺してきたぶんが、還ってきただけなのだ。

　悲しくて泣くのは一体何年ぶりだろう。

　ひょっとして、母親が死んで以来なのだろうか。

　悲しい。どうしようもない。ウゴルの動きはどうにか止めたのに、まだ悲しい。

　いや──それとも、自分はウゴルと闘たたかって、やっと悲しむ資格を得たのかもしれない。

　還ってくるものはない？　確かにそう信じていた。でも今、とうになくしたと思った心の一部分が、強きよう烈れつに存在を主張している。くだらないと笑って捨てたはずのものが、鮮あざやかに蘇よみがえっている。喉のどの奥で失しつ笑しようがはじける。すぐそばで、ミリアンの囁く声がする。

「カナギ……ごめんね。私、カナギのこと……知らなくて、誰のことも、知らなくて……ひどいこと、いっぱい言って、でも……好き、で」

　カナギのことを殺そうとでもいうように、ミリアンの言葉はカナギの心を痛めつけた。それでも、カナギはその痛みが嫌きらいではないことに気づく。カナギはどうにか目を開けた。

　そうして見下ろした少女の顔は、不安と痛みでもうろうとしていて、子供でも神がかった何かでもなくて、血に汚よごれていて──それでもどうしても、美しく見えるのだ。

「ばか言え……俺だって知らない、お前のことなんて。でも……」

　カナギはどうにか笑おうと思った。けれどまだ、涙は止まらなかった。
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　ミリアンの手が涙に向かって伸べられるので、カナギはその手をつかみとって、両手で握りこむ。そしてカナギはもう一度目を閉じた。祈いのるように、握ったミリアンの手に額をあてた。

　今なら言える気がした。本当のことを言える気がした。自分すら知らない、自分の本心。

「──ひとを殺すのなんて、嫌いなんだ、俺は」

　囁くように言う。ほろり、と唇くちびるから零れだしてしまえば、他愛たわいのない言葉だ。

　けれども、ずっと言えなかった言葉だった。言わないで強がっていれば何か変わるかと思った。でもそんなことはない。苦笑して、カナギは目を開けた。そしてミリアンに問う。

「でも……だから、俺はお前のこと、守って──そういうふうに、生きても、いいか」

　言ってしまうと、カナギは恐きよう怖ふで体が震えるのを感じた。怖かった。けれど、安らいだ。

　自分の言葉が、自分の心ときちんと重なった確信があった。

　そうだ、ずっと人殺しなんか嫌いで、怖くてたまらなくて、それでもひとを殺しながら生きるために、守るものがほしい。もう一度──甘いことを言いたい。

　これが恋れん愛あい沙ざ汰たかどうかは知らない、でも愛いとしいのは本当だ。まぎれもない真実だ。

　ミリアンは驚おどろきの色を隠かくせずカナギを見つめ、戸と惑まどうような、恥はじらうような、あいまいなやり方で、目を伏せて瞬まばたく。そこには確かな肯こう定ていの気配があったので、カナギは苦笑して、もう一度目を閉じた。まだ涙は零れている。

　十数年分の涙が涸かれるまでには、少しの時間がかかるようだった。

　ソラは茫ぼう洋ようとカナギたちを眺めて、ごく穏おだやかに言う。

「本当に──ひとはときたま、喩たとえようもなく美しい」


◆



「……なんだ、こりゃあ」

　階段の崩ほう落らくを乗り越こえ、バシュラールが一三階の広間に着いたとき、そこには奇き妙みような光景が広がっていた。追いついてきた部下が、バシュラールの肩かた越ごしに中をのぞく。

「例の詩人がおりますが、取り押さえますか」

「──まあ待てよ。あいつらにゃあ、逃にげる気も体力もねえ」

　苦く言い、改めてバシュラールは壁かべに手をかけて広間の光景を眺めた。

　日はもはや暮れ、玉座の隣となりに灯ともった明かりだけが広間を照らしている。

　辺りには血けつ臭しゆうが満ち、黒衣の死体が転がったすぐ横に、カナギたち三人がいた。

　凄せい惨さんな光景のただ中にいる彼らからは、不思議に負の感情が感じ取れない。

　カナギたちは遠目にも、どこか幸せそうだった。

　座りこみ、あるいは横たわった三人が揺ゆれる炎ほのおに薄うすぼんやりと照らし出されるのを眺め、バシュラールは目を細める。

「あー……なんでだろうなあ。……やるせねえ」

　バシュラールの目に映る彼らは、まるで子供に見えた。

　束つかの間まの楽園に住む、道に迷った子供たちに見えたのだ。








終章　演者を呼ぶ声









　帝てい都との最上階近くに位置する光魔法教会本部では、今朝方から異状事態が続いていた。

「奥へ入れないって、どういうことです？　僕は西方教会長のジェイゾ様に用があって……」

「用ならば書状にまとめて持ってくることだ。わたしが責任を持ってジェイゾ様に渡わたす」

　六角形の吹ふき抜ぬけ広間で、光魔法教会本部の魔導師は使いに来た若者を追い返した。文句たらたらの若者が長い廊ろう下かの向こうへと去っていくと、魔導師の背後で大きな金きん属ぞく扉とびらが開く。

「……行ったか」

「ラインゾルト様！　もう丸一日です、理由も言わずに奥への立ち入りを禁止するのは限界ですよ！」

　陽光と鳥の意い匠しようを刻んだ扉の隙すき間まから顔を出した老人、ラインゾルトに、魔導師は悲痛な声を出す。しかしラインゾルトは、難しい顔でうなった。

「仕方あるまい。まさか皇帝陛下の御使者によってこの先が踏ふみ荒あらされているなどと、外部に漏もらすわけにはいかん。……早くデクストラ様がお戻りになるのを祈るしかない」

　二人が噂うわさしている光魔法教会の最さい奥おう、光魔法教会教主、デクストラの執しつ務む室には、今もデクストラと皇帝の使者がいる。丸一日をこの部屋で過ごしたモルガンは、さすがに疲ひ労ろうを見せてため息を吐いた。いくら元気とはいえ老女である。

　もっとも椅い子すに座ったデクストラ──もといスィニストラのほうはもっとひどい状態で、顔にも唇にもほとんど色がなくなり、あらわな左目も虚うつろに中空をにらむばかりだ。モルガンは椅子の背に肘ひじをかけ、スィニストラをのぞきこむ。

「……ねえ、スィニストラ。いいかげんにしましょう。私も本音を喋しやべりますから、あなたもそうしてください。いいでしょう？　私、本当に、心の底からあなたが嫌いなんですよ」

　憎にく々にくしげに力をこめて言うと、スィニストラの体はわずかに震える。少女が不快を覚えているのを知り、モルガンの笑えみは粘ねん着ちやく質しつなものになった。モルガンはさらに囁ささやく。

「お人形さんみたいな小こ娘むすめで、ただのお飾かざりのくせにちやほやされて、本当に心から腹が立つ。本当はもっと辱はずかしめてやりたい、皇帝陛下がお許しになればすぐにそうします。あなたは掛かけ合わせの果てに生まれた品種改良の鳩はとですよ。いびつな愛あい玩がん動物。あげくにこんなことになってもだんまりしかできない、もの知らずのガキ。同じ場所にいるだけで吐はき気がする……いいかげんに意地を張るのはよしなさい。私を、早く宮きゆう殿でんへ、皇帝陛下のところへ帰して」

　じんわりとしみこむかのような悪態に、スィニストラは震えて何かを口走った。

「なんですって？」

　身を乗り出したモルガンの耳元で、スィニストラはほんのかすかな声でつぶやく。

「……あるのかしら、世界。ここの外にも、本当にあるのかしら。外へ出ても消えない？　世界は、スィニストラ、あなたは……消えずに、本当にここまで来るのかしら？」

「スィニストラ……戯ざれ言ごとはたくさんです」

「眼帯を持ってこい」

　不意にスィニストラがはっきりと言ったので、モルガンは驚いてあごを引いた。

　執務室の入り口で魔導騎き士しに止められていた光魔導師が、スィニストラの声を聞きつけて懸けん命めいに主張する。

「通してください！　早くスィニストラ様に眼帯を渡さねば、とんでもないことになる！」

「とんでもないですって？　何が……」

　モルガンがうすら笑って言ったとき、突とつ然ぜんと彼女は肩かたに重みがかかるのを感じた。

「え……？　あ……！」

　すぐに立っていられなくなり、モルガンは白大理石の床ゆかに膝ひざをつく。それでも肩にかかる重みは増すばかりだ。肩から背、頭さえも、まるで巨きよ大だいなてのひらに押さえつけられているかのように重い。モルガンは歯を食いしばって耐たえたが、長い時間は無理だった。

「痛ッ……何、が……まさ、か、スィニストラ……あなた……？」

　ほとんどぶつかるように勢いよく床に押しつけられ、モルガンは視線だけをどうにかスィニストラへ向けた。指一本動かせない圧あつ迫ぱく感の中、呼吸すらも苦しくなってくる。

　白い衣ころもの少女は、ゆっくりと唇を笑みの形に吊つり上げた。そしていきなり派手な笑い声を高い天てん井じようへ響ひびかせる。

「は、は……あははははは、いいざまじゃ、大おお叔母おば上！　ひとをさんざんいたぶってくれおって、覚かく悟ごは充じゆう分ぶんにできておろうの？」

　スィニストラがせせら笑うと、モルガンの部下である魔導騎士が駆かけ寄ってこようとした。

　しかし、彼らもまた見えない力の壁に阻はばまれる。鎧よろいの中で魔法機械の作動する音が響くが、そんなものは執務室に満ちている強大な魔法力の前には無力だった。

　次々に破は壊かい音が響き、魔導騎士たちも騒さわがしく床へ崩くずれる。モルガンは荒あらい息で囁く。

「あ……あ……あなた……は……」

　この恐おそろしい魔法力の出所は、どう考えてもスィニストラだ。しかしさっきまではいかにも儚はかなげな少女であったものが、態度にせよ魔法力にせよ、あまりに極きよく端たんな変へん貌ぼうであった。

　スィニストラははいつくばったモルガンの頭に己おのれの足を乗せ、華はなやかに微笑ほほえむ。

「ふむ。この状態のときに会ったことはなかったか？　我はデクストラじゃ。『力の右目』が開けば、おぬしのような下品な婆ばばあなぞお話にもならんわ。さて、どこからつぶして欲しい？」

　スィニストラ……いや、デクストラの声は浮うき立って明るく、モルガンは呼吸をしようと必死であえいだ。執務室に駆けこんだデクストラの側近たちが、あわてふためいてデクストラにとりつき、デクストラ用の眼帯を差し出す。

「デクストラ様！　どうかおやめください、公こう爵しやくは皇帝陛下の御使者ですぞ！」

　側近たちに言われると、デクストラは素す直なおに首をかしげ、無造作に眼帯をつかむ。

「そうか。気分がよくなったゆえ、乱暴狼ろう藉ぜきをはたらきたい気分であったのだがの。まあよい。聞け、モルガン・シャイエ。そして皇帝に伝えよ。何か知りたいことがあるなら、自らここまで出向いてこい、とな。そのときは手足の一本くらいは捧ささげる覚悟で来るがよい！」

　眼帯をつけかえたデクストラは、輝かがやく右目を細めて朗々と告げる。

　そして、少しばかり瞳ひとみを和なごませて自分の手を見下ろした。少女は白い拳こぶしを開く。中には何もなかったが、デクストラの顔はごく穏おだやかに、何かを懐なつかしむように微笑む。


◆



「おかえりなさいませ、モルガン様」

「海の寝しん室しつへ行く。誰だれもよこすな。いいな、誰もだ」

　夜も更ふけて帝都の自じ邸ていに戻ったモルガンは、吐き捨てるように言って寝室へ向かった。モルガンと同年代であろう召めし使つかい頭がしらは、主人の不ふ機き嫌げんを察して深く頭を下げる。

　深緑と薄うす桃もも色いろが渦うずを巻く、珍めずらしい石で作った円柱が印象的な大階段を上り、モルガンは自室へとたどりつく。控ひかえていた召使いが無言で扉を開けると、淡あわい光で照らされた幻げん想そう的な寝室が現れた。

　ほのかに甘い香かおりの漂ただよう真四角の部屋には、天井から上等な半はん透とう明めいの紗しやが幾いく重えにも吊ってある。あちこちに灯った明かりと紗のせいで、部屋にあるすべては薄ぼんやりとした影かげ絵えに見えた。壁はすべて古い貝を含ふくむ乳白色の石で作られ、繊せん細さいな流水文様が刻まれている。

　モルガンは背後で閉まる扉の音を聞いた後、ふと眉まゆ根ねを寄せた。

　紗が外がい界かいの風で揺れたのである。

「ばかな……昼をすぎても窓を開けておくなんて」

「待って。召使いを叱しからないでください。窓から勝手に入ってきたのは僕だから」

　思わぬ声に、モルガンはぎょっとして立ちすくむ。いつの間にやら、紗の向こうには小こ柄がらな人影があった。くる、る、とどこかで鳩はとの鳴く声がして、モルガンは目を細めた。

「……鳩……。鳩を連れた子供みたいな男、か。──お前、情報屋の『小鳥』だね」

「よくおわかりで。さすがは裏にも表にもお強いヴェルティア公爵ですね。そう、僕がカエキリアの一件を閣下の部下にお伝えした『小鳥』、ウーチェレットです。お見知りおきを」

　床を歩いていた鳩を抱だき上げ、ウーチェレットは紗の後ろから歩み出る。モルガンはウーチェレットの姿を一いち瞥べつし、彼が隻せき腕わんであることに気づいた。微び風ふうがウーチェレットの虚ろな片かた袖そでを揺ゆらし、微笑む彼の明るい声をモルガンへと届ける。

「突然の訪問にお怒りですか？　失礼は承知の上で、差し上げたいものがあったんです」

「夜に女の寝室にあがりこんでの捧げものか。まあいい、その腕うででよくもここまで入りこんだものだよ。私は有能な者は好きなんだ。どんな微細な才であろうともね。……捧げものとやら、出してごらん」

　モルガンが少しばかり笑って言うと、ウーチェレットは笑みを深めて首をかしげた。

「まずはひとつ。僕は帝都に来てから光魔法教会教主のデクストラ様のご容貌を拝見したのですが、これがびっくり、カエキリアで見た覚かく醒せい位い魔導師の女の子とうり二つです」

「……ほお」

　モルガンがぎらつく目でウーチェレットを見やる。ウーチェレットはなおも続けた。

「あとは明日、帝都内を流れる聖グザヴィエ川に浮かぶものがあります。クイント港の利権を握にぎる宝石商の首ですよ。彼さえ死ねば、クイント港の利権はあなたの手にはいるはず」

「それが本当なら、ずいぶんと奮発したね。噓うそならお前の首がなくなるだけだけれど。そこまでして、お前は何が欲しいんだい」

　まんざらでもない様子のモルガンに、ウーチェレットは感情の読めない笑顔で言う。

「腕ですよ、閣下。あなたの下につけば、なくした手足どころか、頭ですら生やしてもらえると聞いたんです。しかもそれは、元の体よりよほど上等だっていう。僕のこの腕、憎にくい相手に斬きられましてね。傷が悪化して切るしかなくなった。僕は腕を取り戻して、あいつの腕をおんなじように切り落とさなきゃならない。それまで毎日夢を見る。……泣き声の夢を」


◆



「……お……落ち着かねえ……！」

　バシュラールは柄にもなく憔しよう悴すいした顔でうめいた。

　傍かたわらにはわざわざ解体して持ってきた護送馬車が停とまっており、馬車の檻おりの中には例の白い詩人が、厳重に縛いましめられておとなしく座っている。

　もっともソラは足を折っていたし、手には枷かせ、目め隠かくしには封ふうじの魔ま法ほう文字、馬車全体にもべたべたと封じの魔法札が貼はってあるという状態に置かれていたから、おとなしく座っている以外のことはできそうにもなかった。

「黙だまれ、うるさい。そんなに気になるのなら殺してしまえばよかろう」

　生き残りの『黒いゆりかご』の面々や、闇魔法教会本部に残った資料をごっそりあさってきたラングレーが、資料から顔をあげてバシュラールをにらんだ。彼はなぜか上着を着ていない。

　カナギたちによってほとんど無む抵てい抗こうとなった闇魔法教会本部をあっさり制圧したバシュラールたち一行は、解放した混こん沌とんの溜たまりの人々の手伝いもあって、どうにか捕ほ虜りよと資料を谷底から引き揚あげたところである。

　森の際きわで部下たちが帰投の準備に忙いそがしく立ち働く中、バシュラールは青い顔で告げた。

「俺も殺そうと思っちゃいたが、あの危なっかしいウゴルの仮面を運べるのはあいつしかいねえ。他ほかの奴やつらじゃ絶対影えい響きようを受けちまうが、なんでかあいつは平気なんだな。大体、あいつを殺すとシュナルが怒るじゃねえか」

　ラングレーは護送馬車にソラと一いつ緒しよに乗せられた、ウゴルの仮面が入った櫃ひつにちらと視線をやってから、すぐにバシュラールの発言に眉根を寄せる。

「……貴き殿でんは、部下の機嫌をうかがうのか」

「いや、よく考えるとだな、あいつに見放されると、次の補ほ佐さ役が来るまで、俺が一いつ切さいの事務仕事を受け持つことになるわけだ。これはまずいぜ、光魔法教会法務部の根幹が揺らぐ」

　動どう揺ようしているせいなのかどうなのか、バシュラールは大まじめである。ラングレーはどうにか平静を保とうと、片かた眼鏡めがねを直しながら視線を外した。

「…………法院の者に進言しておこう。法務部が目め障ざわりなら、バシュラール卿きようを事務官に異動させよとな。そして……それだけ大事な相手なら、まともに話してこい」

「はあ？　話すって、誰とだ？」

　ぼんやりと問うバシュラールを横目でねめつけ、ラングレーは自分の背後を親指で指す。

　ラングレーの背後には、部下たちに指示を出すシュナルの後ろ姿があった。

　バシュラールはなんともいえない妙みような顔で突つっ立ったが、そのままにしておくわけにもいかないと思ったのだろう、よれよれとシュナルに歩み寄る。

　平然と指示を出し続けるシュナルの後ろに立ち、バシュラールはわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「……バシュラール様。何かご用でしょうか」

　ひらと振ふり向いたシュナルは、完かん璧ぺきな笑みを浮かべて敬礼してみせる。非の打ち所のない態度にバシュラールはひるみかけ、どうにか踏ふみとどまって頭をかいた。

「すまん」

「…………何についての謝罪か、お訊ききしてもよろしいですか？」

　先手必勝とばかりに謝られ、シュナルは思わず言葉を失った。しかしすぐに持ち直し、微笑みと共に切り返す。バシュラールは宙に視線をさまよわせて答えを探した。

「噓を吐ついた。しかも、ちょっとたちの悪わりぃ噓だ。……お前さんに甘えたな。悪かった」

　バシュラールの意外に正直な台詞せりふに、シュナルは疲つかれたように苦く笑しようする。

「それはかまいません。噓なら、私も吐きました」

「へえ、初耳だ。俺はすっかりだまされてるぜ」

　バシュラールは笑い、シュナルも楽しそうに微笑む。

「そうでしょうね。私、まだ恋こいはできるようです」

「…………へ？」

　突とつ然ぜんの発言にバシュラールが固まると、シュナルは身を翻ひるがえして並んだ馬車を眺ながめる。

「今回の命令違い反はんの件で、バシュラール様が本部に裁かれるようなことがあったら、私、きっぱり光魔法教会を出ようと思います。あまり収入もよくありませんし。気力体力が充じゆう分ぶんなうちに、がっちり外で稼かせぐことにいたしますわ」

　どこかすっきりしたシュナルの声に、バシュラールは困ったような、嬉うれしいような、複雑な笑えみを浮うかべる。シュナル本人がその気なら、バシュラールに引き留める気はなかった。

「……お前さんなら楽勝だろうな。何か手伝えることがあれば言えよ」

「必要ありません。ただ、バシュラール様がすべてに見放されて路頭に迷ったら、そのときは責任をもって養ってさしあげます」

　振り向いて言ったシュナルの笑顔には、鮮あざやかな毒があった。一いつ瞬しゆん目を奪うばわれて、バシュラールは瞬またたく。彼は腕を組んで考えこみ、真しん剣けんにシュナルに問う。

「……惚ほれていいか？」

「駄だ目めです。それだけは絶対に駄目！」

　シュナルがたちまちむっとした顔になったので、バシュラールはたまらず笑い出す。そこへ、何やら華はなやかな声が割りこんだ。

「あら、ずいぶんとまた仲がいいわねえ。バシュラール様、あたしのことはお忘れ？」

「ああ？　なんだ貴様……はっ！　と!?」

　突然現れた派手なドレスの女は、思い切りバシュラールにしがみつく。ほとんど反射的にバシュラールが抱きとめてみると、どうも手に伝わる感かん触しよくが硬かたい。少し離はなれた場所で振り向いたラングレーが、ドレスの女を見て血相を変えた。

「きっ、貴様は！　本部でわたしをさんざん邪じや魔ました変態！」

「失礼ねえ、誰が変態よ、誰が！　ほら、あんたの上着、返すわよ！　高そうだし、裏に魔法陣の刺し繡しゆうとか入ってたわよ？　変な趣しゆ味みねえ」

　ドレスの女、ことリュリュは、几き帳ちよう面めんにたたんだ軍服をラングレーのほうへ放ほうり投げる。

　バシュラールはリュリュの腰こしを抱いた手を離さずに、片眉をあげて問うた。

「変態？　つーかお前さん何者だ？　妙に……覚えがあるような、ないような……」

「もう、薄はく情じようねえ。これなら思い出すかしらん？」

　リュリュが帽ぼう子しを取ってみせると、バシュラールはしばらく彼の顔を凝ぎよう視しして、突然叫んだ。

「て、てめえ……！　元光魔法教会、白銀の団所属、リュシアン・ロア・ディルヴィル！　教会所有の魔法石をごっそり盗ぬすんで逃にげた大ばか野や郎ろうか！」

「覚えててくれて嬉しいわあ。それじゃまた、さようならっと」

　リュリュはかわいく片目をつむり、手の甲こうにつけた魔法石をかざした。

　わずかな間を置き、辺りを閃せん光こうが灼やく。人々の目がくらんだその隙すきに、リュリュはバシュラールの腕をふりほどき、目をつけていた馬車に駆かけ寄る。

　見張りを押しのけて扉とびらを開くと、中には座席に板を渡わたして作った簡易寝しん台だいに横たわる、カナギとミリアンの姿があった。

「はいはい、ちょっと起きてちょうだいね。ミリアンはともかく、あんたは背負えないわよ」

「……他の魔導師はどうした。あと、ソラは」

　瞬時に事態を察したカナギは、必要最低限の問いだけを発する。どうにか体を起こしたカナギと共にミリアンの細い体を抱かかえて、リュリュは真剣な瞳ひとみで言う。

「大台所の面々なら、大半は生き残ったわよ。できることだけやって撤てつ退たいして、隠かくれてたの。詩人さんは、警備が厳しすぎて今は助けられない。後で、必ずどうにかする。……信じていいわよ。あたしもちょっと、走ってみることにしたから」

　ミリアンを抱えた二人は馬車を飛び降り、一目散に森へと走る。魔法防ぼう御ぎよに長たけているラングレーの部下たちがラングレーを振り返るが、ラングレーは答えずにバシュラールを見やった。

「──薬くす師しと娘むすめが逃げたぞ。追うか」

「いや、いい……追わねえでいい。下手に分散するほうが怖こええ。ありゃあ単なるおまけだ。詩人とウゴルの仮面さえ連れ帰れりゃあいい」

　薄うすれゆく閃光に目を細め、バシュラールは言う。

　彼の捕とり物は終わったのだ。……そのはずだ。

「帰りさえすればすべてが終わる。早く帰ろう、帝てい都とへ」

　漠ばく然ぜんとした不安を抱えたまま言い、バシュラールは無意識に帝都の方角を視線で探した。

　麗うるわしの帝都。それは闇と光が入り交じり──誰かが演者を呼ぶ場所なのだ。







　あとがき







　……はい、ということで、ここからあとがきになります。

　毎度毎度、文字で真っ黒な本を作ってしまってごめんなさい。栗原ちひろです。

　皆みな様さまがお手にとってくださっているこの本は、異世界ロードノベルファンタジー（らしい）、『オペラ』シリーズの四冊目です。前巻、『オペラ・フィオーレ』で起こった事件の顚てん末まつが主たる内容となりますので、ぜひとも『フィオーレ』と一いつ緒しよにご覧くださいませ。なお、このシリーズの一冊目と二冊目は、単体でもそこそこ読める仕様となっております。




　今回のタイトル、『エリーゾ』は、『楽園』という意味のイタリア語です。英語だと『エリュシオン』ですね。意味のわかりづらいタイトルで申し訳ないのですが、一応毎回副題にメインタイトルの和訳を紛まぎれこませておりますので、そちらを参考にしてみてくださいませ。

　内容はというと、女性陣じんの受難度が上がり、男性陣の駄だ目め度が上がり、このシリーズにしてはラブ度も上がり（……多分）、新キャラも出て、主人公たちの過去にまつわる葛かつ藤とうのお話はここで一ひと区く切ぎりとなります。とにかくここまで書けてよかった……！　今回の原げん稿こうを書き終わってやっと少しだけ、登場人物たちへの義理を果たせたような気分になりました。これから先、お話は世界の謎なぞに向かって転がります。登場人物たちも過去から踏ふみ出し、現在と未来と闘たたかうことになります。よろしければどうぞ、この世界の行きつく先を見届けてやってください。

　次にお会いできるのは、雑誌、ザ・ビーンズの短編（バシュラールの子供時代の話第二弾）の予定です。長編の五巻はおそらく春頃でしょうか。こちらは帝てい都と編になるかと思います。ようやく都会に行けますよ～！




　はてさて、デビューしてからようやく一年が過ぎました。怠なまけ者ものの私にしてはたくさんものを書き、たくさんものを考えた、長い長い一年でした。捨てられるものと捨てたくないものをより分け続けていたような気もします。結果、ここにあるものが読者の方々にとっての『娯ご楽らく』でありますように。もしもお気に入りのキャラクターやエピソード、その他ご感想等ありましたら、ぜひ編集部気付けでおたよりください。皆様のお声は本当に創作の糧かてです。お待たせしてしまうかもしれませんが、お返事出しますね。今回は少し内容的にきりがいいので、今までの裏話や小話なども添そえたペーパーを作って同どう封ふうしたいものです。




　最後に、いつもこのお話にすばらしい色しき彩さいと形を与あたえてくださるＴＨＯＲＥＳ柴本氏と、健けん啖たん家か担当氏と、読者の方々、この本と私に関かかわってくれたすべてのひとと言葉に愛をふりまきつつ。私は神秘と娯楽の影かげを追っかけて、修しゆ行ぎようの日々を続けようと思います。
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